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叙事詩「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」は，写本と口頭伝承の形で内蒙古

自治区西部オルドス地域を中心に伝わっている。叙事詩の写本は古くからその

種類が多く，民間に多数存在する。一方，口頭伝承では「聖主の二頭の駿馬」

という民歌で広く知られている。従来の研究は叙事詩の物語の分析に重点をお

いてきた。そこで本稿は，叙事詩の写本公開を基本的な目的とする。そのうえ

で，叙事詩の写本と口頭伝承のテキストとの比較検討を試みる。それによって，

写本と口頭伝承の関連性を明らかにし，叙事詩の物語の再生産についての仮説

をうちたてる。

AMongolianepiceinggLgqayan－uer－eqqyarjayal－untuγldi（Two

GreatSteedSq／CinggLsQayan）hasbeenpreservedforcenturiesinthe

formbothofmanuscriptandoraltradition，mainlyinOrdus，Whichis

anautonomousreglOninInnerMongolia．Thereexistmanydi能rent

manuscripts forthis epic，Which havebeen collected and reported by

researchers through generations．The entire corpus of manuscrlptS，

however，hasnotyetbeenidentifiedorelucidated．Ontheotherhand，

theoraltraditionhastakentheformof‘‘Urtu－yindaγuu’’thetitleof

Whichis“EienboγddTyinqoyarjaγa／”（TwoGreatSteedsoftheHoly

Qaγan）．“Urtu－yindaγuu”literallymeansa‘‘longsong”．Thispaperis

aimed at publicisingtwo manuscripts，Whichthe author discoveredin

Ordus，aS Wellas a text that has existedin the Mongolian People，S
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Republicformanyyears．

Conventionally，thestudyoftheepichascentredroundtheanalysis

Ofthestoriesthataredescribedinit．Forthisreason，therehasnotbeen

SufhcientacademicworktodatethataimstocomparethewrittenepIC

Withthe“longsong，Whichistheoraltradition・Inthispaper，inorder

toshedlightfromanewangle，theauthoraimstoidentifyvariousforms

Ofthe‘‘longsong”entitled‘‘TwoGreatSteedsoftheHolyQaγan”，

WhichhavebeenpassedonthroughgenerationsofpeopleinOrdus，thus

elucidating the structure and content of the oral tradition．Then a

COmparisonwillbemadebetweentheoraltraditionandthemanuscrlptS

in relationto whatis described．

Asforthecontent，mOStOfthemanuscriptswhichhavebeendis－

COVeredintheOrdusreglOnCOnSistofthefollowlngtWOStOries．The

firstisabouttwohorses，Whicharecalled“YekeJaγal”（BigJaγal）and

“Baγ－aJaγal”（SmallJaγal）．TheywereborninahugeherdoflOO，000

horsesownedbyCingglSqaγan・Astheygrewasoutstandingyoung

horses，theycontributedgreatlytothesuccessofthegreathuntcarried

OutbyCinggisQaγanandhismen，inwhichahuntinggroundwasen－

Circledbyhundredsofhuntersonhorsebackwhochasedwildgameout

intotheopen・Unfortunately，however，despitethehighcalibrewhich

bothJaγaldemonstrated，theysomehowfailedtogainlegitimatecredit

frompeoplefortheircontribution．

Disappointed and grieved，the two horsesleft einggis Qaγan，s

COurt，runnlng Offtotheremotecountryside，Wheretheyspent a few

yearswithoutattendingtoanyo侃cialdutyorasslgnment．However，

theirdedicationandloyaltytoeinggisQaγanWaSSOgenuinethatthey

COuldneverforgettheirQaγan．Eventuallytheycamebacktothecourt

again・Deeplypleasedwiththeirreturn，CinggisQaγanSetOutfora

greathuntagaln，Wheneverybodygenerouslyrewardedtheachievement

Ofthehorseswithsincerewordsofadoration・Totheirgreatpleasure，

thetwoJaγalcametobeadmiredbyliterallyeverybodyinthecountry，

enJOylngthefame．Thisconcludesthefirststory．

OfthetwoJaγal，Baγ－aJaγal（SmallJaγal）alonereappearsatthe

endofthesecondstory．Theherointhisisalittleboywhowastaken

intobondageasahostageandforcedtoworkasashepherdlookingafter

aherdofsheepownedbyawealthyman．Althoughtherichmanpos－

SeSSedasmanyaslOO，000horses，hewasutterlyignorantofthevalueof

horses，incapable oftelling a great steed from others ofpoor breed・

Therehappenedtobeafinehorseintheherd，Whichcouldrunextremely

fast．Intherichman’spossession，however，thevalueofthishorsewas

totallywasted，Withouthimbeinggivenanychancetoshowhisexcel－
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lence．The boyimmediately discovered the outstanding strength and

natureofthishorseand，afewyearslater，managedtorideoffonhis

backtoseekfreedomfrombondage．Unfortunately，however，theboy

WaSChasedandrecapturedintheendbyapursuerriding“SmallJaγal”．

TraglCallyenough，“SmallJaγal”rantoofastduringthechaseandex－

haustedhimselfonlytodieafterrunnlngtherace．Thestoryendswith

theremarksthat，Sincethatincident，greatSteedshavecometobeborn

Onlyinthe“LandoftheHan，andnotanywhereelse．

Itis generally believed that the former halfoftheeplC WaS COn－

StruCted during the dynasty of Mongolia－Qaγanin the13th century，

Whereasthelatterwascreatedbetweenthe14thand15thcenturies．On

theotherhand，the‘‘longsong’’titled“TwoGreatSteedsoftheHoly

Qaγan”includesonlytheformerhalfoftheepic，Whichis，infact，the

mostmovlnglegend．WhereasthosewhorecitetheeplCareeXpertSWith

SpeCialskill，the‘‘longsong canbeperformedbyalmosteverybody．

CurrentlythenumberofspecialistswhocannarratetheeplCisgettlng

extremelylowinOrdus．Inthiscontext，itwouldbefairtosaythatthe

“longsong”titled‘‘TwoGreatSteedsoftheHolyQayan”wasmadeas

apopularisationandsimplifiedversionoftheauthenticeplC‘‘TwoGreat

SteedsofeinggisQaγan”．

はじめに－一資料と研究方法－

1従来からの写本収集と研究

1．1　ジャムツァラーノとェルデ二トクト

ホの固めた礎石

1．2　モスタールト師の記録

1．3　現地からの視点和一チンギス・ハー

ンと関連づけた研究一一一一一

2　写本の所蔵状況

2．1民族文化宮本＝内モンゴル図書館C

本

2．2　内モンゴル図書館の三写本

3　口頭伝承の実態

3．1オルドス・モンゴル族の「聖主の二

頭の駿馬」

3．2「聖主の二頭の駿馬」の伝承地域

3．3　叙事詩とその変形の問題

4　写本の訳注

4．1公開する写本の来歴

4．2　00本：Ejen boγda qoyarjaγal－un

dliger bile－聖主の二頭の駿馬の

物語　【

4．3　QB本：EjenBoγda－yinqoyarjaγal－

un tuγujiorusiba－聖主の二頭の

駿馬の伝説－

4．4　B写本：内蒙古図書館所蔵モンゴル

国本　einggis－un qOyar jaγal－un

tuγujiorusiba－チンギスの二頭の

駿馬の伝説仙－
ウ′し　卜．ウイ　ノ・†‘－

5　叙事詩の物語の成立および「長い歌」

との関係

5．1叙事詩の物語の成立

5．2　帰る駿馬と帰らぬ駿馬血一一一一叙事詩の

二つの物語の関連性　一一一－¶

5．3　叙事詩の物語と「長い歌」との関係

5．4　駿馬には鞍きずがある－物語の再

生産－
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はじめに－資料と研究方法

モンゴルには古くから歴史上の出来事や叙事詩，民歌，シャマニズムと仏教の経文

を写本にする伝統がある。ヨーロッパの学問研究の方法を身につけた学者と探検家た

ちがモンゴルにやってきて口伝資料を記録しはじめる以前から，モンゴル人自身によ

る文字を駆使した作業は蓄積されていた。欧米の「モンゴル学」（Mongolistik）が文

献研究を主流として発展してきたことは，被調査者側のモンゴルのこのような社会的

精神的土壌と無関係ではない。

学問と知識を好む面で，モンゴル諸部のなかでもオルドス・モンゴル部は突出した

存在であった。一例をあげよう。16世紀にホトクタイ・セチェソ・ホン・タイジ

（154ひ－1586）が編纂した『十善自史』をはじめ，ドゥバ・タイジの『シャル・トゥー

ジ』，サガン・セチェン・ホン・タイジの『蒙古源流』，『p・アルタン・トプチ』，『ゲ

ゲン・トリ』など，モンゴルの歴史を書きのこした年代記の大半がオルドス・モンゴ

ル人の手によるものである（Narasun＆01jeyibayar1986：217－277）。民間において，

どの家庭にも写本を珍重し，写本を収蔵する習慣がある（楊1998：3－4）。換言すれ

ば，各家庭には多かれ少なかれ写本が保管されていた。写本には彼らのアイデンティ

ティが集約されている。今世紀初頭，オルドス地域で調査し，膨大な写本を収集した

モンゴル学者モスタールトの実績がこれを立証している（Serruys1975：19ト208）。「文

化大革命」中に壊滅的な打撃を受けた後も，民間には資料価値の高い写本はまだ存在

している。このことは私自身がフィールド・ワークで確認している。本研究のもとと

なる叙事詩の写本もオルドス・モンゴルのあいだから収集したものである。

叙事詩「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」（einggisqaγan－uer－eqOyarjaγal－un

tuγuji）は，写本と口頭伝承の形で内蒙古自治区オルドス地域を中心に伝わっている。

写本の種類は多く，研究者によって収集，報告されてきた（表1参照）が，その全容

はまだ完全に把握されていない。口頭では「聖主の二頭の駿馬」（Ejen boγda－yin

qoyarjaγal）というウルトゥイン・ドー（urtu－yin daγuu）によって伝えられている。

ウルトゥイン・ドーとは直訳すれば「長い歌」との意味である。

私は，叙事詩「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」を『ジャンガル』や『ゲセル』と

並ぶモンゴルにおける「三大叙事詩のひとつ」と位置づけている。『ジャンガル』や

『ゲセル』はすでに日本語訳が上梓されており（若松1993；1995），最近でも新たに

採録したテキストが公開されている（塔亜1999）。本研究は，私がオルドス地域から
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収集した写本二種類とモンゴル国からのテキストひとつを公開することを主要な目的

とする。また，従来の研究は叙事詩の物語に関する分析に重点をおいてきたため，叙

事詩を口頭伝承の歌と比較する議論は十分ではなかった。本稿ではまず，オルドス地

域を中心に伝えられている「聖主の二頭の駿馬」のさまざまな形態を示し，口頭伝承

の実態を考察する。そのうえで，口頭伝承と写本の内容との関連を検討し，叙事詩「チ

ンギス・ハーンの二頭の駿馬」の成立過程および叙事詩の中心思想についての仮説を

呈示する。

ここで叙事詩の内容を要約しておこう。オルドス地域から収集された写本のほとん

どが以下のような二つの物語からなる。叙事詩には，「大きいジャガル」（Yeke

Jaγal）と「小さいジャガル」（Baγ－aJaγal）という二頭の駿馬が登場する。チンギス・

ハーンの十万頭の馬群のなかに生まれた二頭のジャガルは，大きくなってから巻狩で

活躍するが，人びとから正当に評価されなかった。そのためチンギス・ハーンのもと

を離れ，遠方へと出奔する。新天地で数年間のんびり過ごすが，主君への思いが断ち

きれずにもどってくる。駿馬の帰還をチンギス・ハーンは大いに喜び，ふたたび巻狩

に出かける。二頭のジャガルの活躍ぶりを誰もが称賛し，駿馬の名声が世のなかに広

まった。ここで前半の幕が降ろされる。

叙事詩の後半には，小さいジャガルのみが最後に登場する。人質とされ，金持ちの

ヒツジの番をしていた少年が主人公を演じる。金持ちは十万頭のウマを所有していた

にもかかわらずウマのよしあしが分からず，駿馬は埋没していた。人質の少年は駿馬

をいち早く識別し，数年後には自らの発見した駿馬にまたがって逃げだす。追手は小

さいジャガルに乗って，少年を捕らえる。追撃の際に走りすぎたため，小さいジャガ

ルは死んでしまい，それ以降駿馬はもっぱら「漢族の土地」に生まれるようになる，

という結末を迎える。

叙事詩の写本は，オルドス地域以外にモンゴル国からも発見されている。現状では，

同国の写本は前半の物語だけで形成されている。

オルドス地域の「聖主の二頭の駿馬」という「長い歌」には，前半の物語しか含ま

れていない。つまり，写本には二つの物語があるのに対して，口頭伝承の歌には，後

半の人質の少年の話が欠如しているということである。写本は二つの物語からなって

いるのに対して，口伝の「長い歌」にはひとつのみすなわち前半の物語しかない。こ

の構成をいままでに出版された民歌のテキストが証明しており，私自身もフィール

ド・ワークで確認している。口頭伝承と写本の内容との異なる構成は注目に値する。

「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」という叙事詩は，ウマをもっとも愛し，ウマを
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神聖視するモンゴル社会に誕生した。叙事詩の主人公が駿馬である以上，モンゴルに

ぉけるウマの毛色の民族的分類を簡単に述べておく必要がある0ウマの毛色は数えき

れないほどあるといわれる。叙事詩に登場するジャガルについても地域による認識の

差がある。オルドス地域のある老人によると，青と尾が黒く，自あるいは白みがかっ

た淡貰色馬（eaγanqaliγu）がシャガルであるという。モンゴル国ウブル・ハンガイ

県南部の老人は，クリーム色（tabidar）の種雄馬と，黒の牝ウマからシャガルが生

まれるといい，ここでは毛色の異なるウマによるかけあいの結果を強調している0『二

十八巻本辞典』では，肩部から首にかけて茶褐色か黒の細長い斑点のある，浅黄色馬

（qovaqula），灰白色馬（saγaral）をジャガルとしている（Namjilm－a1994：1875）0

『蒙漢辞典』では「紡膵」，「鷹勝」と訳している（内蒙古大学蒙古語文研究室1976‥

1282）。このように，毛色に関する認識の差はあるが，シャガルは「格好いいウマ」，

「美しいウマ」でなければならないとの見方は共通している0そのため本稿では・便

宜上ジャガルを「駿馬」に統一する。なお，本稿におけるモンゴル語のカタカナ表記

は，現代オルドス・モンゴル語口語発音に近い方式をとる0転写にあたっては，j（J）

をj（J）とする。

1従来からの写本収集と研究

ここでは，叙事詩の写本収集とテキスト研究を回顧総括する。

1．1ジャムツァラーノとェルデニトクトホの固めた礎石

「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」という叙事詩の写本にもっとも早く出合い，か

っ収集できたのは，ブリヤート・モンゴル出身の大学者，ジャムツァラーノであろう0

1910年4月にオルドス地域のジュンワン旗にあるチンギス・ハーンの祭殿「八白官」

を訪れた彼は，年代記をはじめ（えamcarano1955），チンギス・ハーン祭祀に関する

文書を多数収集した（Rintchen1959a：9－22；1959b；楊1998：30－36）0ジャムツァラ‾

ノのコレクションは現在サンクト・ペテルブルグの東洋学研究所に保存されており

（Uspensky1996：176），そのなかに「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」の写本も含ま

れていたことは，後日，ダムディンスレンの『モンゴル文学珠玉百篇』の出版によっ

て知られるようになる（Damdinsdrbng1959：73）。私はまだジャムツァラ，ノが収

集した写本をみる機会に恵まれていない。

内蒙古自治区でもっとも早くから「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」に注目したの
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は，エルデニトクトホであろう0オルドス地域へ調査に赴いて写本を収集し，成果を

1958年に『モンゴル歴史・語文』に発表している1）0エルデニトクトホによると，オ

ルドス地域には「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」の写本が数多くあり，老人たちは

その歌をよくうたうという。エルデニトクトホは四種類の写本を比較している0写本

の内容は四種類とも基本的に同じであるが，語句や表現の面でそれぞれ異なっていた

点も指摘している（Erdenitoγtaqu1958：46－47）。

ダムディンスレンの『モンゴル文学珠玉百篇』には，二つのテキストがある0その

うちのひとつは，エルデニトクトホが1958年に発表したオルドス地域からのテキスト

を底本（Erdenitoγtaqu1958：46－58）に，ジャムツァラーノの写本とを比較したもの

である（Damdinsdr也ng1959：73）。

もうひとつは，1916年にボグド・ハーン政権下のモンゴル国外務省（γadaγatu－yin

yamun）から出版されたものである（Damdinsdrbng1959：68）0出版の際，どうい

う性質の写本をもとにしたのかは不明である2）。また，ダムディンスレンはこのテキ

ストを『モンゴル文学珠玉百篇』に収録したとき，他の諸写本と比較したと述べてい

るが，他の諸写本に関する情報には一切触れていない（Damdinsdr也ng1959：

6ひ－68）。その後内蒙古自治区やモンゴル国から出版されたさまざまな文学史や文学作

品集には，ほとんど『モンゴル文学珠玉百篇』から「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」

を転載している。研究者たちが叙事詩について論じる際も，ダムディンスレンの編集

したテキストを分析材料とする傾向が強い。それはダムディンスレンの慧眼により，

『モンゴル文学珠玉百篇』に収録された数々の作品自体がモンゴル文学の精粋であり，

編集方針に内包された厳密な学術精神に魅せられているからであろう0

『モンゴル文学珠玉百篇』所収のオルドス地域からのテキスト，すなわちエルデニ

トクトホが1958年に発表したテキストを底本に，ジャムツァラーノの写本とを比較し

て収録した「二頭の駿馬の伝説」（Qoyarjaγal－untuγuji）は，二つの物語からなっ

ている。前半は二頭の駿馬の出奔と回帰，後半には駿馬を見分けることのできる少年

が登場するという内容になっている。一万，外務省出版本を底本とする「チンギスの

二頭の雄の駿馬の伝説」（einggis－unqOyarer－ejaγal－untuγujiorusiba）には，駿馬

が分かる少年の物語はない。

中央民族大学のケシクトクトホは，「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」の思想方針

に関する論文のなかで，ダムディンスレンの『モンゴル文学珠玉百篇』所収のテキス

トを対象資料としている。ケシクトクトホは，1958年に発表されたエルデニトクトホ

のテキストとジャムツァラーノの収集本を「オルドス本」，1916年にモンゴル国外務
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省から出版されたものを「ハルハ本」とそれぞれ命名している（Kesigtoγtaqu1988：

282－283）。ケシクトクトホは，多くの研究者たちが「ハルハ本」を詩歌体，「オルド

ス本」を散文体とする見方に賛成しながらも，自らは両者とも基本的に詩歌体である

との観点を示している（Kesigtoγtaqu1988：283）。文体の特徴に関しては，私もケシ

クトクトホの説を支持する。しかし現時点では1916年にモンゴル国の外務省から出版

されたテキストが，どこから収集された写本を底本にしたかなどの情報がはっきりし

ない限り，いわゆる「ハルハ本」の存在が成立するかどうか疑問を感じる。

西北民族学院のウニソウラーソは，『モンゴル族古代文学』（〟0〃gγ07－〟〃grJeか〟

Uね〃九秒αJ）のなかに，「チンギスの二頭の雄の駿馬の伝説」と「二頭の駿馬の伝

説」を収録している（Uninulaγan1993：455－500）。いずれも『モンゴル族文学資料

集』（肋〃gγ07品dおJeか〟∽わーα九秒αん〟〃肋Jer如7－〟〃月例鬼嶋eJ）第一巻からの

転載であるが，もとの『モンゴル族文学資料集』という本の性質については説明がな

い。そのうち「二頭の駿馬の伝説」はオルドスから見つかった写本であるとし，ダム

ディソスレンの『モンゴル文学珠玉百篇』所収のオルドスからのテキストと比較して，

語句訂正をおこなっている（tJninulaγan1993：486－487，488－500）。となると，少な

くともウニソウラーンの利用した『モンゴル族文学資料集』第一巻内の「二頭の駿馬

の伝説」は，エルデニトクトホが1958年に発表したものとちがう，別の写本である可

能性もあるのではないか。

1．2　モスタールト師の記録

ベルギー出身の神父モスタールト師は1906年から1925年までオルドス地域の西部に

滞在し，宣教活動のかたわらモンゴル研究に専念した。その研究活動は歴史，言語，

民俗など広範囲にわたり，評価すべき偉業を残した。モスタールト師はさらに文献収

集にも熱心であった。それらは長い戦乱や政治的混乱を経た現在，現地のオルドス・

モンゴル人のあいだにはもはや伝わらなくなった貴重な文献頬である。かつてオルド

ス・モンゴル人がどれほど豊富な文化財を維持していたかを，モスタールト師のコレ

クションからうかがうことができよう。モスタールト師の収集した文献を後日セール

イス師がカタログの形で公表している（Serruys1975：191－208）。

モスタールト師は，1937年に北京で出版されたオルドス・モンゴル族の口碑集のな

かに，「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」を収めている（Mostaert1937：228－235）。

モスタールト師によると，オルドス地域の南部3）で「二頭の駿馬」の歌が非常に広く

うたわれているという。同地域の南部には「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」の写本
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も多数あり，自らが採録したテキストも，現地のモンゴル人が写本をみながら語った

ものである（Mostaert1937：228）。

不思議なことにモスタールト師の採録したテキストには後半の人質の少年の物語は

含まれていない。私の知っている限りでは，モスタールト師のテキスト以外のオルド

スの写本は例外なく二つの物語からなっている。モスタールト師はまた，モンゴル国

で「チンギス・ハーンの二頭の雄の駿馬の伝説」が出版され，ロシアの学者たち4）に

注目されていたことを知っていた。おそらく1916年に出版されたものを指しているの

であろう。1937年の時点で，モスタールトはオルドス南部に写本と口頭の形で伝わる

二種類のテキストをモンゴル国で出版されたものとを比較することはできなかった

（Mostaert1937：228）。後日，モスタールト師はさらにテキストをフランス語に訳し

ている（Mostaert1947：328－336）。

モスタールト師は口碑集の序文で，オルドス地域から「英明聖主チンギス・ハーン

の二頭の駿馬が語った驚くべき物語の本」（sutuboγdaeinggis qaγan－uqOyarjaγal

也gBlelddgsenγayiqamsiγtu Bliger一也n debter．）という写本を収集したと記述している

（Mostaert1937：12）。ところがセールイス師のカタログにはこの写本のタイトルは見

当たらず，写本も行方不明になったかもしれない。幸いなことにモスタールト師は

1944年にこの写本の写真をハイシッヒに渡していたため，後日ハイシッヒの公表

（Heissig1976：521－543）により写本をみることができるようになった。ハイシッヒ

によると，モスタールト師は写本をオルドス地域南部から入手したという。内容的に

はエルデニトクトホやダムディソスレンの発表したテキストとほぼ同じである（Heis－

Sig1976：521）。テキストの最後には「光緒三十四年春の最初の月の二十六日に書写

した」（Badaraγultut6r也－yinγueind6rbedBgeronqabur－unterig也nsarayinqorinjir－

γuγan－abieibei）とある（Heissig1976：543）。このテキストは1908年にモスタールト

師のために書写したものであるかもしれない。

モスタールト師の口碑集は，のちに磯野富士子によってその一部が日本語に訳され

ている。「チンギス帝の二頭のジャガル」という翻訳（モスタールト1966【93】：

3－17）によって，二頭の駿馬の伝説が日本で知られるようになったのであろう。近年，

原山はモンゴルの神話・伝説に関する著作のなかで，特別に「駿馬の章」を設け，モ

スタールト師が採録した「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」を要約の形で取りあげて

いる（原山1995：182－188）。原山は，ウマを主人公とする多くの物語のうち，もっ

ともよく知られ，並外れてすぐれたストーリー展開をもつのが，「チンギス・ハーン

の二頭の駿馬」である，と指摘している（原山1995：183）。
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1．3　現地からの視点－チンギス・ハーンと関連づけた研究－

ォルドス地域出身のナラソンとウルジバヤルは「オルドス・モンゴル族作品選」と

題する論文のなかで，「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」の伝説は，オルドスで基本

的に写本の形で維持されてきたと主張している。また，オルドスには二頭の駿馬に関

する伝説や歌も多い。オルドス・モンゴル族は，チンギス・ハーンの二頭の駿馬はか

ってボルドカイ5一（BoruToqui）で放牧されていたと信じている。二頭の駿馬にちな

んだ地名も多く，たとえばオトク旗には「駿馬の井戸」（jaγal－unqudduγ）とよばれ

る井戸があるという（Narasun＆Oljeyibayar1986：205－206）。

ナラソンとウルジ′ミヤルは「聖主の二頭の駿馬」という歌が，「政治の歌」（g血色

daγuu）としてうたわれているという点に注目すべきであると強調している（Nara－

sun＆Oljeyibayar1986：205－206）。さらに，「チンギス・ハ，ソの二頭の駿馬」の写

本が発見された場所も重要であると指摘している。写本はかつてオトク旗領内の「ベ

ルグーダイの自官」（Belgddei－yineaγanOrdun）に保存されていたという（Narasun

＆01jeyibayar1986：207）。「ベルグ，ダイの自宮」とはチンギス・ハーンの弟ベルグー

ダイを祭る祭殿のことである。ナラソンとウルジバヤルは，「聖主の二頭の駿馬」と

いう歌は「政治の歌」であることと，「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」の写本がベ

ルグーダイの祭殿にあったこと，この二点から考えて，当該叙事詩はチンギス・ハー

ンに関する重要な書物であると位置づけている（Narasun＆Oljeyibayar1986：207）0

1910年にジャムツァラーノが収集した「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」の写本もお

そらくチンギス・ハーンの祭殿「八白官」内に保存されていたものであろう。チンギ

ス．ハーンとその妃をはじめ，チンギス・ハーン一族の祭祀を数百年にわたって維持

してきたオルドス・モンゴル族と，「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」がきわめて特

殊な関係にあることは確かである。

2　写本の収蔵状況

「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」という叙事詩がオルドス地域を中心に写本の形

で広がっていることは，多くの研究者たちによって報告されている。以下では主とし

て中国各地におけるその収蔵状況について述べたい。

『全国蒙文古旧図書資料聯合目録』（以下『目録』と略す）によると，「チンギス・

ハーンの二頭の駿馬」（einggisqaγan－uqOyarjaγal－untuγuji）は現在北京の民族文
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化官図書館，内蒙古自治区モンゴル語言文学歴史研究所図書室に保存されていること

が分かる（八省区蒙古語文工作協作中組弁公室1979：296－297）。

2．1民族文化官本＝内モンゴル図書館C本

『目録』では北京の民族文化宮本を「清朝末期に抄写したもので，一冊本」として

いる（八省区蒙古語文工作協作中組弁公室1979：296）。1997年1月に私は民族文化

宮を訪ね，図書館側の協力を得て写本をみることができた。おそらく図書館側がつけ

たと思われるタイトルは「二頭の駿馬の物語」（Qoyarjaγal－undliger）となっている。

図書館のスタッフによると，この「二頭の駿馬の物語」という写本は，1950年代に民

族文化宮図書館のモンゴル語書物を充実させるため，内モンゴル図書館より寄贈され

たものであるという。本来は内モンゴル図書館の所蔵であったが，誰がいつどこから

収集し，内モンゴル図書館に入れたかは不明である。民族文化宮での検索番号は，

1085－212／18で，12．5×28．5cmの大きさである。

現在の内モンゴル図書館に民族文化宮所蔵の「二頭の駿馬の物語」のゼロックス・

コピーがある。コピーとはいえ，左綴じにするなど極力原本に近い形にしている。内

モンゴル図書館の番号は005555で，サイズは12．5×30．3cmとなっている。計21枚

である。私は内モンゴル図書館の許可を得て，それをコピーすることができた。詳し

くは後述するが，内モンゴル図書館にはこの他にも二種類の写本があり，私はそれぞ

れA，Bと命名することにする。オリジナルが民族文化官にあり，内モンゴル図書館

内のゼロックス・コピー本をCとよぶことにする。以下私がC写本とよぶものは，

民族文化宮の写本と同一のものであることを断っておきたい。

次に内モンゴル語言文学歴史研究所図書室にある三種類の写本をみてみよう。『目

録』によるとそのうちのひとつは，「中華民国37年すなわち1948年に抄写したもので，

一冊本」となっている。いつ，誰によって収集されたかなどの情報は書かれていない。

もう一種は「主君ブケビリクトの自宮より抄写」（Ejen B也kebiligtb－yineaγanOrdun－

ata seyiregBlbe）とあり，ブケビリクトはブケ・ベルグーダイの間違いにちがいな

い6）。つまりこの一冊本は先のナラソンとウルジバヤルも言及した（Narasun＆Ol－

jeyibayar1986：207），オルドス地域オトク旗にあるチンギス・ハーンの弟ベルグー

ダイの祭殿からのものであることが判明する。1954年春，メルゲンバートル（Mer一

genbaγatur）がオトク旗から『蒙古源流』など大量の文献資料を収集した（Tuyaγ－a

1998：107）。この「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」もそのときの将来本かその写し

であろう。第三種はオルドス地域のハンギン旗のビルーンダライ（Biligdndalai）と
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いう人物のものであった（入省区蒙古語文工作協作中組弁公室1979：29か297）。以

上のように同研究所所蔵の三種頬の写本のうち少なくとも二種類は，オルドス地域か

らのものであることが明らかである。私はまだこの三種頬の写本をみる機会を得てい

ない。

2．2　内モンゴル図書館の三写本

1996年12月から翌年の1月にかけて，私は内モンゴル図書館で文献調査を実施した。

図書館側の協力のもと，現在少なくとも三種頬の「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」

が保存されていることが分かった。私はそれらをA，B，Cと命名する。以下，3写

本の特徴について簡単に述べたい。

2．2．1A写本

図書館の番号は03212で，オルドス地域から収集され，1958年に同図書館に収めら

れたことになっている。収集記録を検索したが，具体的にオルドス地域のどの旗から

のものかは不明である。計9枚の中国製の麻紙からなる左綴じの冊子本である。

29×24．0cmの大きさで，筆ペンで一頁に14行あるいは15行の文字が書かれてある。

ハソ（qan）などの文字の右側に満州文字に使われる○記号が付けられている場合が

多く，長音の表記であるかもしれない。抄写者は満州文の教養をもつ人であったろう0

文字末端の「右引き尾」（seg吼orkiね）はなめらかで，やや短い0それに対して「前

引き」の方は「連写前引き」（uruγSilaγ－a）と，「分写前引き」（eaeulγ－a）の両方とも

きわめて長く鋭く，躍動感がおのずと紙面に躍り出ている。これらは典型的なオルド

ス・モンゴル式書風である7）（図1）。

この美しい書体の写本は，残念ながら最後の部分が1頁ほど欠落している。9枚目

には7行の文字しかない（図1）。内容的には，駿馬を識別できる人質の少年が自ら

の発見した駿馬に乗って逃走し，それに追いついた小さいジャガルが疲労死したとこ

ろで終わっている。

A写本の冒頭：

1：ErtenlgenCaγ－durerketBtngrl－eCe・Jayaγataiqoyarunaγ－at6r仕gsen－dtula・

2：Tereqoyarunaγ－a－ylarbaγadarbaγadgeg的一拍telijBkekBgBIBgedarγ－akijd

3：Ondaruγulbai．・‥・・・
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2．2．2　B写本

B写本はモンゴル国で出版されたものを書きうつしたものである。現状では

13．9×27．7cmの大きさで，計21枚42頁の紙からなる。図書館の番号は03284である。

1958年に同図書館に収められたという。

B写本には表紙に「チンギス・ハーンの二頭の駿馬の伝説」（einggis－un qOyar

jaγa1－un tuγujiorusiba）というタイトルがあり（図2），表紙のうらにはOm Sayin

amuγulangboltuγai：とある（図3）。また，一頁目の冒頭もomsuvasti孟ari（オム，

吉祥たれ）ではじまる（図4）。二，三貢は図5，6で示した通りである。
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写本の最後の一頁に次のような内容が書かれている（図7）。
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にあるロシア・モンゴル出版社から印刷された。

dn－e90m6ngg也：

定価90医軋

以上の文面からこのB写本は，ボグド・ハーン政権時代の共戴十二年すなわち

1923年に首都クレー9）で出版されたものから書きうつしたことが分かる。抄写者は不

明である。前述のダムディンスレンがいう1916年にモンゴル国外務省から出版された

「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」との関係も不明である。

1923年に出版されたものが，活字印刷かどうか確認できないが，それを底本に書き

うつしたB写本は筆で抄写しており，一頁に5行の文字が書いてある。筆跡は上品

で美しい。内容的には，チンギス・ハーンの二頭の駿馬の出奔と回帰という物語だけ

で，駿馬の分かる少年の話はない。ダムディンスレンがいう1916年にモンゴル国外務

省から出版されたものとは，同じ内容である。本稿では，このB写本をダムディンス

レンのテキスト（1959）と比較する。

2．2．3　C写本

すでに触れたように，現在内モンゴル図書館にあるC写本は，そのオリジナルは

北京の民族文化宮にある。一頁に6行筆で書かれたC写本は，欠落部分が多い。

写本は，冒頭の二頭の駿馬の誕生，成長したあとにチンギス・ハーンとともに巻狩

に出かける内容が完全に欠如している。現状では，チンギス・ハーンの「酷使」に耐

えられず，小さいジャガルが不平不満をこぼし，出奔を勧めるところからはじまって

いる（図8）。C写本全体には，後半に駿馬を見分ける少年の物語も含まれているが，

この後半部分にも欠落がある。つまり，人質であった少年が駿馬に乗って逃げたあと，

アラクタイ・バヤンが聖主に人質の逃走を報告しているところで終わっている。追手

が小さいジャガルに乗って追跡する内容がない。

C写本の冒頭（図8）：

1：Bidaqoyarbayinam．abayaibidajoriγunyabuy－aAltaiQan‥・・‥

C写本の最後：

5：……eguni－i
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6：Arγ－atigeibolbagejiireldge．eJenmindayiladdunsoyurq－a

以上，内モンゴル図書館内に保存されている三種頬の写本，私がそれぞれA，B，C

と命名した「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」について簡単に述べてきた。三種頬の

写本の特徴を以下のようにまとめることができよう。

A写本とC写本，とくにC写本は欠落が多い。両者とも後半の駿馬を見分ける少

年の物語に欠落があるが，C写本の万が多い。モンゴル国共戴十二年クレーで出版

されたものを抄写したB写本は，写本としてはもっとも完全な形をたもっているが，

後半の駿馬を見分ける少年の物語が含まれていない点が目立つ。つまり，B写本は

純粋に二頭の駿馬の出奔と回帰をうたった物語である。一般的に，オルドス地域から

の写本にだけ後半の少年の物語が入り，モンゴル国の写本にはそれがないとされてい

る。この説にしたがえは，A，C写本はオルドスからのものである可能性が高い。

2．2．4　その他の情報

ハイシッヒによると，デンマークのコペンハーゲンにある王立図書館にも「チンギ

ス・ハーンの二頭の駿馬」の写本があり，これは1922年にウランバートルで出版され

たものであるという（Heissig1971：32）。また，日本では米子市にある「アジア博物

館」にも，「チンギス・ハーンの二頭の雄の駿馬の伝説」と題するテキストがある。

館員の話によると，1992年6月に春日行雄氏がウムヌ・ゴビ県のアペルメド知事から

入手したという。ところどころに挿し絵がある。以上言及した諸写本の特徴をまとめ

たのが表1である。

3　口頭伝承の実態

写本の訳注に入る前に，「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」の口頭伝承の形，すな

わち「長い歌」としての「聖主の二頭の駿馬」について述べたい。オルドス地域

で古くからうたわれている「聖主の二頭の駿馬」の実態を示したうえで，伝承の地域

範囲を特定する。

冒頭で述べたように，学問と知識を重視するモンゴル社会において，古くから写本

化された歌集が無数に存在する。中国内モンゴルとモンゴル国においても，モンゴル

人研究者による民歌の採録とテキスト化は盛んである。本稿ではこのような歌集を使

503



国立民族学博物館研究報告　24巻3号

表l　本稿で言及した諸写本

収集先 所　 蔵　 先 研究状況 備

之am carano の写本 オル ドスの サンク ト・ペテルブルグの D am d instirting
八白官 東洋学研究所 （1959）

E rden itoytaq u オル ドス 不　 明 E rdenitoγtaqu
（1958）

D am dins血色ng
（1959）

少な くとも

4 種収集

ボグ ド・ハーン政 不　 明 未調査 D am dinstirting 前半の物語
権下 19 16年の出版
本

（1959） のみ

M ostaert の採録本 オル ドス南

部

M osataert （1937；

1947）

前半の物語

のみ

M ostaert の収集本 オル ドス南

部
不　 明 H eissig （1976） 1908年に書

写

U ninulaγan　の 言 オ　ル　ド　ス 不　 明 U ninu laγan 『モ ンゴル
及 した写本 （？） （1993） 族文学資料

集』 より転
載

民族文化宮本 『全

国蒙文古旧図書資
料 聯 合 目録 』 p．

296

不　 明 民族文化宮 内モ ンゴル

図書館より
寄贈，内モ

ンゴル図書
館 C 本 の

オ リジナル

内蒙古語言文学歴
史研究所の 3 写本

その 1 ：オ

ル ドスのブ
ケ ・ベ ル
グーダイの
祭殿

その 2 ：オ

ル ドスのハ

ンギン旗
その 3 ：不
明

1954 年 に

M ergenba－

yatur が収
集 ？

内モンゴル図書館

A 本

オ ル ドス
（？）

内モンゴル図書館 1 頁ほど欠
落

内モンゴル図書館

B 本

内モンゴル図書館 モンゴル国

で1923年に
出版 したも

のよ り書写

アジア図書館所蔵

本
ウムヌ ・ゴ
ビ

日本 ・米子市アジア博物館 モンゴル国

での新版

コペ ンハーゲン王
立図書館所蔵本

コペ ンハーゲン王立図書館 H eissig （197 1） 1922年にモ

ンゴル国で
出版
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用する。具体的には主として以下の歌集から引用した。

1・『オルドス民歌』（Ordusaradlunddγuu，Masijirγal編，1979）

2・『オルドス民歌』（Ordusarad－unddγuul，Bayar他編，1980）

3・『オルドス民歌』（Ordusarad－unddγuu2，Bayar他編，1984）

4・『モンゴル民歌叢書－バヤンノール盟集』（〟b〃gγ0／α′α血〃血γ〟〟ザ血～0わ〟用／一

月qyα〃〃αγ〟rq血相γ－〟〃J曙めかf，1991）

5・『モンゴル民歌叢書－アラシャン盟集』（肋〃gγ0／α相加〃血γ〟〟ゾ血～0わ〟mJ－

月山α〃q再∽αγ－〟〃J曙めかf上，下1988）

6・『モンゴル民歌五百首』（肋〃gγ0／α相加〃血γ〟〃Jめ〟〃ノ叩〟上，1984）

公開出版されたものはこれだけではない。あくまで本研究と直接関係のある歌集に

限定した。

3．1オルドス・モンゴル族の「聖主の二頭の駿馬」

1996年春，私は「長い歌」の盛んな地域のひとつ，オルドス西部のオトク旗で

調査をしていた。そのとき「聖主の二頭の駿馬」をうたってはしいという私の願いを

受けいれて，一人の老人が立ち上がり，片手を胸にあてて，威風堂々とうたった。

AltaiyoqangγalγaJar－un6nddr

アルタイとハンガイは山々の高いところ

AγtayOmOriminitngrl－ylnunaγ－a：

私の去勢馬は天の賜物である。

EjenBoγda－ylnqOyarJayal

聖主の二頭の駿馬（に）

Baγ－ayOJaγalbayijalSai：

小さいジャガルがいたのだ。

うたいおわった老人は，「この長い歌はチンギス・ハーンとその駿馬を主題として

いるので，軽い気持ちでうたってはいけない」と語った。老人は「聖主の二頭の駿馬」

の冒頭部分をうたった。その歌詞は出版されている歌集にあるテキストとほぼ同じで

あった。
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楊　『チンギス・ハーンの二頭の駿馬』について

このように，オルドス・モンゴル族のあいだでうたわれている「聖主の二頭の駿馬」

は，「尊敬される歌」，「政治の歌」として理解されている。歌は現在主としてオルド

ス地域南西部のウーシソ旗，北西部のオトク旗，北部のハソギソ旗で伝承されている。

オルドス地域の「聖主の二頭の駿馬」の歌詞は，各地ともほぼ同じであるが，音調

（ayalγ－a）はオトク旗とウーシソ旗のあいだで微妙に異なる。1979年に編纂された『オ

ルドス民歌』にも旋律のちがう三種類の「聖主の二頭の駿馬」を収録している

（Masijirγal1979：253－256）。具体的にそれぞれどの地域から採譜したかは明らかにし

ていない（図9）。以下，「聖主の二頭の駿馬」の歌詞（Bayar他1980：435－440）を

みてみよう。

1：AltaiqangγalγaJar－un6nddr

アルタイとハンガイは山々の高いところ

AγtamOriminitngrl－ylnunaγ－a：

私の去勢馬は天の賜物である。

EjenBoγda－ylnqOyarJlγal

聖主の二頭の駿馬（に）

Baγ一aJlγalbayijalSai：

小さいジャガルがいたのだ。

2：KditenJuujai－banJaγuγaduijiγal

冷たい馬衝をまだはめたことのないジャガル

K61dsd一teitoqum－lyantOquγaduijiγal：

汗じみた鞍敦をまだかけたことのないジャガル

EjenBoγda－ylnqOyarJlγal

聖主の二頭の駿馬（に）

Baγ－aJlyalbayijaisai：

小さいジャガルがいたのだ。

3：Sibar－taiebes由一yiidegedtiijiγal

泥のついた草をまだ食べたことのないジャガル

Saleiγ－taiusu－yluuγuγaduijiγal

泥水をまだ飲んだことのないジャガル

EjenBoγda－ylnqOyarJlγal

聖主の二頭の駿馬（に）

Baγ－aJlγalbayijaisai：

小さいジャガルがいたのだ。
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4：Bayanqoγulai－daγanbeleiger－teijiγal

豊かな谷間に（専用の）放牧地をもつジャガル

Bayanbulaγ－taγanumda－talJlγal：

豊かな泉で水を飲むジャガル。

EjenBoγda－ylnqOyarJlγal

聖主の二頭のジャガル（に）

Baγ－aJlγalbayijaisai：

小さいジャガルがいたのだ。

5：Jegunsili－degenbeleiger－telJlγal

東の丘陵に放牧地をもつジャガル

JBlgetdbulaγ－taγanumda－talJlγal：

若草のある泉で水を飲むジャガル。

Ejenboγda－ylnqOyarJlγal

聖主の二頭の駿馬（に）

Baγ一aJlγalbayijaisai：

小さいジャガルがいたのだ。

……（中略）・‥…

6：Borutoqui－dubeleiger－teijiyal

「褐色の湾曲地帯」に放牧地をもつジャガル

Borutib－ddumda－talJlγal

「褐色の丘」に水飲み場をもつジャガル

Ejenboyda－ylnqOyarJlγal

聖主の二頭の駿馬（に）

Baγ－aJlγalbayijisai：

小さいジャガルがいたのだ。

7：Boγda－bantijebeldrgtidegJlγal

聖主をみたら驚く101ジャガル

Bolaγ－a－bandjebelgditedegJlγal：

詔をみたら追いつくジャガル。

Ejenboγda－ylnqOyarJaγal

聖主の二頭の駿馬（に）

Baγ－aJlγalbayijaisai：

小さいジャガルがいたのだ。

8：Ejen－lyendjebelsilgedegJlγal

主君をみたら身震い11）するジャガル

Ijili－bendjebelineaγadaγJlγal：
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仲間をみたらいななくジャガル。

Ejenboyda－ylnqOyarJlγal

聖主の二頭の駿馬（に）

Baγ－aJlγalbayijaisai：

小さなジャガルがいたのだ。

9：Segdder－eee－bendrgddegJlγal

自分の影にびっくりする12）ジャガル

Sdr也g－1yen¢jebelgtiyddegjiγal：

自分の群れをみたら走っていくジャガル。

Ejenboγda－ylnqOyarJlγal

聖主の二頭の駿馬（に）

Baγ－aJlγalbayijaisai：

小さいジャガルがいたのだ。

10：ToγuSu－bandjebeltoγladaγJlγal

自分の（たてた）ほこりをみて跳ねて遊ぶジャガル

Taulai－banBjebelgdieedegJlγal：

ウサギをみたら追いつくジャガル。

Ejenboγda－ylnqOyarjiγal

聖主の二頭の駿馬（に）

Baγ－aJlγalbayijalSai：

小さいジャガルがいたのだ。

11：Elesd－bentijebelk6rbedegJlγal

沙漠をみたら寝転ぶ13）ジャガル

Irbis－iyentijebelgBieedegjiγal：

豹をみたら追いつけるジャガル。

Ejenboγda－ylnqOyarjiγal

聖主の二頭の駿馬（に）

Baγ－aJlγalbayijaisai：

小さいジャガルがいたのだ。

……（中略）‥‥‥

12：BorubiljuuqalJlrgik由一eeeurida

茶色のスズメがさえずる前に

BoγdaeJendegegsilekd－eeeurida．

聖主が召しあがる前に

EjenBoγda－ylnqOyarJlγal

聖主の二頭の駿馬（に）
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Baγ－aJlyalnibayijaisai：

小さいジャガルがいたのだ。

13：Qatunqariyataijirgilekd－eeeurida

ツバメがさえずる前に

Qaγanejen一也degegsilekb－yinurida・

主君ハーンが召しあがる前に

Ejenboγda－ylnqOyarJlγal

聖主の二頭の駿馬（に）

Baγ－aJlγalnibayijaisai：

小さいジャガルがいたのだ。

14：Eng一血kumiin一也degegsilekd－eeeurida

庶民が食事する前に

Engger－dntobei－bantobeilaqu－aeaurida

胸のボタンをかける前に

Ejenboγda－ylnqOyarJlγal

聖主の二頭の駿馬（に）

Baγ－aJaγalbayijaisai：

小さいジャガルがいたのだ。

15：Jam－unkBmdn一也degegsilekd－eeeurida

旅人が食事する前に

Jaγaman－utObei－bantobeilaqu－aeaurida

襟のボタンをかける前に

Ejenboγda－ylnqOyarJlyal

聖主の二頭の駿馬（に）

Baγ－aJlγalbayijaisai：

小さいジャガルがいたのだ。

歌はまず「アルタイとハンガイは山々の高いところ」ということばではじまる点は

興味深い。蓮見によると，一般的に西モンゴルの叙事詩はアルタイ山を賛えることか

ら語りだされるという（蓮見1993‥32，132）0この一句はその形式を思わせる0歌は

さらに「去勢馬は天の賜物」であると定義し，聖主チンギス・ハーンには二頭の駿馬

がおり，なかでもとくに小さいジャガルの存在を強調している0つづいて第2－3段

落では，この二頭の駿馬は泥のついた草や泥水を飲まない天性の上品さをそなえ，冷

たい馬衝や汗じみた鞍数をつけられたことのない，初々しい駿馬であったとうたって

いる。第4－6段落は駿馬の専用の放牧地について述べている0健康的で体力が溢れ
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ていることから，ものごとの動静に機敏に反応する。仲間のウマをみればいななき，

主君チンギス・ハーンをみたら人懐っこく身震いをする。いざ主君とともに狩猟に出

かけると，あっという間にウサギや沼，豹に追いつく（第7－11段落）。これらの描写

は，叙事詩「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」の冒頭の内容とまったく同じである。

現存する歌のなかには二頭の駿馬が「酷使」に耐えられず，出奔してしまう物語は

ない。アルタイ山地で自由な数年間を送る話も欠けている。ただし後半に突如として，

チンギス・ハーンのもとへ回帰する内容が出てくる。これを第12－15段落で確認でき

る。聖主チンギス・ハーンが目覚めて服のボタンをかける前，食事をとる前に一刻も

早く姿をみせようと走りつづける二頭の駿馬。これらはすべて叙事詩の内容と一致す

る。詳しくは第4章のテキストを参照されたいが，第12－13段落のなかには，叙事詩

とまったく同じ表現もみられる。

以上示した「聖主の二頭の駿馬」という「長い歌」の内容は，叙事詩の物語の冒頭

および末尾と対応している14㌧私は「聖主の二頭の駿馬」という歌は，本来は非常に

長かったと推測しているが，現状では叙事詩のダイジェスト版のようなものになって

いる。

3．2「聖主の二頭の駿馬」の伝承地域

「聖主の二頭の駿馬」という「長い歌」は，オルドス・モンゴル族の歌であること

は，誰もが認める事実である。近年，内蒙古自治区からさまざまな歌のテキスト集が

出版されているが，例外なく「聖主の二頭の駿馬」は，オルドス・モンゴル族の代表

的な歌としてとりあげられている。たとえば，1979年初版印刷の『モンゴル民歌五百

首』は，各部族（盟）の歌を収録している。そのうち「オルドス部分」に「アルタイ・

ハンガイは山々の高いところ」（Altaiqangγaiγajar－un6ndBr）という歌がある

（Naranbatu他1984［79］：639－641）。歌詞は一般的に「聖主の二頭の駿馬」とよばれ

る歌のとまったく同じである。

オルドス地域ほど盛んではないが，隣接のアラシャン地域，ウラト地域のモンゴル

族も「聖主の二頭の駿馬」をうたう。以下では，この両地域における伝承について検

討する。

3．2．17ラシャン

アラシャン・モンゴル族は大きく「アラシャン人たち」（Ala孟aneud）と「アラシャ

ン・トルグート」に分けられる。「アラシャン人たち」と称する人びとは，ホシュー
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トやウールトなどの部衆からなり，チンギス・ハーンの弟ハブト・ハサルの末裔であ

るといわれている。その大半はもともと今日の新彊ウイグル自治区のウルムチ周辺で

遊牧していたが，1637年頃に東のアラシャソあたりへ移動してきた。一万，「アラシャ

ン・トルグート」は，エジル（ボルガ河）から新彊のハラ・サイル，ハミあたりへ

1730年頃に移ってきた人びとである（Baγatur他1988：1－10）。「アラシャン人たち」

を構成するホシュートとウールト，それにトルグートは，いずれもオイラト・モンゴ

ルすなわち俗にいう「西モンゴル」の一部である。

オルドス・モンゴル族は，自分たちがアルタイやハンガイから現在の居住地，「褐

色の湾曲地帯」に移ってきたという伝承をもつ。また，自分たちの祖先はアラク・ウー

ラ（AlaγAγula），アルタン・デブシ（AltanTeb菖i）から来たと信じている。アラク・

ウーラとはアラシャンの賀蘭山のモンゴル名である。北元時代には一時オルドス・モ

ンゴル族の放牧地であった。清朝時代になってからも一部のオルドス・モンゴル族は，

オルドスをとりかこむ黄河の北側でアラシャソ・モンゴル人，ウラト・モンゴル人た

ちと混住していた。

伝承上の故郷がともにモンゴル高原の西，アルタイ山地や新彊北部にあるというこ

と，言語の面でも互いに分かりやすいということが，オルドス・モンゴルとアラシャ

ソ・モンゴルとの精神構造をかぎりなく接近させているのであろう15㌔

アラシャソ地域のホシュート部，ウールト部のあいだに「アルタイ・ハンガイ」

（AltaiQangγai）という歌がある。その歌詞はオルドス地域の「聖主の二頭の駿馬」

とほぼ同じである。以下はその歌詞の一部である（Baγatur他1988：46－49）。

AltaiQangyaiγajar－un6ndBr

アルタイとハンガイは山々の高いところ

AγtamOritngrl－ylnunaγ一a：

去勢馬は天からの賜物だ。

EjenCingglS－unqOyarSlrγ－a

主君チンギスの二頭の淡黄色馬（に）

Baγ一aSlγSlrγ→anioneataislrγ－a：

やや小さい方が特別な淡黄色馬だ。

KditenJuuJalJaγulγaγ－adgel

冷たい馬衝をまだはめたことがなく

K61tisiiteitoqumtoquγ－adgel：

汗じみた鞍数をまだつけたことがない。
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（dakiltaくりかえし）

……（中略）‥…・

Ta1－a－duγarbaltaγSidaγSlrγ－a

平野に出ればいななく淡黄色馬

Tarbaγ－atijebelgdieedegslrγ－a：

タル／ミガンをみたら追いつける淡黄色馬。

……（以下略）……

「聖主の二頭の駿馬」では登場するウマの毛色はジャガルであるのに対し，アラシャ

ンの「アルタイ・ハンガイ」ではシャルガすなわち淡黄色馬になっている。

モンゴルでは古くから淡黄色馬を珍重する。たとえば，『モンゴル秘史』にはチン

ギス・ハーン一家の「淡黄色馬など八頭のウマ」に関する記述がある。泥棒に盗まれ

たウマを捜しにテムジンことのちのチンギス・ハーンは一人で旅に出かける。途中で

あった盟友の力もあって，無事馬群を奪いかえすことに成功する，という話である

（Eldengtei＆Ardajab1986：201－208）。ウマを神聖視するモンゴル人にとって，「駿

馬の失踪」はきわめて重要な現実的な問題である。そのためか，「失踪した駿馬」を

捜すという行動は，歌や叙事詩のモチーフにされることも多い。

オルドス地域にあるチンギス・ハーンの祭殿，八白宮のひとつに「手綱の自官」

（Jiloγu－yineaγanOrdun）がある。この日官はチンギス・ハーンの「八頭の淡黄色馬」

の転生とされるウマを祭っている（Sayinjirγal＆岳araldai1983：268－276；楊1995：

3㌢40）。以上のように私が主張したいのは，歌のなかに淡黄色馬が登場しても，オル

ドス・モンゴル族の「聖主の二頭の駿馬」にあるジャガルとは矛盾するものではある

まいということである1㌔

3．2．2　ウラト

次にウラト・モンゴル族をみてみよう。

ウラト・モンゴル族はチンギス・ハーンの弟ハブト・ハサルの属民で，本来は内モ

ンゴルの東北部クルンブル（ホロンノミイル）地域で遊牧していたが，清朝初期に西へ

移動し，陰山山脈の西北，大ゴビの南部に定着して今日に至る（ralluu他1991：

3－4）。

ウラト・モンゴル族がオルドス・モンゴル族の隣人となって約300年たった。今や

人びとの日常生活のなかで，オルドス民歌は欠かせない存在となった。伝承によると，
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ゥラト・モンゴル族の貴族たちはとくにオルドス・モンゴル族の女性を好んだとい

う。民歌の伝播にオルドス地域からウラトへ嫁いでいった女性たちの果たした役割は・

大きかったにちがいない17㌔

私がウラト・モンゴル族出身の複数の知人に確かめたところ，ウラト・モンゴル族

も「聖主の二頭の駿馬」を知っているという。しかも，かれらはみな「聖主の二頭の

駿馬」は，オルドス・モンゴル族の歌であると認めている。ここでウラト・モンゴル

族のあいだでうたわれている「聖主の二頭の駿馬」をみてみよう。『モンゴル民歌叢

書－バヤンノール盟篇』にその歌詞がある（几lluu他1991‥737－739）。

AltaiQangγaiγajar－un6nddr

アルタイとハソガイは山々の高いところ

AγtamOritngrl－ylnunaγ－a

去勢馬は天の賜物

BorubiljuuqalJlrgik由一eeeemdn－e

茶色のスズメがさえずる前に

BoγdaeJendegegsilek由一eeeurida：

聖主が召しあがる前に（着こう）。

EjenBoγda－ylnqOyarJaγal

聖主の二頭のシャガル（に）

Baγ－aJaγalbayijutoγtan－a

小さいジャガルがいて（長く）とどまる18）

Ijili－bendjebelergelteibile

仲間をみたらもどってくるのである

Boγda－bansanabalbueadaγbile：

聖主を思うと帰ってくるのである。

Suqai－taiγaJarSlrγulan

紅柳のあるところにもぐり

Suli－talγaJarqaJaγarlan

ソリ草のあるところに馬衝をつけた

Ejenboγda－ylnqOyarJaγal

聖主の二頭の駿馬（に）

Baγ－aJaγalnibayijubile：

小さいジャガルがいたのである。

Agi－taiγaJartOγtaltaibila
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ヨモギのあるところにおちつく

Aduyu－talγaJarbayiltaibila

馬群のいるところにそろう

Unegedjebelgdieedegbisid！

キツネをみたら追いつくではないか

Unes也djebelk6rbedegbisid！

灰塚をみたら寝ころがるではないか

C6ngkdgdjebelsoeidaγbisiu！

（道に）穴（があるの）をみたら驚くではないか

Cinu－adjebelgdieedegbisid！

オオカミをみたら追いつくではないか

……（中略）……

Seg也der－eee－benurgtidegbisid！

自分の影に驚くではないか

Sdr也g－lyendjebeld心rsedegbisid！

自分の群れをみたら（低く）いななくではないか

Ejen－lyendjebelsilgegedegbisid！

主君をみたら身震いをするではないか

ljili－bendjebelineaγadaγbisiu！

仲間をみたら（高らかに）いななくではないか

このように，歌はまずチンギス・ハーンが「食事をとる前に帰ろう」という意味の

歌詞からはじまっている。その前にあるべき出奔をうたった内容はみられない。全体

としてやはり，本来はかなり長かったはずの歌の一部しかうたわれていないという印

象を受ける。

アラシャンとウラト地域でうたわれている「アルタイとハンガイは山々の高いとこ

ろ」という歌が，本質的にはオルドス・モンゴル族の「聖主の二頭の駿馬」であるこ

とは，以上のように歌詞の呈示によって立証されたといえよう。アラシャン，ウラト

の両地域もいまや「聖主の二頭の駿馬」をうたう文化圏に入る。

3．3　叙事詩とその変形の問題

モンゴル国のツェレンソドナムが『モンゴル文学』（〟b〃gγ0／〟′α〃ノ0た如／）のな

かで，次のように指摘している。「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」はただ単に叙事

詩の形で伝承されているのではなく，「ジェールゲネのある丘陵」（Jegergen－e－tB－yin
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sili）という歌のようにいくつかの変形（qubilburi）があるという（eeringsodnam

1989：414）。ここで，そのような変形にふれてみよう。

1997年7月，私はかつてのモンゴル帝国の都カラ・コルムを離れ，南のゴビ地帯を

目指していた。行く先々で，私は老人たちにチンギス・ハーンの二頭の駿馬について

の歌を知っているかとたずねた。カラ・コルム周辺では知る人はいなかった。南下を

っづけ，ウブル・ハンガイ県南部ノミヤンゴル郡領内のゴビ地帯に入ったとき，酒に酔っ

た二人の男に出あった。あまり期待もせずにいつもの質問をしてみた。私の質問を聞

いた二人は，急に正気に戻ったような表情でうたいだした。

Jegergen－e－tti－ylnSilideger－e

ジェールゲネのある丘陵のうえに

AdaliqanqoyarJaγalbayil－a・

同じ毛色の二頭のジャガルがいた。

Yekejaγal－niyabuy－ageJuqOrγudaba

大きいシャガルが行こうと勧めたが，

Baγ－aJaγal－nibayiy－agejtikelebe・

小さいシャガルは（行くのを）止めようといった。

うたいおわってもなお真面目な二人にインタヴューした。かれらはこの歌を「ジェー

ルゲネ19）のある丘陵」とよんでいた。「ジェールゲネのある丘陵」はチンギス・ハー

ンの二頭の駿馬をうたった「長い歌」で，真面目にうたわなければならない，と説明

していた。年令が60才というこの二人の男は，父母からその歌をならったという。

モンゴル国ウブル・ハンガイ県南部，ゴビあたりでうたわれている「ジェールゲネ

のある丘陵」とほぼ同じ歌詞の歌を，アラシャン地域に住むトルブート・モンゴル族

もうたう。歌のテキスト集ではその歌を「二頭の駿馬」（Qoyarjaγal）としている。

以下はその歌詞（Baγatur他1988：125－126）である。

Jegergenetti－ylnSili－dti

ジェールゲネのある丘陵で

JergeceJuJOγSuγSanqOyarJaγal‥

並んで立っている二頭の駿馬。

KditenJuuJalJaγulγaγ－adgel

冷たい馬衝をまだはめられたことがなく
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K6ndeijilaγan－duuyaγ－adgel：

谷間や峡谷20）でつないがれたことがない。

K61dSd－teitoqumtoquγ－adgel

汗じみた鞍敦をまだつけられたことがなく

K6ttil一也neasun－duuyaγ－adgel：

雪のある山の斜面でつながれたことがない。

Ur一也njiber－lyerbariγ－adgel

夜明けの寒いときに捕えられることがなく

Udesi－ylnSerlgdn－ddtalbiγ－adgel：

夕方の涼しいときに放たれることがない。

Tal－a－duγaruγadyabubal

平野に出かけていったときは

Tal－a－ylnqOyarg6rdgesti：

境野の二頭の野獣（のようだ）。

Taniqudgeikdmtindjek由一dd

見知らぬ人がみたら

EjenugelqOyarJaγal：

主君のない21）二頭の駿馬だ（といわれるだろう）。

Ayil－unγadaγuryabubal

人家の前を通ったら

AdaliqanqoyarJaγal：

まったく同じ（毛色）の二頭の駿馬だ（といわれるだろう）。

Arγal－unkdmdnbjebel

（草原で燃料）牛糞を拾う人がみたら

AldaγulqoyarJaγal：

逃走中の二頭の駿馬（だといわれるだろう）。

EneqoyarJayalbol

この二頭の駿馬というと

Ejenqayan－ukdltigsid：

ハーン主君の駿馬なのである。

歌のなかに二頭の駿馬がくりかえし登場する。内容的には，二頭の駿馬の突出した

気位をうたったあと，チンギス・ハーンのあとを離れて出奔中の姿やそのウマをみた

人びとの反応を加えている。現在の歌詞は短いが，本来は長かったのかもしれない。

各地に伝えられている「聖主の二頭の駿馬」およびその他の変形を整理したのが表
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表2　「聖主の二頭の駿馬」およびその他の変形

地　 域 歌の名称

オル ドス 1 ：Ejen boγda－yln q Oyar Jaγal

2 ：A ltai qangγal γaJar－un 6 ndtir

アラシャン 1 ：A ltai qangγal ①A ltai qangγaiには Sirγ－a （淡

2 ：Q oyar jaγal 黄色馬）が登場する。

②Q oyar jaγalは Jegergen－e－td，

yin sili と同じ歌詞。

ウラト A ltai qangγalγ叫ar－un 6ndd r

ウブル ・ハンガイ

県南部 ゴビ

Jegergen－e－tB－yln Sili

2である。叙事詩およびその変形についての私の考えは，以下のとおりである。

まず，オルドス地域で「聖主の二頭の駿馬」とよばれている「長い歌」は，現在の

アラシャンやウラトでは「アルタイとハソガイは山々の高いところ」という名で知ら

れている。歌詞の最初の一句を歌の題目のようにみることは，モンゴル人のあいだで

定着している。アラシャソ地域のトルグート・モンゴル族のあいだに伝わる「二頭の

駿馬」という歌は，ウブル・ハソガイ県南部やゴビ地帯の「ジェールゲネのある丘陵」

と同じ内容である。「聖主の二頭の駿馬」と「アルタイ・ハソガイは山々の高いとこ

ろ」とを比べたところ，言語表現や物語の展開などの点で目立つ差異はないとみてよ

かろう。これに対し，「ジェールゲネのある丘陵」の冒頭の「ジェールゲネのある丘

陵で，並んで立つ二頭の駿馬」という歌詞は，少なくとも現在の「聖主の二頭の駿馬」

と「アルタイとハンガイは山々の高いところ」にはないユニークな歌詞である。

次に，叙事詩の変形である「ジェールゲネのある丘陵」という歌の伝承地域に注目

したい。1997年秋にモンゴル国東部のへソティ県，ドロヌート県あたりを調査した際，

機会をみて確認したところ，チンギス・ハーンの二頭の駿馬についての歌を知ってい

る人はいなかった22）。モンゴル国の複数の知識人にたずねたところ，「ジェールゲネ

のある丘陵」は，同国西部のホブド県に居住するミンガト部，ジャハチン部の歌であ

るという情報が得られた。ジェールゲネという草は沙漠性草原のやや高いところに茂

る。地理的にはオルドスやアラシャン，モンゴル国西部の沙漠，ゴビ地帯に生長する

草である。これらの地域で，ジェールゲネが一面にはえひろがる高地に「ジェールゲ

ネのある丘陵」という地名がつく。ジェールゲネが民謡に登場してもおかしくはない。

「ジェールゲネのある丘陵」のような叙事詩の変形は，やはりモンゴル国南西部，西
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部からアラシャン，オルドスなどの地域にかけて伝承されていることはまちがいない。

「聖主の二頭の駿馬」はオルドス・モンゴル族の歌であり，叙事詩「チンギス・ハー

ンの二頭の駿馬」とともに，古くからオルドス地域に伝承され今日まで維持されてい

る。アラシャソ地域の「二頭の駿馬」，ウブル・ハンガイ県南部やゴビ地帯の「ジェー

ルゲネのある丘陵」は，ツェレンソドナムの指摘どおり，叙事詩「チンギス・ハーン

の二頭の駿馬」の変形である。今や「聖主の二頭の駿馬」をうたう文化圏に入るウラ

ト・モンゴル族であるが，ウラト・モンゴル族がうたう「アルタイとハソガイは山々

の高いところ」は，かれらが東北から移動してきたあと，オルドス・モンゴル族から

伝わったものであろう。

以上，口頭伝承の実態について述べてきた。次に，写本の内容をみてみよう。

4　写本の訳注

前章では「長い歌」としての「聖主の二頭の駿馬」のさまざまな変形を呈示し，

叙事詩「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」と比較しながら，その分布地域を検討した。

本章では，オルドス地域から入手した二種類の写本とモンゴル国からの写本ひとつを

テキストとして呈示し，訳注を試みる。

4．1公開する写本の来歴

本章では三種類の手写本を公開する。そのうちのひとつはオルドス出身の知識人

オーノス氏の提供によるもので，私はこれを仮に「00本」すなわち「オルドスのオー

ノス氏の提供本」（Ordus－un OγOnOS－un Debter）と命名する。もうひとつは同じく

オルドスのガタキン・ハスウーラ（Qatagin Qasaγula）が所蔵するビシューガルマ

（Bisig七山Ibrm－a）家の写本で，これを「QB本」とよぶことにする。第三の写本は

現在内モンゴル図書館に所蔵されているもので，本稿で私はB本とする。2．2．2で述

べたように，B写本はモンゴル国で出版されたものを書きうつしたものであり，こ

こで詳述を省く。

00本：

オーノス氏（1999年現在70才，写真1）は，オルドス地域ウーシソ族出身の知識人

である。オーノスという個人名は，かれ自身が属する父系親族集団（oboγ）の名称

に由来する。かれはみずからの出自集団名を個人名として採用したのである23も
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写真100本の提供者オーノス氏

ォーノス氏が私に提供した写本，すなわち00本は，かれが1950年代にオルドス

地域で実地調査をしていたころに収集したものである。

00本は12．0cmX28．0cmの左綴じの冊子本である。紙は中国製の麻紙で，糸も

麻紙である。計22枚。表紙に「聖主の二頭の駿馬の物語」（Ejenboγdaqoyarjaγal－un

Bligerbile）とある。表紙のうらには文字がない0写本の右上端に摩損があり，その
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うち最初の2枚は，右上端の一字が半分くらい切れている。写本には鉛で線が引いて

あり，筆で一頁に7行の文字が書いてある。

オーノス氏は，みずからが収集し，私に提供した写本は，非常に古い特徴をもつも

のだと主張した。その証拠として，一部の写本の冒頭にあるようなom suvasti孟ari

という仏教的なことばがまったくないことをあげている。またオーノス氏をはじめ，

内モンゴルの複数の研究者たちはみな，00本の書写は達筆であると認めた。

QB本：

qB本はオルドス地域ウーシソ旗西部に住むガタギン部出身のハスウーラ氏（葛玉

山1999年現在63才，写真2）が私に提供したものである。ガタギンはウーシソ旗の

一大氏族集団で，ゲシクバトやアムルジャラガルなど多くの知識人を輩出した名門で

ある（Qasbiligtu1986；Qureabaγatur1992；Heissig1994：591－614）。ハスウ～ラは

地元で歌が上手なことで知られている。近年内モンゴルの新聞や雑誌で詩を発表し，

詩人としても注目されつつある。

qB本は1966年以降，文化大革命のときに抄写したものである。ハスウーラによる

と，文化大革命がはじまった1966年，モンゴル族から没収された写本や書籍類は，人

民公社本部に山積みになっていたという。これらの文化財はやがて共産党によって燃

やされたが，危険をおそれずに人目をぬすんで少しずつもちだして，隠しとおした人

もいたという。ハスウーラもそのなかのひとりである。かれは写本をもちだし，深夜

に自宅で抄写してから，気づかれないようにオリジナルを元のところへ返していたと

いう。

ハスウーラは13．Ocmx19．0cmの「烏審旗沙爾利格人民公社公用紙」（Utisin

qosiγun－u孟arliγarad－ung也ng孟e－yinalban－dukereglek也eaγaSu）という原稿用紙に万

年筆で抄写している（図10，11）。一頁に12～14行の文字が書いてある。表紙に「聖

主の二頭の駿馬の伝説」（Ejenboγda－yinqoyarjaγal－untuγujiorusiba．）とある他に，

次のような6行の文字がある（図10）。

Ibrbieimel：

手写本。

Enekdγarbieimelbol：Ordusbaraγunγar－un

この手写本は，オルドス右翼

Emiinetdqosiγun（odokiUtisinqosiγun－uuridubey－eSiyang）一
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写真2　qB本の提供者ガタギン・ハスウーラ氏

前旗（すなわち現在のウーシソ旗河南郷）

uYekeSiber－tekiJirdkenCoγeusQutuγtaiSeeenQung

のイケ・シベルのジュルケン・チョクチュス・ホトクタイ・セチェン・ホン・

Tayiji－yln也resbolquJidanbal－Bisiγarm－aDa

タイジの末裔であるジダンパル・ビシューガルマ・ダー・
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Tayiji－ylnqadaγaljubayiγSanyarbiとimelyum：

タイジが保存していた手写本である。

文中にあるオルドス右翼前旗とは，清朝時代から中華民国にかけてのウーシソ旗の

正式名称である。河南（uridubey－e）とは，シャルウスン・ゴルすなわち無定河以南
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の地域を指す。中華人民共和国になってから，行政組織上河南郷に画定された。河南

の南西にはイケ・シベルという平野が長城のふもとまで広がっている。かつてはオル

ドス随一の草原で，17世紀に書かれた『蒙古源流』の著者サガン・セチェン・ホン・

タイジ（1604－？）の故郷として知られている。ジュルケン・チョクチュス・ホトクタ

イ●セチェン・ホン・タイジ（154ひ－1586）はその曾祖父にあたる。

ホトクタイ・セチェン・ホン・タイジの末裔であるビシューガルマ・ダー・タイジ

から他にどのような書籍や写本が共産党に没収されたかは，不明である。

転写・訳注凡例

以下，00本，qB本とB写本を転写，訳注する際は次の原則をとる。

第一，00本とqB本はオルドス地域より見つかり，オルドス・モンゴル人の手

によって抄写がくりかえされてきたにちがいない。そのため，オルドス・モンゴル語

口語表現が含まれている。この点については，文中の該当箇所で指摘する。

第二，三写本とも現代の正字法に一致しない点が多々ある。これらについてはその

オリジナルな特徴を損なわないようにするため，もとのままにしておいた。

第三，私は，今回公表する三種類の写本をそれぞれ異なる時期に入手した。その際，

現地でそれぞれ以下の基準で初歩的な転写をおこない，整理した経緯がある。00本

は，表紙をのぞいて冒頭のある第一頁の表を1－aとし，うらをトbとした。qB本

には，オリジナルの右上端に数字番号がついているので，これを踏襲する。B写本

は，初期の資料整理に用いられた通し番号を維持する。また後日，写真撮映のために

00本の綴じ糸をはずしたところ，あらたにモンゴル語によるページ・ナンノミーがみ

つかった。

第四，基本的に逐語訳を試みるが，文意がうまく通じない場合は（）を用いて補

足する。「・」や「‥」，「：：」は，オリジナルにあるモンゴル文の句読点で，日本文の

句読点は訳注者による。

第五，現段階で00本は，類例をみない独特な写本である。（〕B本は，ダムディ

ンスレンの『モンゴル文学珠玉百篇』内のオルドスからの写本と似かよっており，訳

注では両者を比較する。また，B写本を『モンゴル文学珠玉百篇』内にある，1916

年にモンゴル国外務省から出版されたテキストと比較する。
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4．2　00本：Ejenboγdaqoyarjaγal－undligerbile

－聖主24）の二頭の駿馬の物語－

l：ErtennlgenCaγ－dueJenCingglSqaγan－uadaγun－duranuer－eqOyarJaγal

いにしえのあるとき主君チンギス・ハーンの馬群に雄の二頭のシャガル（色の）

2：Unaγ－at6rdbegen－etereqOyarunaγ－a－yllSugedisdgedgeg血－ddr

仔ウマが生まれた25）という26）。その二頭の仔ウマを九頭ずつの牝ウマに

3：Teleljbk6kdgtildnbayijuaraylqanOndaraγulbagen－e・EjenBoγdatere

晴乳させて27－，やっと生き延びた28）という0聖主（チンギス・ハーン）はその

4：Qoyarjaγaトtaγanemegel－iyentoquju・6rgen－dBruyalabagen－e・66dken

二頭のジャガルに自分の鞍をつけ，宮帳につないだ29）という0しばらく

5‥BtikBiatal－atereqOyarJaγal－yiunujuAltaylqanK6kBiqanqoyar－tu

Lたらその二頭のジャガルに乗ってアルタイ・ハ．ンとグクイ・ハイ30）二つの山で

6：（Ang）talbijuarγaliuγaljineretdg6r也ges血－it6kdgerBnyarubaarγ－a

巻狩をもよおし，アルガリやウガールジ31）という名の獣を捕まえ32）に出かけた0仕

方

7：（Ugei）barigdungdieigdejdalaγulbagen－e・tarγumaldobueuγunuγSan

なくつかまったり，追いつかれたりして殺されたという0丸々と太った（ウマ）に乗っ

た33）

l：．．．a－yinkdm血nuγudnigenenBesegdieebegen－e・yamarmal－yln－uabaein－i

（巻狩34りの人びとは一人も（二頭のジャガルに）追いつけなかったという0（他の）

どんな狩人も

2：．．．．qOyar－ylCleSegdieebegen－e・aγtaqOyarJaγal－tuuyaraqu

（この35り二頭（のジャガル）に追いつけなかったという0去勢馬の二頭のジャガルに

悲しみ

3：Sedkelt6ruJuuyilaleibauyilaleibagen－eqarlJuiregsen一也qoyln－a

の念が生じ36－，泣きあった37）という0（巻狩から）帰ってきたあと，

4：Baγ－aJaγalanuYekeJaγalaq－a－taγankelebe・abaγalminueibida

小さいジャガルは兄の大きいシャガルにいった0「お兄さん381，あなたと私

5：Qoyaryabuy－agejd・aSarajuunuγeiErkeJegerdenmoriajiγu

二人で行きましょう。いたわって乗るのは大事な褐色馬でしょう0

6：Alanbulanunuyeieibidanqoyarbayin－abi主idqayirlajuunuγeiQara

殺されるほど39－乗られるのは，あなたと私の二人ではないか0可愛がって乗るのは黒
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7：Qulanbayin－abayinam－abi主idqataγuuSeregtin－dtiunuγeieibidaqoyar

金色馬でしょう仰）。厳しいとき，寒いときに乗られるのはあなたと私の二人

2－a

l：Bayinam－abi主itiemegelelenunuγeiErkeJegerdebayinam－a

ではないか。（ていねいに）鞍をつけて41－乗るのは大事な褐色馬でしょう。

2：Eng一血metdsanaγeieibidaqoyarbayinambi孟id．qayirlanunuγeiQara

何とも思わずに42、1乗られるのはあなたと私の二人ではないか。可愛がって43、・乗るの

は黒

3：Quvalanbayinambi主id・qaratanmettisanaγeieibidaqoyarbi孟idbayinam

金色馬でしょう。敵のように思われているのはあなたと私の二人ではないか叫も

4‥　AsaranunuγeiIblJulanBorumoribayinambi孟itialanbulanasaneilaγei

いつくしんで乗るのは炎のような葦毛馬45－でしょう。殺されるほど（乗られる）つま

らぬ老

5：Asaneilaγeieibidanqoyarbayinambi孟itiabaiminueibidaqoyaγulan

つまらぬ者46）（とされる）のはあなたと私の二人ではないか。お兄さん47）よ，あなた

と私二人で

6：Yabuy－agebeAltaylqangegClγaJarbayinambi主id・agi孟abaγebesdtei

行きましょう。アルタイ・ハンという地があります。自ヨモギやニガヨモギ48）の草が

ある

7：Genembi主id・arueberdgeluSutalgenembi孟id．aldaγulun

といいます。山陰にも山陽49）にも水があるといいます。逃れて

2－b

l：Kdrjdamarajukebtey－ebidaK6kdiqangegclγaJarbayinambisitik6bten

行って休んで寝ましょう，私たち。グクイ・ハンという地があります。盆地

2：K6btenbBrik6keebesdteigenembi孟idk6degetal－adgeik6kernem

盆地ごとに50）緑の草51－があるといいます。その（草）があたり一面に青々としてい

る

3：Bi沌66gerembdriusutaigenemgdijdkdrtinkebtey，e．Qouni－yin几rban

といいます。くぼ地ごとに水があるといいます。走って行って寝ましょう。ホニン・

グルパン・

4：CabeiγurgegClyaJarbayinambi孟itiquddugbかiusutalgenem．

ジャブチュールという地52）があるといいます。井戸ごとに水があるといいます。

5：Qoladajukdrjdkdrbejdamaray－abidaabaiminuqalaγuneddrbayinam

遠く離れて行って寝ころがって休みましょう，私たち。お兄さんよ，暑い日があるの

6：Bi孟ihqatatal－aeiletel－euyanambi主idqarasaratoqumbi主id

ではないか。干あがって耐えられないほどつなぐではないか矧。黒や黄色の鞍敷があ
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るでしょう54も

7：Qayirqayeilaγun－dur6ngkdrBlnembi孟idkditeneddrbayinambi孟idk6ke

（にもかかわらず）砂利の上で転がせる55）ではないか0寒い日があるでしょう0（それ

でも）青ざめた

3－a

l：Temiirdmkdlnembi主idgurdmeltoqumtoqunambi孟idk61esdteitalbiju

（冷たい）鉄（の馬衝）をはめさせるではないか0絨毯56）の鞍数をつけるでしょう0

汗だらけのまま放して571

2：Kditeneasudmkdlnembi孟idyaγakiy－aabaiminuyabuy－agebeboruJaγal

冷たい雪を食べさせるではないか0どうしよう，お兄さん0行きましょうよ」という0

いとしいシャガル58）の

3：Deg止血endteremetdnlγujukelekdi－ddrYekeJaγalaq－aanuBaγ－aJaγal

弟があれこれとこっそりいうとき，兄の大きいジャガルが小さいジャガルの

4：Degdti－tegenkelebeaiinaγboruJaγalminuclyaγuntulaingkejtioyitunam

弟にいった。「ああ，愛する可憐なジャガルよ，お前はなぜこのように不満

5：Bile．er－ebayarlabaeumanglaidltiqaγaranamaγtatarγulajusaγarianu

なのだ。男は喜んでも額が割れることはない0去勢馬は肥えても皮59）が

6：UldijarnamaiinaγboruJaγalminuay－ayaγuntulaingkenemei

ひび割れることはない。ああ，いとしいジャガルよ，何でこうなの，お前は0

7：Qadan－uebesdqaγdajieibolbaqalairanambolγajubayijiidey－ebutaniebes血

石の（あるところの）草が乾いていれば00）青々と61）なってから食べよう0草むらの

草に

3－b

l：Boγtaieibolba・bulγarambayijuuuyalabida・aiinaγboruJaγalminu

ほこりがあっても，（ほこりを）払いおとして食べよう，私たち。ああ，私のいとしい

ジャガルよ

2：Yaγungenem・manai－yluJlgSenktimdngejik6gejdeldek也bijedayingecl

何ということをいうのか。私たちをみた人は62）（他人のウマだといって）追って（つ

かまえて）酷使するのだ。戦いになったといって

3：DayareldekdbijeayiluγSangeJlangirlanmordaqubijeJerliggeJu

みんなで63慨使するのだ。命令だといって別れ別れに連れだされるのだ。野生（のウ

マだといって）

4：Jebe－berunaγaqubijeaiinaγboruJaγalminuyaγungenem・eJlngeJu

矢じりで倒されるだろう。ああ，私のいとしいジャガルよ，何ということをいうのか0

主君というと

5：einggisQaγan－duradaliqaγanOldaqubuyuekegejiErmigCaγaγeingeg血－ddr
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チンギス・ハーンと同じハーンは見つかるのか聖母親というとェルメク・チャガー

クチソというウマ65）と

6：AdalieJlOldaquberkeeyinktisanaγul－abayieaγay－aabaiminuarban

同じ母親は見つけにくい。このように思えばやめよう。母親が十ヶ

7：Sar－aboltal－agedes血－ddrトlyenurg也gsenangglrSlr－auγuraγ－lyanSaylqan

月間自分の胎内でやしない，濃厚な黄色い初乳をていねいに

4－a

l‥K6k血gsenqotaγurniraγun－lyaneiletel－edrgtigsenqongγur孟ar－auγuraγ一

吸わせ，くぼんだ背中66）が疲れるまで背負い67），愛情たっぷりの68）黄色い初乳

2：Iyansaylqank6k血gsenErmigCaγaγClneJlyuγanyaγakijimartay－agenem

で大切に吸わせたェルメク・チャガークチン母をどうして忘れることができようか。

3：Osgent6rugdldgsenUlaγanBuuralaγalyuγanyaγakijimartay－agenem

育て生ませたウラーン・ブーラル父69）をどうやって忘れようというのだ。

4：EddgeqanilaγSanOlann6kdd－iyenyaγakijimartay－agenem．aiinaγboruJaγal

これまで親交してきた多くの友人たちをどうやって忘れよう。ああ，いとしいジャガ

5：Minuyaγungejiingkenemqorital－aeSetOγtuju6nddrquvadobung－du

よ，どうしてこのように（不満なのだ）。」（大きいジャガルが）止めても聞かず，高い

丘陵に

6：Ibrjuqaranqaranyabujuddebolqu－duγurbanuliyasunmodun－uSegdder一

登り，（小さいジャガルの後ろ姿を）みながら行くうちに，昼になるころ三本のポプラ

の陰

7：DBrsegtiderlejdbayita1－ad6rbenJug－eeed6rbenonggetdAltannlrγuldai

で涼しんでいると，四万（八万）から四色で金色の雉（という）

4－b

l‥SibaγunbosunJlrgebeuriduγaJar－unuSun－niunaγ－adaγ－abtitekdmetdsayiqanbayinam

鳥がとんできてさえずりだした。「南の土地70）の水は一才の仔ウマや二才の仔ウマ（の

投影が）映るほど清らかだ71㌧

2：Qoyiduγajar－unuSun－niqoγkiged孟aleiγ－duradalibayinam．basauridu

北の土地の水はゴミや泥水と同じだよ」（という）。また「南の

3：Thjar－unuSun－ninaγurkigeddalai－turadalibayinam．qoyiduγaJar－un

土地の水は湖や海と同じだよ。北の土地の

4：Usun－nlqOyiγ孟abar－aeaγaruγSan孟aleiγ－turadalibayinam

水は中洲の泥から出た泥水と同じだよ。

5：UriduγaJar－unebesdn－nikeeignenjilen－ddradali．aldakigeddelim

南の土地の草はケチゲネ草の蔓と同じく，五尺も三尺も（長く）72）
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6：Sayiqanbui－j－aqOyiduγaJar－unebes血－nikeeignendnddsdnkigedyamaγ－a－uSegdl－ddr

立派だよ。北の土地の草はケチゲネの板やヤギの尾73）と

7：AdalibayinambasauriduγaJar－unaγta－ylnγuy，abolbasuteberen－ddr

同じく（短い）よ」また「南の土地の去勢馬の大腿は抱え

5－a

l：BaγtaSlugelmetdsaylqanbayinam・qOyiduγaJar－unaγta－ylnγuy－aglgdtirJlgenen

きれないほど（太く）立派だ。北の土地の去勢馬の太腿はバッタや74）

2：Cireaγ－a－uγuy－a－duradalibayinam・geJuJlrgebe・qaneJln一也qoyarJaγal－ni

コオロギの脚と同じく（細い）よ」とさえずった。ハーン主君の二頭のジャガルが

3：Ibjarlaquyosuntegdneebolba．basa孟ibaγunbosunJlrgebei・

牧地をかえた次第はそこからはじまった。さらにまた鳥がとびたちさえずった0

4：BoγdaEjin一也qoyarJaγalγajarlajuyabuba・AltanIbrγuldaiuliyasunmodun－u

聖主の二頭のシャガルが牧地をかえていった。金色の雉がポプラの木の

5：M6eerdeger－eerglnerglnJlrgebe・aγtaqOyarJaγalγaJarlaquyosuntegdn－eee

梢のうえでとびかってはさえずった。去勢馬の二頭のジャガルが牧地をかえた経緯は

それから

6：Bolba．K6kdiqan－uarutakiK6keSibaγunkdrjdirenJlrgebe・k6rdkiqoyarJaγal

はじまった。グクイ・ハソ山の北にいる鳩がとんできてさえずった。いとしい75）二頭

のシャガルが

7‥Ibjarlaquyosuntegdneebolbatende主ibaγund6rbenjdg－eeejirgekdi－ddr・tereqOyar

牧地をかえた経緯は，そこからはじまる0それらの鳥たちが四万からさえずるとき，

二頭の

l：Jaγalmorieikin－lyen SerteylJu Segtil－iyen saγadaγlaju qabar－lyan qOukiraeu clnglen

bayiγad．

ジャガル馬は耳をそばだて，尾をさかだて，鼻を鳴らして聞いていた761。

2：Qayiratuqoyarjaγalmoriqarin－niγajarlanyabuba・tereqOyarjaγaltdrgines血gin

可愛い二頭のジャガル馬がなんと牧地をかえていった0かれら二頭のジャガルは速く

速く771

3：Yabuqui－durttinggercey－uneinegeneilaγun－ik6delgenarγunarγunyabuqui－dur

走るときは，陰のう781くらいの小石を蹴とはし，ゆっくりゆっくり79）行くときは，

4：Ayaγ－a－yineinegeneilaγun－ik6delgenyabubatedBiQon－a－yin几rbaneibeiγur－yi

お椀ほどの石を動かして行った。ホナン・ブル／ミン・ジャブチュールを

5：Jorinyabujukdrjdbayital．aq－aanuYekeJaγalBay－aJaγaldegdtiyuγantOγuSun－i

目指して行くうちに，兄の大きいシャガルほ弟の小さいジャガルの（走ってたてた）

ほこりを
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6：Qarajubayiγadtestinyadanqoyin－a－aeak6genyabujuK6kdiqan－u6ber－tdrgdieijd

みていて我慢できなくなり，あとを追っていった。グクイ・ハソ山の山陽で追いつい

た

7：Irekdidegenqarak61tisdn－lyenγarγaJuqabar－1yanSartayijuaraylqangeJuamin－lyan

とき，汗びっしょりになり80），鼻をひろげ，やっとのことで命を

6－a

l：Temeeijbgbieinirebe・tereS6niQaγanEjinnoyirsayadjigddelebeertenbosju

かけて追いついてきた。その夜，ハーン主君はお休みになり，夢をみた。朝起きて

2：BoγulMieedegenJarliγbolba・erketdtngrl－eeei主i－teit6rugsenerkeqoyar

侍臣のミチ81）に仰せられた。「偉大な天から正統性82）をもって生まれた可愛い二頭の

3：Jaγalminuneyilenyajarlabagejijigddelebe．biqantngrl－eCeJlyaγatait6rtigsen

ジャガルがつれだって牧地をかえた，という夢をみた。私は，上天よりおいつくしみ

により生まれた，

4：QayiratuqoyarjayalminuqaribolunγajarlabagqiijigBdelebebi．aiBoyulMiee

いとしい二頭のジャガルが異郷へ出奔した，という夢をみた，私。ああ侍臣ミチ

5：Minuadaγun－duroruJuuJlunenbuyuqudalbuyudnenbdgesdtabun6ngge

よ，馬群に入ってみよ。本当かどうか（確かめよ）。（もし）本当だったら私の五色

6：D6rbenqarl－ylnulus－durminumanaγartungqaγ6gjdeuγlaγuljuir－egemegSen－dBr

四夷の国83）に，明日命令を下して集めてこい」と命じた。

7：TedBiBoγulMiee－beradaγun－duroruJudjibesd．qoyarJaγalinutigel

そこで侍臣ミチが馬群に入ってみると，二頭のジャガルほいなくなって

6－b

l：AjiγuuErmlgeCaγaγClngegt沌anueylnteyinqaraJuqOyarni血n一ccenilbusun

いた。牝ウマのエルメク・チャガークチンがあちらこちらをみながら両眼から涙を

2：IbrγaJuqOyark6ken－eeeStineoburγuljubayimui．teddiBoγulMieenertenmanaγar

流し，両乳房から乳をたれ流している。そこで侍臣ミチが朝早く84）

3：Yabujubartajikdrjdtabun6ngged6rbenqarl－ylnulus－yieuγ1aγuljuabeibai

行って威勢よく着いて五色四夷の国を招集して

4：Iregsen一也qoyin－a・QaγanEjinIblJulaBorumorin－daγanaltanemegeltoqum－iyan

きた。（その）あとハーン主君は炎のような葦毛馬に黄金の鞍と鞍敦を

5：ToquJu・altansaγadaγ－lyanbdselejdqalγabeitueaγannOmun－lyant6kBger也nabju al

敷いて，黄金の矢筒を帯び，盾85－と白い弓を用意してもち，赤い隼（や）

6：Qareaγai－banbariγuljunaiman孟aranoqai－bank6tdlgejd．aγtaqOyarjaγal－iyanerekdi－

ddr olan

鷹を腕にとめて，八頭の黄色い犬をつれて，二頭の去勢馬のジャガルをさがしに，多
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くの

7：Yekeulus－taγanJarliγbolbatereqoyarJaγal－yiminukenkdmiinolju

大国に命令が下された。「わしの二頭のジャガルを誰が見つけて

7－a

l：Gtiieibestib血qarbudamdam－lyartuSjuuγtujubariterebariγSan

追いついても射ってほならない。何重にもかこんで正面から捕らえよ。その捕らえた

2：Ktimiin－ddd6rbenqoslγun－umal－aeategegSlqubiyaJu6ggdy－egebeK6ktiiqan－i

人には四種類の家畜86）からそれぞれ同じ数を分けあたえよう」と仰せられた。（また）

「グクイ・ハン山を

3：Ober－lyerAltayiqan－iaru－barabjulry－egebet6b一也nkbmdntdrgenyabu

南からアルタイ・ハン山を北から通ってこい86」といい，「中央の勢子は急いで行け，

4：Odui－yinkdmdnuridyabu．takim－akdmdnbt拍tasurubdtiγOCuragemenjarliγ

先鋒の勢子は先に進め。両翼の勢子はすきまをあけるな！遅れるな！」と命令を

5：OggdgedK6ktiiqan6ber－lyerAltayiqan－uaru－barabuleinirek也i－ddr

下した。（ハーンの軍勢が）グタイ・ハン山の南，アルタイ・ハンの北を席捲してくる

とき，

6：YekeJaγalaq－aanuBaγ－aJaγaldegdd－degenkelebe．aba－yinkdmdnirebegejd

兄の大きいジャガルが弟の小さいジャガルにいった。「巻狩の人びとが来た」と

7：Dakindakinkelektii－ddrBaγ－aJaγalkelebe．aiabaiminueiem－ektimdnmetd

何回もいうと，小さいジャガルが答えた。「ああ，お兄さん，あなたが女の人のような

7－b

l：Aqurqansanaγataieinuyaγubaieibidaqoyar－ylgdieikdbayituγal

あさはかな考え方88）をもっているとはどういうことですか。あなたと私に追いつくど

ころか，

2：Manal－yibaraγan－lqaraqumOrimasICuqaγIblJulanBorumorlyakinamclngkebeei

われわれの遺影すら眺められるウマもほんのわずかだ。炎のような葦毛馬に何ができ

るというのでしょう。それでも

3：Yaγubaiγalugeibolbasuabaiminut6b一也nkdmiin－ddrtoγuSun－lyanuJlgdley－e

何ともないですよ。心配はいりません。お兄さん，中央の勢子にほこりをみせてやり

ましょう。

4：Odui－yinkdmiin－ddrbaraγan－lyanqaraγday－agebeK6kdiqan－u6ber－yidaban

先鋒の勢子には遠影をみせてやりましょう」といった。また，「グクイ・ハン山の南を

のぼって

5：Ibrqu－du6山一eqaljinbuγuu－ylOSgqlnγaruy－aAltayiqan－iaru－bar

とおるときに頭の白い，灰色89）の鹿を蹴とはして行きましょう。アルタイ・ハソ山の

北を
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6：Buγuqui－duarγaliuγaljin－yiunaγajubaγuy－agebeterekelegsendge－ber

下りるときアルガリとウガールジを倒して行きましょう」といった。そういったとお

りに

7：OsgdeinunaγajuγarunieibeQanEjinK6kdiqan－u6ndtirdegerγarju

蹴とはし倒して出ていった。ハーン主君はグクイ・ハン山の頂上に登り

8－a

1：Barγ－a－yltaSurtal－aqaraJueSegulClgSen－dbrBoldui－yinBoruTa1－a

（二頭のジャガルの）姿が消えるまで眺めていた。追いつけなかったので，ボルドゥイ・

イン・ポロタラ恥）（という野）

2：Deger－ebaγuJuartutOqum－lyandelgejBb se－benkbjigdn－degendlg也jti

に駐営し，紋様（をはどこした）鞍敦を敷き，帯を（はずして）頸にかけて

3：TngrleClgeγaJareke－degenm6rgtibeqarabaγ－a－ylnSayln－lyarqaγan

父なる天と母なる地に拝んだ91㌧「幼少から秀でてハーンに

4：Esebolulanbi．qantngrl－ylnqaylran－lyarqaγanbolulanbierketdtngrleCe

なったわけではないのだ，私は。上天のおいつくしみによりハーンになったのだ，私

は。上天から

5：Jayaγatalqaγanbolulanbiemegel－iyenyaγakinegurJuqarly－agebeolanyeke

運命によってハーンになったのだ，私は921。鞍をどうやって背負って帰ればよいのだ

ろう」といった。（また）「多くの人びと（からなる）大規模な

6：Ababolunambijiyaγun－taγanemegeley－eueirtalyekeurulduγ－abolunam

巻狩のときに何に鞍をつけよう。わけあって大競馬になったおりに

7：Yaγun－taγanJaSanqaγSaγay－akdiyekeababolunambijiyaγun－Taγan

どのウマの鞍をととのえ93），どのウマを訓練しよう94）。五百戸95）からなる巻狩のとき

にどのウマに

8－b

l：Emegeleyebeihnd由yekeeeregbolunamyaγun－taγanquyaγlanbiqaylran

鞍をつけよう。重大な軍事行動のおりに何に鎧をつけよう，私は。（なんと）惜しい私

の

2：QoyarjaγalmenigejiqayilabateddiQaγanger－tegen6geddltinqariba

二頭のジャガル」と悔やんだ。そこでハーンは天幕へもどっていった。

3：QoyarjaγalinuQoni－yin／brbaneibeiγur－durkdrjtinutuγlaba

二頭のジャガルほホニン・グルパン・ジャブチュールに着いて（そこを）故郷とした。

4：Ibrbanjilbolqu－duBaγ－aJayalsaγarimetentarγulabaiYeke

三年たって，小さいジャガルは皮がひびわれるまで肥えたが，大きい

5：JaγalinuqatajuJuSdgsenmorimetdesetarγulabaeinkeji

ジャガルはやつれて細くさばかれた961馬のように（なって）肥えなかった。そうして
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6：Bayital－aBaγ，aJaγaldeguulr血YekeJaγalaq－a－taγankelebe・aiabai

いると，弟の小さいジャガルは兄の大きいジャガルにいった。「ああ，お兄さん

7：MinueiebdldncaγbolulanqoyarγaCareiniayaγ－a－ylnteddim6sti

よ，あなたは冬になると両の頬にお椀ほどの氷が

サーーa

l：K6ruJuyabunamcIJun－uCaγbolul－aqOyaryaCareinuqaleaγaraγSan

できて暮らす卯もあなたは（また）夏になると両の頬がばさばさに

2：Metdyabuqueinuyayunbuiebestibolbasuerdg山一ber・uSubolbasu

なるほど暮らすのはどうしてなのですか。草はあごで（噛み），水は

3：Uruγul－baradaliqanidenuuguatal－aaiabaieiarsutai

唇で（飲み），同じように飲んで食べていたのに，ああ，お兄さんが皮も

4：SirbdstiteiingkejiqataγSaneinuyaγunbiaeituabaiminueimagl

筋もこんなに痩せてしまったのはなぜなのですか。恩人のお兄さんよ，あなたを卿

5：UktigBldmegcearasu－ylClnuem也sdmiiimlq－a－ylClnuidemiibi

死なせたらその皮を着て，その肉を食おう，私舛）は。

6：Sanaγ－a－bannadakelesdgelgemektii－ddrYekeJaγalinukelebeaiinaγ

考えていることを私に話して下さい」といった。その際，大きいジャガルが語った。

ああ，いとしい

7：BoruJaγalminueiomuγ－lyandarusuγalaγuSlgen－lyanqataγSl

私の葦毛のジャガルよ，お前は血気をおさえなさい。怒りを和らげなさい100㌧

9－b

l：InaγboruJaγalminu6sgent6rgdldgsenUlaγanBurulaγalyuγan

私のいとしい葦毛のジャガルよ，育てて生ませたウラーン・ブーラル101）父を

2：Sanaqul－aergtint6rdgdldgsenErmigCayaγClneJlyuγangeJISanaqulan

思えば，はぐくみ生ませたェルメク・チャガークチンの母を思えは，

3：Abaieinubiebesdn－dtirbolqul－aer也guu－lyenktirgeJuyadaba．usun－duni

兄の私は草にもあごをつけることができない。水に

4：Bolqulanuruγul－iyankurgeJuyadababi孟ibaiinaγboruJaγalminu・

も唇をつけることができないのだ。ああ，いとしい葦毛のジャガルよ，

5：Olanyekeababolunambile・ulus－unuridanJaSaJuqaγSaγadaγbile

大勢からなる大規模な巻狩になるのではないか，他の仲間より先に馬具をつけてもら

い，訓練したのではないか。

6：Ulaγanemegeltoqum－lyantOquJuulusMongγ01－unemdn－emagSlgdljd

赤い鞍と鞍数をつけ，モンゴル国102）の先頭に威風堂々と立って

7：K6deljdirenembile．K6kdiqan－i6ber－lyerbaγunirekdi－dBr．k6keqaljin

出発したのではないか。グクイ・ハン山の南を下りてくるとき，灰青色で額に白斑の

534



揚　『チンギス・ハーンの二頭の駿馬』について

ある

10－a

l：Uγalji－yibaγulγaniregeduγtulunqarbunambile・k6bjinyekeulus

雄の野生ヒツジを追いおろしてきて，向かって射ったのではないか。大勢の人びとが

2：Manl－yikBrji－ylneinegencaγan孟idtinmen－itatajuγaylqadaγbile・ebes也n－ti

私たちの鍬ほどの白い歯を引きあけて（みて）驚嘆したものだ10㌔草の

3：Soridebeeiusun－utungγalaγ－yluγuubaeiyaγuntuSageyijdkelegeduyilaqul－

（柔らかい）葉先1糾〕を食べても，清水を飲んでも何の役にたつのであろう」といって

泣いた。

4：DurBaγaJaγalkelebeaγalminueier－ekdmdnmetdireasgeJllneyenJl

そこで，小さいジャガルがいった。「お兄さんよ，あなたは男らしく（白い歯を見せて）

豪快に笑って105）

5：Yabunambije．em－ek也mdnmetbirbisirbisgeJluyilaqueinuyaγubi・geJl

暮らすのだ。女みたいにめそめそと泣いて何ということですか」と

6：KelebeBaγaJaγalj6bqandujuineyeji．buruγuqandujuuyilaju

いった。小さいジャガルは顔で笑い，心では泣き1（沌），

7：ebesdusun－inlgenqOyartatalajubayiγad．kelebe．aiabaiminueisayln

草や水を一口二ロちょっと食べてから（こう）いった。「ああ，お兄さんよ，あなたは

よく

1ひ－b

l：Ebesdn－iiden．usun－isaylnaγuJu・Sanaγ－a－banamuraJu・SaγarimetentarγulaγSan－u

草を食べ，水をたくさん飲んで，心をおちつかせて，皮がひびわれるほど肥って

2：Qoyin－ayabuy－agebe．YekeJaγalinuj6bgejdkelegedebes由usun－iiden

から行きましょう」という。大きいシャガルも「そのとおりだ」といって草や水を食

べて

3：Aγujuurbajuk6rbejdbey－e－benamuraJuuridakimetdtarγulabagen－eteddi

飲んで，くりかえし寝ころがって体を休めて以前と同じように肥ったという。そこで

4：Baγ－aJaγalinukelebei．aiabaiminueddgeyabuy－agebeeingkejd

小さいジャガルがいった。「ああ，お兄さん今から出かけよう」という。そのように

5：Kelektii－dBr．YekeJaγalanuergenergenqataribaBaγ－aJaγalinustigsdg

いったところ，大きいジャガルは何回も何回も小走りした107㌧小さいジャガルはゆっ

く　りゆっくり

6：Gejdyabuba．tereJaγur－aBaγaJaγalkelebeaiabaiminuγurbansarayln

と歩きだした。その途中小さいシャガルはいった。「ああ，お兄さん，三ヶ月の

7：Ibjarbolbajiγurbanqonuγ－dukdrdy－ebida・BoljimarsibaγuuJlrgekdi－yln

行程を三日三晩で着こう1081，われわれ。雀という鳥がさえずる
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11－a

l：Urda．BoγdaEjin6gedenbolqu－yinurdakdrdy－ebidaqayiquγ－a孟ibaγunjirgektii－yln

前に1091，聖主がお目覚めになる前に着こう，われわれ。あらゆる1101鳥たちがさえず

る

2：Urdan．QanEjin6gedebolqu－yinurdanktiruy－e：AltanIbrγuldaijirgekdi－yinurdan

前に，ハーン主君がお目覚めになる前に着こう。金色の雉がさえずる前に，

3：AeitueJln－lyen6gedenbolqu－ylnurdankdrtiy－e・ulaγannaranγarqu－ylnurdan

恩ある主君がお目覚めになる前に着こう。赤い太陽が昇る前に，

4：Unaγ－adaγ－abarilaqul－ylnurdaktirdy－e：6sgent6rdgbldgsenUlaγanBuurulaγal一

一才馬と二才馬を捕える前1日日に着こう。育て生ませたウラーン・ブーラルの父

5：Taγanerghtdr也gBldgsenErmigCayaγClneji－degenolanqanilaγSann6kdr－degen

に，はぐくみ生んだェルメク・チャガークチンの母に，多くの親交していた友人に，

6：Basaeidri孟aralaqu－ylnurdankdrdy－egejikelegedjirgeeindegdejBqatariγad

また草の実が黄色くなる1121前に着こう」といって，二頭とも並んではしゃぎながら

走った。

7：Ibrbaqonuy－tukdrjiirebeqoyarJaγal－yikdrjdiregsens6ni

三日三晩かかって帰りついた。二頭のジャガルが帰ってきた夜，

11－b

l：EjinBoγdaqatunγOu－alaluγ－anOylrSuγSanqOyln－a：qOyarJayal－yiirebe

聖主は妃のゴワ1131とともに，お休みになったあと，二頭のジャガルが帰ってきた，

2：Gejijigddelebe：QaγanEjin6rldgeertenmanaγarSereged・BoγulMiein－ddr

という夢をみた。ハーン主君は（翌）朝早く起きて侍臣のミチに

3：JarliγboluγSan．qantngrl－eCeJlyaγataitdr也gsenqoyarJaγalminuirebe

仰せられた。「上天より運命によって生まれた私の二頭のジャガルが帰ってきて

4：GejiqaJlyarlajubayinamgemenjigtidenlebe．erketdtngrl－eeei孟itait6rdgsen

馬街をつけているという夢をみた。偉大な天から正統をもって生まれた私の

5：QoyarJaγalminuergejdiregsen－iemegeleljdbayinamgejijigddelebednenbuyu

二頭のジャガルがもどってきたところ，鞍をつけている114）という夢をみた。まこと

か

6：Qudalbuyu．ertenmanaγaradaγun－durminuorujudjegemenjarliγbolba

うそか，早くわしの馬群に入って確かめよ」との命令が出された。

7：QanEjin一也jarliγ－iyarBoγulMieenadaγun－durorujudjebesdErmig

ハーン主君の命令にしたがって侍臣ミチほ馬群に入ってみると，エルメク・

12－a

l：CaγaγClngegdtiekeindeylnteylnqaranqOyarJaγalyuγaniregsen－luJIJu

チャガークチン母があちらこちらをみまわし，二頭のシャガルが帰ってきたのをみて，
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2：Qoyark6ken－eeeStineoburaγuljuqoyarniddn－eeenilbusun－iasaqaraγuljubayiba

両の乳房から乳を出し，両の眼から涙を（たくさん）流していた115も

3：QoyarJaγalinuErmigeCaγaγeingeg血一也endentenden－iqarjus6gtirdn（seigBrdn）

bayiba．

二頭のジャガルはエルメク・チャガークチン母のあちらこちらをみてこすったりして

甘えていた11㌔

4：BoγulMieinbarinyadajuUlaγanBuγuruleeigeErmlgeCayaγClneketen－ieldejd

侍臣ミチは（二頭のジャガルを）捕まえられず，ウラーン・ブーラル父とェルメク．

チャガークチン母らを一緒に追って

5：Ireged・QanEjin－ddrqoyarJaγalei血irebegejtimorin－udeger－ebarin

きた。ハーン主君に「二頚のジャガルが来たよ」と（乗っていた）ウマのうえか

ら117）意気揚々と

6：BardamlaγSaγarirekdi－ddrQanEjinsonusuyadn6mdgendebel－iyenyabunyabun

ほこらかに帰ってきたとき，ハーン主君は（それを）聞いて肩にかけていた長衣を歩

きながら

7：Qaneulaγad・qOyarJaγal－unemiin－e－eeeuγtujuγaruγada－aSayinsayin

袖に手を通し，二頭のジャガルの前に迎えでた118も「ああ，よかった，よかった。

12－b

l：QoyarJaγalminumenddsayinirebedgejijarliγbolba．eingkekBdd．YekeJaγalanu

kelebe

わしの二頭のジャガルは元気で帰ってきたか」と仰せられた。そう尋ねられると，大

きいジャガルがいった。

2：Qon－a－yinIbrbaneibeiγur－dujoriγSanqOyarJaγaleiyaγuubile．γuein

ホナン・グルパン・ジャブチュールに行ってきた二頭のジャガルほ何ともありません

よ119も　三十

3：Ttimenulus－iyanekelensaγuγSanQanEjinminumendBsayinbui－j－aK6kdiqan－du

万の国を統率するハーン主君こそご機嫌いかがでしょうか。グクイ・ハン山に

4：JoriysanqoyarJaγalyaγuubile・kdiyekeulustBmen－iyenekelensaγuγSanQanEjin

行ってきた二頭のジャガルは何ともありませんよ。偉大な国ぐにを統治するハーン主

君

5：Minumenddsayinbuij－aAltayiqan－dujorlγSanqOyarJaγa1－duyaγuubilan．arban

こそご機嫌よくお過ごしでしょうか。アルタイ・ハン山に行ってきた二頭のジャガル

ほ何ともありませんよ。十

6：Tdmen ulus－iyan ekelen saγuγSan Qan Ejin minu mendtisayin bui－j－a gebe tedtii

mendd－yl

万の国を支配するハーン主君こそご機嫌よくお過ごしでしょうか」といった。このよ

537



国立民族学博物館研究報告　24巻3号

うにご機嫌を

7：AsaγuγSan－durQanEjinbayasaju・tanqOyar－yiminuktimdnunubaugejiasaγubasu

伺ったため，ハーン主君は喜んだ。「わしのお前ら二人を誰かが乗ったか120）」とたず

ねると

l：Baγ－aJaγalkelebeQon－a－yinIbrbaneibeiγurqOlabijiy－eγutul－tu

小さいシャガルがいった。「ホナン・グル／ミン・ジャブチュールは違いです。長靴をは

いた

2：Kdmunman－iyaγakinbarinunuqubile．K6kdiqangegei6nddrbijiy－e・k61－td

人間121）が私たちをどうやって捕まえて乗りましょう。グクイ・ハン山は高いです。

足の速い

3：Kdmdnman－lyaγakijubarinunuqubile．AltaylqangegClaγulabijiy－e・alatu

人間122）が私たちをどうやって捕まえて乗りましょう。アルタイ・ハンとは山です。

脚力の強い

4：Kdmdnman－lyaγakijubarinunuqubile・aeitueJlneinuarbantdmen

人間123）が私たちをどうやって捕まえて乗りましょう。恩ある主君でさえ124）十万人の

5：Cerigaba－baresebariγSanJaγal－ud－yialatuktim血yaγakijuunuqubile

軍隊の巻狩で捕まえられなかったジャガルたちを脚力のある人間125）がどうやって乗

りましょう。

6：01anaba－barbarineseboluγad．0γureuγkbmdnman－lyaγakinbarinunumui

多くの勢子に捕まえられなかった（ジャガルを），盗賊の連中126）が私たちをどうやっ

て捕まえて乗りましょう。

7：Ebestibolbasuerdgbd－berusubolbasuuruγul－baradaliqanidenAta1－aken－ber

草を顎で，水を唇で同じように食べて（飲んで）いました。誰が

13－b

l：TarγulaγSankenkenesetarγulaγSan－ikenmeden－egejikelegedγOdduliqarbum

肥えて，誰それが肥えなかったかを，誰が知っているでしょう」といってかぶら

矢127）を射った（ほどの）

2：Ibjar－aieijdsegdr血bayibi．eigejibayiqu－duQanEjinqoyarJaγal－iminu

距離に行って誇らかに立っていた。そうしているとき，ハーン主君は「わしの二頭の

ジャガルを

3：Bariγad・emegel－yiminutoqugebe・teddiYekeJaγalkelebe・bidaqoyar－yibariqu－du

捕まえて，わしの鞍をつけよ」と仰せられた。そこで大きいジャガルはいった。「われ

われ二人を捕まえるのは

4：YaγuubilegejtikelegedjoγSujubayibai・qOyarJaγalbasakelebe・QanEjinman－i

何のためでしょう」といって立っていた。二頭のジャガルはまたいった。「ハーン主君
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が（もし）私ども（のこと）を

5：Sanaqul－aγurbanjilquralaγadγurbansar－aqaγSaγ－agebeteddiQaγanEjinboγda

思っているならば，三年間休ませて三ヶ月節食させて下さい」といった。それから聖

なるハーン主君は

6：Yekekenggergebendeleded・yeketdmenulus－lyanquriyaba・baγ－akenggergeben

大きな太鼓をたたいて，大きい万戸の属民たち1281を招集した。小さな太鼓を

7：Delededbaγ一a仙menulus－lyanquriyaba・qOlaγaJarOdtuγSan

たたいて，小さい万戸の属民たちを集めた。「遠いところへ行った

14－a

l：QoyarJaγalminuirebe・qOtalais丘nkdselminuyeketenqanuba．yekesnoyan－

わしの二頭のシャガルがもどってきた。わしの九つの望みがすべてかなった」（といっ

て）高官や貴族たち

2：Taγanγurbaneddryekeqorimtalbiba・eigekdddeingkelqorim－udbelge－dd

に（と）三日間大きな祝宴を開いた。その際，喜ばしい祝宴の吉祥に

3：TokildaγulunYekeJaγal－iseterlejdarlγulaba．naγurdalaimetByekeqorim

あわせて大きいジャガルを神に奉献し，浄めた12㌔湖や海のような大規模な宴を

4：KeyibeteddiBoγdaEjinqoyarJaγal－iyanqayirlajuγurbanjilqurlaγulju

もよおした。それから聖主は二頭のジャガルをいつくしみ，三年間休ませる（ため）

5：Talbiba・dakinbarinabeuγurbansar－aqaγSaγaγad・namurunterigdnsar－a－du

（草原に）放った。ふたたび捕まえて三ヶ月間節食（訓練）させてから，秋の最初の

月130）に

6：Yekeaba－tumOrdaba・AltaylqanK6kdiqanqoyar－duayanabatalbiju

大規模な巻狩に出かけた。アルタイ・ハン山とグクイ・ハン山の両地に広く巻狩をも

よおし，

7：Arγaliuγaljinertdg6rdges血－it6ktiger也nabunγarabaaru6bertigel

アルガリとウガールジという名の野獣を倒して通った。北と南（の別）なく

14－b

l：Arγaliuγalji－ylunayqutal－ak6degeugelteg孟igulCIJualaba．yamaramal－yln

アルガリとウガールジを倒し，草原のいたるところ131）ですべてに追いついて殺した。

無数の

2：Abaein－durγayiqam孟iγbolba．aeituQanEjin－iqoyarJaγal－unner－ealdar

狩人たちに驚嘆された132も恩あるハーン主君の二頭のジャガルの名声は

3：Daγurisba．

広まった。

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

3：・・・・・・Baγ－aJaγal－iodtujuγaJarlabagejiEjinbaγanaγurlaγSan－dur
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……小さいジャガルが逃げて牧地をかえた，といって主君がやや怒った。

4：TereeaytururdaEjinBoyda－ylnnlgenkesegoγurCuγulus－ioruγulju

そのとき，以前聖主はひとつの混沌とした国を征服

5：Abqui－durkBl萬g孟injigeiAruγtiTayi孟i－yink6beg也nin仕AltaiBayan－dur

統合した。その際，駿馬の鑑定士アルクタイ・タイシ133）の息子をアルタイ・バヤ

ソ134）に

6：K血色gesenaJlγuuterek6begdnAltaiBayan－imlngγanboruqonin－i

あずけてあった135もその少年はアルタイ・バヤンの一千頭の茶褐色のヒツジを

7：Adaγulajuyabutal－anlgen也de孟iAltaiBayanmal－iyanuγtujnyabun

放牧していた。ある夕方，アルタイ・バヤソが自分の家畜をみよう136）と出てきた

15－a

l：Atal－aqOniadaγulaγSanterek6begdnnlgenqubaqalmOrin－utOluyal－yitebirqu

ところ，ヒツジの番をしていたその少年がひとつの朽ちたウマの頭蓋骨を抱えて

2：Cimai－yikener－ekBl也g－yintoluγaigenem・namai－yikenAruγtaiTayi孟i－yink6beg萬n

「お前を誰が駿馬の頭だと分かるだろう。私を誰がアルクタイ・タイシの息子だ

3：GenemgeJuuyilaqui－durAltaiBayantegtin－iOjigedirqlClenedeger－e

と分かるだろう」といいながら泣いていた。そこへアルタイ・バヤソが少年をみてやっ

てきて「お前はこの（丘の）うえで137）

4：YaγunkeyijBbayinamqonlClnlqamlγ－abaigquyaneaba・terek6beg也nkelebe

何をしているのだ。ヒツジはどこだ」とどなった。その少年はいった。

写真3　聖地オボに奉納された馬頭（モンゴル国ダリガンガ）
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5：Enemorinqubaqaitoluγaler－ejulankdltig－ylntOluγaibayinamgebeurdaeeige

「このウマの朽ちた頭蓋骨（写真3），はオスの炎（のような）駿馬の頭です」といっ

た。（また）「以前私の父親

6：Minuk血g菖injigeibile・tegdnberbieg血idjigeduyilajusaγadababi

は駿馬の鑑定士でした。そのため私はこれをみて泣いていて遅れた，私は。

7：Qoniminubayiqubijegejikelegsen－ddrAltaiBayankelebeminuarban

（私が）番をしていたヒツジはいますよ」と返事したら，アルタイ・バヤンほいった。

「わしの十

15－b

l：Tdmenadaγun－durkdItig＋bayinu＋由geibayinuboluqul－aenemOrin－uqubaqaltOluγai

eimadur

万頭のウマのなかに駿馬はいるか，いないか138）。（もしかしていない）から朽ちたウ

マの頭蓋骨がお前に

2：KBltigboljudjigdebedeiktil厄gtanlqubayinammanaγarertenadaγun－dur

駿馬となってみえたのか。お前に駿馬が分かるなら明日の朝早くわしの馬群に

3：Minukbldgbayinuutigelyuu・SlnJIJuaeagebeteyinboltuγalmanaγar

駿馬がいるかいないか，観察しろ」といった。「分かりました。明日

4：Adaγun－lyanqurlyaJuiregebeteddimanaγaradaγun－lyanqurlyaγadei

馬群を集めてきてください」と（少年は）いった。そこで，翌日（アルタイ・バヤン

は）馬群を集め，「お前が

5：Sinjigebe・tedBiterek6begtinγurbadakinadaγun－durerglnOruJu

みてみろ」といった。そして，その少年は三回馬群に入り，まわって

6：Ujigedegdn－dtireinuktil厄gdgeibayin－a．qarin－niktil厄g－yln

みたあと，「この（馬群）に駿馬はいません。ただし，駿馬の

7：BaγaSubayinamgekdi－ddrtereAltaiBayanaγurlajubasayancIJu

糞139）ならあります」というと，そのアルタイ・バヤンは怒ってまた（少年を）叩い

て140）

16－a

l：Bayital－ager一也nqoyln－anlgenmOrllnCaγabaterek6begdnmanl－yibdd

いたら，天幕の北側に一頭のウマがいなないた。その少年は「私を叩か

2：Yaneigebekbl也g－yindaγunγarunambi孟idgejikelegedγarJudjiktil－e

ないで」といった。「駿馬のいななきが聞こえたでしょう」といって，起きあがっ

て141）みたら，

3：OngγuCunqObuγ－aaClγSanqOyardalun－uγ001dumda－bantaγaratai

水槽と桶142）（写真4）を（背中に）のせ，両の肩のまんなかに（鞍）きずのある，

4：Suqudasegd1－teiqongyuralaγmOrl－yidjigedeneeuqumkdl厄ggecl
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写真4　ゴビ地域の飲水装置（井戸と水槽）

ゆがんだ尾の，可憐なまだらのウマがみえた。（少年は）「この（ウマ）こそ本当の駿

馬という

5：M6ngemektii－dBrted也iAltaiBayanbasaaγurlajuminuarbantdmen

ものです」というと，アルタイ・バヤソはまた怒って「わしの十万頭の

6：Adayun－durbolqul－akBldgtigeiboluγadongγuCaqObuγ－a

ウマに駿馬がいなくて，水槽と桶を

7：AeigsanqongγuralaγmOrieimadurktildgbolbaugeeibasa

のせて運ぶ143）みすぼらしいまだらのウマがお前には駿馬にみえたか」といってまた

もや

16－b

l：Yaneibaeingk也d也k6begBn血gBler萬naiabainamal－yibtiByaneienealaγ

叩きだした。すると少年はいった。「ああ，おじさん，私を叩かないで下さい。このま

だらの

2：Mori－ylyurbanjilqurlaγulajutalbibasumedegdek也．teg仕n一也qoyin－aeimadur

ウマを三年間休ませて放って1叫みれば分かりますよ。そのあとあなたに

3：Er－ekBldg－ylnyabudal－yi也jegtiljB6ggdy－egebetereAltaiBayanteg也n一也

本当の駿馬の走りをみせてあげましょう」といった。そのアルタイ・バヤソは彼（少

年）の

4：Uge－berγurbanjilqurlayulajugeneddegennlgenedBrkijey－eeienekBl萬g

いったとおりに三年間休ませた。（そして）突然ある日，「いつお前はこの駿
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5：Mori－ierdem－inada也jigdlgemegsen－ddrk6begbndgbler也nγurbandabqurolung

馬の才能をわしにみせるのか」と聞いた。少年はいった。「三重の腹帯，

6：Ibrbandabqurquduraγ－agigedγurbanuuda孟arui．γurbanuudaejigi

三重の尻木1451と三袋1461の抄，三袋のエージギ147），

7：Qurudaeijuaea－agebearbantdmenadaγu－banaldaldgeiquraγajubai

ホルート148）を用意して下さい」，また「十万頭のウマを（一頭も）欠かさずに集めて

きて待っていて下さい」

17－a

l：Gebeγurbaergijdirektii－ddreitendedjegejBkelebe．tegun一也tige－

といった。（また）「（馬群を）三回まわってきたとき，あなたはそこでみていて下さい」

といった。少年のことは

2：BerAltaiBayanteremettitbkdgerdnoggugedk6begdnteremorin－i

とおりにアルタイ・／ミヤンはそのように用意した。少年はその（まだらの）ウマに

3：Unuγadarbantdmenadaγun－1γurbadakinerglJu．γurbanuudasiroi－

またがり，十万頭のウマの周りを三回走った。三袋の沙

4：Yiergekdbdrinlgenlgen－lqaγaljutoγuSun－1γarγadk6beghdgdlerdnkdmdn－

をまわる度にひとつひとつを壊し149），沙ほこりをたてた。（そこで）少年はいった。「人

5：Ik6begdnk6gjibe．kdl也g－ylnunaγ一adegjibe．gedyabujuodbatedBi

の子は勝った。駿馬の仔は育った150）」といって逃げ去った。そこで

6：AltaiBayanarγ－a－banolunyadaγadIblJulaBorumorlyuγanbariju

アルタイ・バヤンほ仕方がなく，炎のような葦毛のウマ151）を捕えて

7：Unuγadieiji．aeituboγdaeJlnminuayiladdunsoyurq－a．er－ebi孟i

乗って出発した152㌧「恩ある聖主に申しあげます。ただの男ではなく

17－b

l：Erdenimoribi孟iktildggeeigialdaba．biarγ－a也geibolqu－dueJln－degen

宝である（人材と），普通のウマではなく駿馬というものを失いました，私。仕方なく

主君に

2：Ayiladyanirldgebi．minugertenlgenOlja－yink6begdnbayiγSanbile

ご報告申しあげにきました，私。私の家に一人の捕虜だった少年がいました。

3：Terequruduk6ldgslnjigeibayiγSanaClγuunlgenedBrbimal－iyan

彼は足の速い駿馬の鑑定士でした。ある日私は家畜を

4：Uγtujuyabunatal－aterek6begdnnlgenmOrin－uqubaqaltOluγal－yltebereJu

迎えに出かけたら，その少年がひとつの朽ちたウマの頭蓋骨を抱えて

5：Uyilanbayiqui－durbidjigedeiyaγudgejdsaγunamgeJlaSaγuγSan－dur

泣いていたので，私はみて《お前は何をしているのか》　と尋ねたところ，

6：Terekbbegtinkelebe．eclgeminukdldgslnjigeibile．bienequbaqaltOluγal－
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その少年はいいました。《私の父親は駿馬の鑑定士でした。私はこの朽ちた頭蓋骨

7：Yidjibes也er－ejulakdldg－yintoluγaibayinamgeJluyilabagemenkelekdi－dd

をみて，炎のような（本当の）駿馬の頭だなと（思って）泣きました≫と申しました

ので，

18－a

l：Tegtin－ibiminuarbantdmenadaγun－durkdl也gbayinuuJlgebetere

私は彼に《私の十万頭の馬群に駿馬がいるかみてみろ≫といいました。彼は

2：QoruduminuongγueaqObuγ－aaeigsanquluγuralaγmOri－yiktiltig

群れ153）のなかの水槽や桶をのせた，耳の小さいまだらのウマを駿馬

3：M6ngemenkelektii－dtiteg也n－idge－beryaγun－ikelebestitegdberbdttigeJu

にちがいないと申しました。彼のことばを信じて何といおうとそのとおりに用意して

4：OggBl－eterek6begdnqarin－nikdltig－yiminuunuγadyabuba・eJln

やったら，その少年はかえって私の駿馬に乗って逃げました。主君

5：Minuaraγ－ayaγunbai．ayiladgebe．tedtiiBoγdaEjinjarliγbolba

よ，どうすればよいでしょう」と報告した。そこで聖主は命令を出された。

6：Dzdndd也saylqank6be的nminuBaγ－aJaγal－yiunuJuγurbanaldandegege

「わしのズゥソドゥ・サイハン息子は小さいジャガルに乗って，十五尺の釣つきの槍を

7：Barijumordagebe．eidabasuk也mdnkdldgqoyar－yidabqur－lyarbariju

もって出発せよ」と仰せられた。「できれば少年と駿馬両方を一緒に捕えて

18－b

l：Ir－eyadabasu k也miin－ibarijuir－egemeged DzBnddd Saylqan k6begdn－imordaγulba・

tedditereyabuyad．

こい。できなかったら少年（だけ）を捕えてこい」と命令し，ズゥンドゥ・サイハン

息子を送りだした。そこでズゥソドゥ・サイハソ息子は出発して，

2：nIrbaqonuγSanktildg－ylm6neddrgdieibe．γurbandy－edeb孟ijd

（すでに）三日前に出発していた駿馬にその日のうちに追いついた。三回前進して

3：Kdldg－yint6ngkeliγ－eeetatabasuesegdedkBrbek6begdn－idebel一也n

駿馬の馬衝の鉄錠から引っぱったが154），力が及ばなかった。（今度は）少年の長衣の

4：Jiq－a－aeatataJuabjuqocarubatedtiiqoyaγulansundalaju

裾から引っぼって捕えることができた。そこで二人で（小さいジャガルに）乗って

5：Ibrjiyabutal－a．Baγ－aJaγalboltusJuGkdbe．teddiEjinBoγda

（帰途に）ついたら，小さいジャガルは疲れ果てて死んだ155㌧それを知った聖主は

6：几madajunaimanaldanmangnuγ－lyarOrlyaJuyaSun－isaylqanbariba

悲しみにくれ，（長さ）四十尺のマンヌク鍛子156）で（遺体を巻いて）骨をていねいに

ととのえた157㌧

7：TerecayturAruγtaiTayisi6rldgetide孟iminuk6begdn
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そのとき，アルクタイ・タイシほ朝晩「わしの息子に

1サーーa

l：01jiitd・araγ－atigeikBldg－ylnSayln－itaniqubileergqlurbaju

幸運があるように。（息子は）幸か不幸か158）駿馬の真価が分かるのだ。ふたたび

2：Kejiy－eirekti－ylmedekdmedege仕gelgeji6ndBrdeger－eγarjubaraγan－i

いつもどってくるかを知りようがない」といっては，高いところに登って（息子の）

遠影を

3：Qarajuyabunatal－ageneddennigendde孟ikdldg－yintoγuSunγarqui－yi

眺めていたら，突然ある夕方に駿馬の沙ほこり159）がたっているのを（みて）

4：GerdegenqarlJuiregedem－e－degenkelebe．oylClmedebedenedde孟i

天幕に帰ってきて妻に教えた。「おい，お前知っているか。今夕

5：Ondtirdeger－eγarJuyabutal－a．k皿g－yintoγuSunγarunambile．

山の上に登ってみたら，駿馬の沙ほこりがたっていた。

6：kdl也g－yltaniquktim也nugel・yer也minuk6begtinaraγ－a也geltaniqu

駿馬を知る人はいない。ただわしの息子（だけ）仕方なく知っている

7：Bile・labtaeneminuk6be的nm6nbeterem6nbolqul－a．tegdn－lgBieikd

のだ。絶対これはわしの息子にちがいない。息子だったら，彼に追いつける

1サーーb

l：Moritigeikerbegdieikdbtiges也QaraQaljanmoriγurbandy－edebegekdi－ddr

ウマはいない。もし追いつけるとしたら，頭に白い斑点のある黒馬が三回全力疾走し

たら

2：Araγ－a也geigtiieik也bile・gejikeleged．QaraQaljanmorin－iyanjasanqaγSaγan

なんとか追いつくだろう」といった。そして自らの頭に白い斑点のある黒馬を訓練，

節食させ，

3：Temurcl－yinUran－igerdenodtuγadγurbanaldatemiirdegege

鍛冶の匠の天幕に100）行き，（長さ）十五尺の鉄の釣つき槍を

4：Abuγaduγtujuyabutal－akdm也nugeikdl也gkdrjdirebe．ql

手にして161）迎えに出かけたら，人の乗っていない駿馬が走ってきた。「お母さん，

5：Abuminuk6begdnenekBldg－eeeunaquyOSu也geibile．degereki

お父さん162），わしの息子はこの駿馬から落ちるはずがない。上の

6：TngridoorakiγaJareJlgeddabgejikbl也g－yint6ngkeliγ－eeedegegeber

（父なる）天163），下の母なる大地」といって，さっと駿馬の馬衝の鉄鏡から釣つき槍

で

7：Tatabasugucuesekdr也gedtalbijubey－e－benamuraJuqOyar

引っぱったが，力が及ばずに放った。体を休ませ，二
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2α－a

l：Uy－eerglgdldgedtoγtaγanyadajutalbinilegebetegunce

回遠まわりして止めよう164）としたが，（駿馬は）止まらなかったので，そのまま行か

せた。それ

2：Qoyiγ主idaktiltigγadan－at6rtikdyosudgei．Kitad－un

以来，駿馬は余所で生まれることはなく，漢族の

3：Ibjar－atOγtaquyOSuntegdneeboluγSanteremetdbui

地方でとどまるわけはそこからはじまった。そのようなことである。

4：Irdgelbadaran61jiqutuyoru主i

祝詞が広がり，吉祥が深まるよう。

4・3　QB本：EjenBoγda－yinqoyarJaγal－untuγujiorusiba

－聖主の二頭の駿馬の伝説－

1：Ertenigeneaγ－tuejeneinggisQaγan－u

いにしえのあるとき，主君チンギス・ハーンの

2：BumsBrug－tindoturakiBuγuralUlaγan－aeaErmeg

十万頭の馬群のなかのブーラル・ウラーン165）から，エルメク・

3：CaγaγClngegdd－eeeer－eqOyarJaγalt6rdbegen－e：

チャガークチン（という）牝ウマから二頭のジャガルが生まれたという。

4‥　Tungγalaγm6ren－uJaq－a－du・dobueaγaγula－yln

清らかな大河のほとりで，なだらかな山の

5：Orgildeger－eteSkim－eebdl－dntabuylSu－yinkditen－dd

いただきで，厳しい冬のもっとも寒い1661ときに1671，

6：DoγSlnqOr－a－ylnedbrunaγalaγSanqOyarJaγalgen－e：

猛烈な吹雪の日に生まれた二頭のジャガルであるという。

7：UnaγanSalai－nlqataγadui・tarγuγqand6rbentuγurai

仔ウマがぬれたまま168－乾かないうちに，柔らかい169）四つの蹄

8‥　AnuaγSiγadui－durErmegCaγaγClneke－bentoγurin

がまだ乾いて固くならないうちに，エルメク・チャガークチン母（のまわりを）まわって

9：Toγlajuyabuqui－daγanttinggerceg一也neinegen

遊びだした。走るときには陰のうくらいの

10：Cilayun－ittilkinunaγaJu・ayaγ－a－ylneinegeneilayun－i

小石を動かし，お椀くらいの小石を

11：Alusqolaqayalannaγadeubayital－a．EjenCingglS
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遠いところまで蹴飛ばして遊んでいた。主君チンギス（・ハーン）が

12：Yekeabatalbijuyabuqui－daγan．UlaγanBuγural

大規模な巻狩をもよおし，出かけるときに，種雄ウマのウラーン・ブーラル

13：Ajarγ－a－yinErmegCaγaγClngeguu－ylner－eqOyarJaγal－un

と牝ウマのエルメク・チャガークチンから生まれた二頭の雄のジャガルが

14：Toγ1ajunaγadunbayiqu－ylaJlyaranuJeged

じゃれたり遊んだりしているところをじっくりみて

2

1：YekedebayasJu・SlnjilenuJegedsaylnJayayatukdldggemen

大いに喜んだ。（ハーンは）観察してから「好運の駿馬だ」と

2‥　SayisiyaJu・eClgetngrl－ylnminuqayirlaγSaner－eqOyarJaγal

はめた。（また）「父なる天から賜った二頭の雄のジャガルだ」

3：GemenmaγtajuylSugedyis也gedgegh－dBrtelelenk6ktig叫匝6sgeged

と称えた。九頭ずつの牝ウマに授乳させて育てあげた。

4：UnaγaanuduniuyaJu・daγ一aanudunidabtaju．Soyolangeaγtur

一才馬のときにつなぎ，二才馬のときに疾走させ170），五才馬のときには

5：QuyaγlajujiγSaγanγurbansar－aqaγSaγaju．nigeneddrEjen

武装して整列したものだ。三ヶ月節食させて，ある日主君（チンギス・ハーン）が

6：Jarliγbolurun・eneqOyarJayalmori－baneneeddrsorlJu

命令を下した。「この二頭のジャガル馬を今日試して

7：Ujey－egemegedyekeeerigaba－bank6delgenyabuqui－dur．k6keeinu－a

みよう」といって大勢の勢子たちを率いて出発した。そのとき蒼き狼1711の

8：Nigenb61dgdaγariγduγSan－ik6delgelBgelCOmdaγarinunaγaJuγarba：

一群に出あい，（一匹も）逃すことなくことごとく倒してやった。

9：Arγaliuγalja－ylangnank6gegebes也．arγ－adgelgdieigdejdalayulba：

アルガリやウガールジほ狩りたてられ，仕方なく追いつかれて殺された。

10：Yamarmal－ylnabaeinnlgenqOyareueSegdieibegen－e：

あらゆる勢子たちのなかで一人二人だに（二頭のジャガルに）及ぶものはいなかった。

11：EndeqoyarJaγal－duruyaraqusedkelt6ruJu．ukilaqu

ここで二頭のジャガルに悲しみの念が生じた。泣いて

12：Nilbusunγaryaba‥qarlJuiregsen一也qoyln－a・Baγ－aJaγal

涙を流した。帰ってきたあと，弟の小さいジャガルは

3

1：Deguulnd．YekeJaγalaq－a－daγankelebe：abuγalminu．ei

兄の大きいジャガルにいった。「お兄さん，あなた

2：Bidaqoyaryabuy－a．aSaraJuunuquanuErkeJigerdebisid：
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と私二人で行きましょう。いたわって乗るのは大事な褐色馬ではないか。

3：Alanbulanunuquanueibidaqoyarbayinam：qayirlajuunuqu

殺されるほど乗られるのはあなたと私の二人でしょう。可愛がって乗る

4：AnuQar－aQulabayisiu：qataγuSirdg也n－ddunuquanu

のは黒金色馬でしょう172も厳しいとき，寒いときに乗られるのは

5：Cibidaqoyarbayinam：emegen－lyenmetdsanaγeiErkeJigerde

あなたと私の二人でしょう。自分の妻のように思われているのは大事な褐色馬

6：Bisid：eng一也nmetdsanaγClanueibidaqoyarbayinam：

ではないか。何とも思われていないのはあなたと私の二人でしょう。

7：Qatun－iyanmettisanaγeiQar－aQulananubisiB．

自分の妃のように思われているのは黒金色馬ではないか。

8：Qaratanmetdsanaγeianueibidaqoyarbayinam：

敵のように思われているのは，あなたと私の二人でしょう。

9：Abuqai－banmetdsanaγeiAIJulaBorumoribisid：

お嬢さんのように思われているのは赤い炎のような葦毛馬ではないか。

10：AlanBulanasaneilaγeianueibidaqoyarbayinam：

殺されるほどつまらぬ者（とされる）のはあなたと私の二人でしょう。

11：Abuγaiminueibidaqoyaryabuy－a：AltaiQangegeiγajarbayinam

お兄さんよ，あなたと私二人で行きましょう。アルタイ・ハンという地があります。

12：Agisibaγebesd－telgenem：aru6bdr也geluSu－taigenem：

自ヨモギやニガヨモギの草があるといいます。山陰にも山陽にも水があるといいます。

4

1：AldaγulunkBrjdamarajukebtey－e：

逃れて行って休んで寝ましょう。

2：K6kdiQangegeiγajarbayinamk6btebdriebesd－teigenem：

グクイ・ハンという地があります。盆地ごとに草があるといいます。

3：K6gBrembtiriebestiusu－taigenem：gdydj也kdrjdurbajuk6rbejdkebte－e：

草原一面に草と水1731があるといいます。走って行って寝ころがって休みましょう。

4：Qouqai－yinIhrbaneabeiyurgegeiγajargenem．

ホーハイン・ブルバン・ジャブチュールという地があるそうです。

5：Ibrbibdriebesd－teigenem．

谷ごとに草があるといいます。

6：IbtuγurbbrinquJlr－talgenem：

窪地ごとに塩があるといいます。

7：Qoladjuktirjtiurbank6rbenamaray－a：

遠く離れて行って寝ころがって休みましょう。

548



楊　『チンギス・ハーンの二頭の駿馬』について

8：Aiabaimindaldaγuljuk血色y－e：

ああ，お兄さんよ，逃げて行きましょう。

9：Amrajukebtey－e．bosjuidey－e：

ゆっくり寝ましょう。起きて食べましょう。

10：QalaγunedtirbarinambisiB．qatatal－aeiletel－euyanambisid：

暑い日に捕えられるのではないか。干あがって耐えられないほどつなぐではないか。

11：Qar－aSir－atOqumtOqunambisid．qayireilaγuemkBgtiltinembisiti：

黒や黄色の鞍敷をつけるではないか。砂利や小石を食わせるではないか。

12：Abuγqalminuyabuy－a：

お兄さんよ，行きましょう。

5

1：Kbitened也rbarinambisib．k6ketemdremkugdldnembis沌：

寒い日に捕えられるではないか。青ざめた鉄（の馬街）をはめさせるではないか。

2：Gdrdmeltoqumtoqunambisid：kditeneasuemktigdlnembisiti：

絨毯の鞍敦をつけるではないか。冷たい雪を食わせるではないか。

3：Yaγakiy－aabuyalminu．yabuy－agebe：degd沌BoruJaγaltere

どうしよう，お兄さん。行きましょうよ」といった。いとしい弟のジャガルがその

4：Mettinlγujukelekd－d也r．YekeJaγalaq－adeg心血Baγ－a

ようにこっそりいうと，兄の大きいジャガルが弟の小さい

5：Jaγal－daγankelebe：aiinaγBoruJaγalminu：ClyaγugeJu

ジャガルにいった。「ああ，愛する可憐なジャガルよ，お前はなぜ

6：Ingkejtioyitunambile：er－ektimtinbayarlabaeumanglaidltiqaγarnam

このように不満なのだ。男は喜んでも額が割れることなない

7：Gel－e：aγtamOritarγulabaeusaγariBl也ijarnamgel－e：

という。去勢馬は肥えても皮がひび割れることはないという。

8：AiinaγboruJaγalminuyaγungenem：

ああ，いとしいジャガルよ，何てことをいうの。

9：Qadan－uebesdqaγdataieubolba：qalaγurambayijuidey－e：

岩の草に小石がまざっていても，注意して1741食べよう。

10：Butan－uebes也boγtaieubolba：bolγurambayijuidey－e：

草むらの草にほこりがあっても，払いおとして食べよう。

11：AiinaγboruJaγalminuyaγungenem：man－luJegSenkdmtin

ああ，いとしい可憐なジャガルよ，なぜこんなことをいうのか。私たちをみた人は

12：Kdmdn一也gejiik6gegendldekdbije：dayisun－ugejddayaγarbldekd

他人のウマだといって追いはらうだろう。敵のウマだといってみんなで追う

13：Bije：
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だろう。

6

1：JirliggeJujebe－berunaγaqubije：AiinaγboruJaγal

野生のウマだといって矢じりで倒すだろう。ああ，私のいとしいジャガル

2：Minuyaγungenem：

よ，何てことをいうのだ。

3：EjengejtieinggisQaγan－duradaliejenoldaqubuyu．

主君というとチンギス・ハーンと同じ主君は見つかるのか。

4：EjigejdErmegCaγaγClnge的n－ddradalieJlOldaqubuyu：

母親というとェルメク・チャガークチンと同じ母親は見つかるのか。

5：Eyin－kdsanaqul－abayiγaSiabaiminu：arbansar－aboltal－a

このように思えばやめよう。母親が十ヶ月間

6：Gedesdn－degenergtigsen．angglrSlr－auγuraγ－lyanSayln

自分の胎内でやしない濃厚な黄色い初乳をていねいに

7：K6kdgdl厄gsenqotuγurniruγun－lyaneiletel－eerg也gsen．

吸わせ175），くぼんだ背中が疲れるまで背負い，

8：Qongγuriir－auγuraγ－iyansayink6kdgdl厄gsenErmegCaγaγein

愛情たっぷりの黄色い初乳を大切に飲ませたェルメク・チャガークチン

9：Ejiytigenyaγakijumartay－agenem：6sgent6rugdldgsen

母をどうして忘れることができようか。育て生ませた

10：UlaγanBuγuralaγalyuγanyaγakijumartay－agenem：

ウラーン・ブーラル父をどうやって忘れようというのだ。

11：EddgeqanilaγSanOlannbkdd－iyenyaγakijumartay－agenem．

これまでつきあってきた多くの友人たちをどうやって忘れようというのだ。

12：AiinaγBoruJaγalminuyaγuningkinamgeJuqOrital－a．

ああ，いとしいジャガルよ，どうしてこう（不満）なのだ？」と（大きいジャガルが）

止めても

7

1：EsetoγtaJu6nddrquvadobundeger－eγarJu．qaranqaranyabuju．

聞かず（に行った）。高い丘陵の上に登り，（小さいジャガルの後ろ姿を）みながら行

くうちに

2：Udebolqu－duγurbanuliyasunmodun－uSegdder－tdsegdderlejd

昼になるころ，三本のポプラの木の陰で涼しんで

3：Bayiqu－du：d6rbenJug－eeeindd6rben6nggettiAltan／hrγuldai

いると，四万（八万）から四色で金色の雉（などの）

4：SibaγudbosunJlrgebe：urduγaJar－unebesdindunaγ－a
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鳥たち176）が飛んできてさえずった。「南の土地の草は一才馬や

5：Daγ－aeimk也kdmetdsaylqanbayinam：qOyiduγaJar－unebesdir山

二才馬がつまんで食べられるくらい177）高いよ。北の土地の草は

6：Qoniqurγ－aeimkiktimetdbayinam：urduγajar－unuSuanunaγur

ヒツジや仔ヒツジ178）が（やっと）食べられるくらい低い17㌔南の土地の水は湖や

7：Dalai－duradalibayinam：qOyiduγaJar－unuSuanuqOylγ－unSibar

海と同じだよ。北の土地の水は中洲の泥や

8：Saleiγ－turadalibayinam：basaurduyaJar－uner－e－ylngeJlgeir山

泥水と同じだよ」といった。また「南の土地の男の髪は

9：Aldakigeddelimsaylqanbayinam：qOyiduγaJar－uner－egejige

五尺も三尺も（あって）立派だ180㌧　北の土地の男の181）髪は

10：Ⅰ鵬imaγan－uSegdl－teiadalibayinam：basaurduγaJar－un

ヤギの尾と同じくらい（短い）」といった。また「南の土地の

11：Aγta－ylnγuy－a．teberijbbaγtaSlugelmetdsaylqanbayinam：

去勢馬の大腿は，抱えきれないほど（太く）立派だ。

12：Qoyiduγajar－unaγta－yinγuy－agegdrjegen－eeareaγan－uγuy－a－dur

北の土地の去勢馬の大腿はバッタやコオロギの脚と

8

1：AdalibayinamgeJuJlrgebe：

同じだよ」とさえずった。

2：Qareaγaisibaγunqadandeger－eSaγunjirgebe：

（今度は）鷹（という）鳥が岩の上にとまって鳴いた。

3：QaγanEjen一也qoyarJaγalγajarlaquyosunteがn一ccebolba：

ハーン主君の二頭のジャガルが牧地をかえた次第はそこからはじまった。

4：BoγSlrγ－aSibaγunbosunJlrgebe：

スズメ182）（という）鳥がとびたちさえずった。

5：BoγdaEjen一也qoyarJaγalγajarlaquyosuntegdn－eeebolba：

聖主の二頭のジャガルが牧地をかえた次第はそこからはじまった。

6：AltanIbryuldaisibaγuuliyasunmodun－um66irdeger－eirenJlrgebe：

金色の雉（という）鳥がポプラの木の梢の上に飛んできてさえずった。

7：AγtaqOyarJaγalγaJarlaquyosuntegtin－eeebolba：

去勢馬の二頭のジャガルが牧地をかえた経緯はそこからはじまった。

8：K6kBiQan－uarudakiK6kdgesibaγuirenjirgebe：

グクイ・ハン山の北にいるホトトギス（という）鳥が飛んできてさえずった。

9：K6gerdkdiqoyarJaγalqolaγaJarlaquyosuntegh－eeebolba：

いとしい二頭のジャガルが遠く牧地をかえたことはそこからはじまった。
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10‥　Tedegersibaγun－id6rbenJug－eCeJlrgekdi－dBr・tereqOyarJaγal

それらの鳥が四方からさえずるとき，二頭のジャガル

11：Moriqoyareiki－benserteylJu・Seg也1－iyensaγSayilγaJu．qamar一

馬は両の耳をそばだて，尾をさかだて，鼻

12：IyanqoukirjueingnanbayiyadqaylratuBaγ－aJaγalγajarlan

を鳴らして聞いていた。可愛い小さいジャガルが牧地を

13：yabuba：

かえていった。

9

1：TereJaγalmori：

そのジャガル馬は

2：T由rgenttigenyabuqui－dur

速く速く行くときは

3：T也nggerceg一也neinegeneilaγun－ik6delgen．

陰のうくらいの石を蹴とはし，

4：Arγararγaryabuqui－dur

ゆっくりゆっくり行くときは

5：Ayaγ－a－ylneinegeneilaγun－ieokilanyabuba：

お椀くらいの石を動かして行った。

6：TedtiiQouqai－yinIbrbaneabeiγur－ijorinyabujukbrjd

ホーハイソ・グルパン・ジャブチュールを目指して行く

7：Bayital－a・YekeJaγalaq－aanudegddBaγ－aJaγalruntoγuSun－i

うちに，兄の大きいジャガルは弟の小さいジャガルのほこりを

8：Qarajubayiγadesetes也n・qOyin－a－aeakdrjtiirekd－degenqar－a

眺めていて我慢できなくなり，あとを追うようにして走った。（大きいジャガルは）

9：K61Bs也－benγarγaJu・qamar－lyanSartayiju．araylqangeJu．

汗びっしょりになり，鼻をひろげ，やっとのことで

10：AmitemeeekdmetBgtiieee也irebe：

命をかけるように追いついてきた。

11：Teres6niQaγanEjennoyirsuγSan－u－banqoyin－ajigdddlebe：

その夜，ハーン主君はお休みになってから夢をみた。

12：ErtebosjuBoyulMeeen－degenjarliγbolba：

朝起きて侍臣のメチンに仰せられた。

10

1：Erketdeeigetngrl－eCeeSiteit6rdgsenerkeqoyarJaγalminu

「偉大な父なる天から正統性をもって生まれた可愛い二頭のジャガルが
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2：NeyildnγajarlabageJuJlgdddlebebi：

つれだって牧地をかえた，という夢をみた，私。

3：Qaγantngrieeige－eeejayaγatait6rdgsen

父なる天帝のおいつくしみにより生まれた，

4：QayiratuqoyarJaγalminu．

私のいとしい二頭のジャガルが

5：Qaribolunγajarlabagejtijigdddlebebi：

異郷へ出奔した，という夢をみた，私。

6：Ai・BoγulMeeenminuaduγun－duroruJuuJe．也nenbuyuqudalbuyu：

ああ，侍臣メチンよ，馬群へ行ってみよ。本当かうそか（確かめよ）。

7：Unenb6gesutabun6ngged6rbenqarトylnulus－turminuerte

（もし）本当だったら私の五色四夷の国に朝

8：Manaγartungqaγ6ge也euγlaγuljuir－egebe：

早く命令を発して集めてこい」と命じた。

9：TeddiBoγulMeeenaduyun－duroruJudjibesu．qoyarJaγal

そこで侍臣メチンが馬群に入ってみると，二頭のジャガルは

10：Ugeiaeuγu：ErmegCaγaγClngegunir血eylSlteylSlqaraJu．

いなくなっていた。牝ウマのエルメク・チャガークチンがあちらこちらをみながら

11：Qoyarnidtin－eee－bennilbusuγarγaju．qoyark6ktin－eee－bensdneoburiγulju

両眼から涙を流し，両乳房から乳をたれ流して

12：Bayiba：teddiBoγulMeeenertemanaγaryabuju．tabun6ngge

いる。そこで侍臣メチンが朝早く出発して五色

11

1：D6rbenqarl－ylnulus－lyaneuγlaγuljuabeiraba：iregsen－dqoyln－a：

四夷の国ぐにを招集してきた183㌧（集めて）きたあと，

2：AeituQaγanEjen

恩あるハーン主君は

3：AIJulaBorumorin－daγan

赤い炎のような葦毛馬に

4：Altanemegeltoqum－lyentOquJu．

黄金の鞍と鞍数を敷いて

5：Altansaγadaγ－lyanbdseljd．

黄金の矢筒を帯び，（そのなかに）

6：AlangglrCaγannOmun－lyandtirtijti．

松の木184）（で作った）白い弓を挿し，

7：Alnaeinqarcaγai－banbariγulju．
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赤い隼や鷹を腕にとめて

8：Amacaγan孟ir－anOqai－bank6ttilgeJu．

口の白い黄色い犬をつれ，

9：AγtaqOyarJaγal－iyanerikBi－dtir．

二頭のジャガルをさがそうと（するとき），

10：Aba－ylnyekeulus－taγanJarliγbolba：

すべての勢子に命令が下された。

11：Ter－eqOyarJaγal－iminukenkdmdngtiieebestibtidqarbu：

「わしの二頭のジャガルに誰が追いついても射ってはならない。

12：damdam－lyartuSjuuγtujubari：

何重にもかこんで正面から捕えよ。

12

1：TerebariγSankdmdn－ddd6rbenqoslγumal－aeategSlqubiyaJu

捕えた者には四種類の家畜からそれぞれ同じ数を分け

2：Oggtiy－egebe：KbkBiQan－u6bdr－iyereubunyabujuAltaiQan－u

あたえよう」という。また「グクイ・ハン山を南から流れるように行き，アルタイ・

ハン山の

3：Aru－barabuljiy－a：t6b一也nktim也ntdrgenyabu：Odui－yinkdmdnuridyabu：

北で狩りをしよう185も　中央の勢子は急いで行け。先鋒の勢子は先に進め。

4：Takim－unkdmdntasuranbtidqoeurgejtijarliγ6ggdged．K6ktiiQan一

両翼の勢子たち（の列）は割れて遅れてはならない」と命令した。グクイ・／、ン山

5：U6bdr－iyerAltaiQan－uaru－barabuleijuirekdi－dtir．YekeJaγal

の南，アルタイ・ハン山の北を席捲してくるとき，兄の大きいジャガル

6：Aq－aanuBaγ－aJaγaldegt拍－degenaba－yinkBmdnirebegejddakin

が弟の小さいジャガルに「巻狩の人が来た」と何回も

7：Dakinkelekd－d也rBaγ－aJaγalkelebe：aiabuγalminueiem－ekdmdn

何回もいうと，小さいジャガルが答えた。「ああ，お兄さん，あなたが女の人

8：Metdoqurqansanaγ－a－taieinuyaγubui：eibidaqoyaγula－yl

のようなあさはかな考え方をもっているとはどういうことですか。あなたと私の二人

に

9：Gdieiktibayituγalman－ubar－a－ylqaraqumOritendebuibilid：

追いつくどころか，われわれの遠影も眺められるウマが彼らのところにいますか。

10：Bar－a－ylmlnlqaraqubolqul－aAIJulaBorumorlyaγakinambolba：

遠影を眺めるぐらいなら，赤い炎のような葦毛馬に何ができるというのでしょう。

11：Tegebeedyaγunbui：γalugelyabuy－aabaiminu：t6b－dnkdmiin－dti

それでも何ともないですよ。心配しないで行きましょう，お兄さん。中央の勢子には
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12：ToγuSun－lyandjegdey－e．Odui－yinktimdn－ddbar－a－banqaraγday－agebe：

ほこりをみせてやりましょう。先鋒の勢子には遠影をみせてやりましょう」といった。

13

1：K6kdiQan－u6bdr－idabanγarqu－dur．

（また）「グタイ・ハン山の南を登ってとおるときに

2：K6keqaljanbuγu－yllSguJlnunaγajubaγuy－a：

額に白斑のある青い鹿を蹴り倒して行きましょう。

3：AltaiQan－uarubaγuqu－dur

アルタイ・ハン山の北186）を下りるときに

4：Arγaliuγalja－ylgiskilejdbaγuy－a：

アルガリとウガールジを踏み倒して行きましょう」といった。

5：Terekelegsendge－berlSguJlnunaγajuγarunOeiba：

そういったとおりに蹴とはし倒して出ていった。

6：Qaγan．K6k也iQan－u6ndtirdeger－eγarju．bar－a－yitasurtal－a

ハーンはグクイ・ハソ山の頂上に登り，（二頭のジャガルの）姿が消えるまで

7：Qarajubayiγad．esegdieegsen－ddBoldu－yinBorutal－adeger－e

眺めていた。追いつけなかったので，ボルドゥイン・ポロ・タラ（という野）

8：BaγuJu．tOqum－iyandelgejti．bdse－benkdjdgdn－degenelgdjd．…‥

に駐営し，鞍数を敷き，帯を（はずして）頸にかけて187）……

9：……（欠落）tngri－yinqayir－a－barqaγanbolbabi．γaγeaγar－banyaγakiju

「……天のおいつくしみによりハーンになったのだ，私は。一人でどうやって188）

10：Egelddrjdqarly－a：ermegelSayln－lyarqaγaneSeboluluγ－abi．

（馬具を）背負って帰ればよいのだろう。勇猛な力でハーンになったわけではないのだ，

私は。

11：ErketdtngrleClge－ylnJayaγan－lyarqaγanbolbabi：

父なる上天から運命によってハーンになったのだ，私は。

12：Emegel－iyenyaγakijuegdrjuqarly－abi．

鞍をどうやって背負って帰ればよいのだろう。

14

1：01anyekeababolunambije……（欠落）yaγun－iyanjiγSaγan

大勢で大規模な巻狩になったら189），どのウマを整列させ，

2：QaγSaγay－a：kdiyekeababolunambijeyaγun－iyanemegelley－ebi：

（どのウマを）訓練しよう。五百戸からなる巻狩のとき，どのウマに鞍をつけよう，私

は。

3：Ktindtiyekeeerigbolunambujayaγun－lyanquyaγlay－abi．

重大な軍事行動のおりに1叫）何に鎧をつけよう，私は。
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4：Qaratandayisunbolqul－ayayun－iyanununam：

狂暴な敵があらわれたらどのウマに乗ろう。

5：QayiranqoyarJaγalminugejdqayilaba：

（何と）惜しい私の二頭のジャガル」と悔やんだ。

6：TeddigulCegSendgeiEjenBoγdager－tegen6gedeboljuqariba：

とうとう追いつけなかったので，聖主は天幕へともどっていった。

7：QoyarJaγalQouqai－yinIbrbaneabeiγur－tunutuγlaba：

二頭のジャガルはホーハイン・グルパン・ジャブチュール191）に（着いてそこを）故

郷とした。

8：Ibrbanjilbolqu－duBaγ－aJaγalsaγarimetentarγulba．YekeJaγal

三年たって小さいジャガルは皮がひび割れるまで肥えたが，大きいジャガル

9：AnuqatajuJuSugSenmOrinmetdyabubai：eingkijdbayital－a．

は，やつれて細くさばかれたウマ192）のように過ごした。そうしていると，

10：Baγ－aJaγaldeguuln也YekeJaγalaq－a－daγankelebe：

弟の小さいジャガルが兄の大きいジャガルにいった。

11：Aiabuγalminueiebdl一dntaγbolqul－aqOyarqaCar－tureinu

「ああ，お兄さんよ，あなたは冬になると両の頬に

12：Ayaγ－a－ylnClnegem6sdk6rdjtiyabunam：Jun－ueaγbolqul－aqOyar

お椀ほどの氷ができて暮らす。夏になると両の

15

1：QaeareinuqaleaγayiraγSanmetdyabuqueinuyaγunbui：

頬ががさがさになるほど暮らすのはどうしてなのですか。

2：Ebesdn－ibolbasuered－beriden．usun－ibolbasuuruγul－iyaradaliqan

草はあごで（噛んで）食べ，水は唇で同じように

3：UuγuJuatal－a．aiabuγalminueiarusu－taisirbdsii－tei

飲んでいたのに。ああ，お兄さん，あなたは皮も筋肉も

4：IngkijiqataγSaneinuyaγunbui：aeituabaiminu．eimayitiktigtiljd

こんなに193）痩せてしまったのはなぜなのですか。恩人のお兄さんよ，あなたを死な

せたら

5：Arusu－ylClnlemhsbddbi．mlq－a－yieiniidebetibi：abaiminu

その皮を着よう，私。その肉を食おう，私。お兄さんよ，

6：Sanaγ－a－bannadakelegeslgemekdi－dBr．YekeJaγalanukelebe：：

考えていることを私に話して下さい」といった。そこで大きいジャガルが語った。

7：AiinaγboruJaγalminu：eiomuγ－lyandaruγadui．aγuSgi－ban

「ああ，いとしい葦毛のジャガルよ，お前は血気を抑えないで，怒りも

8：Qataγaduieinuyaγunbui：inaγboruJaγalminu6sgen
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和らげないでどういうことなのだ。いとしい葦毛のジャガルよ，育てて

9：T6rtigdlugsenErmegCaγaγClneJlyugensanaqul－a・abuγalClnubi

生ませたェルメク・チャガークチン母を思えば，兄の私は

10：Ebesdn－ddrered－benkdrgejdyadaba：uSun－dururuγul－iyan

草にもあごをつけることができない。水にも唇を

11：KdrgeJuyadaba‥aiinaγboruJaγalminu：

つけることができないのだ。ああ，いとしい葦毛のジャガルよ，

16

1：01anyekeababolunambile．

大勢からなる大規模な巻狩になるのではないか，（そのときには）

2：Ulus－unuridjiγSaγaJuqaγSaγadaγbile

仲間たちより先に整列し，訓練してもらえたのではないか。

3：Ulaγanemegeltoqum－lyantOquJu．

赤い鞍と鞍数をつけてもらい，

4：UlusMongγ01－unemiin－eerkimslgdl厄nk6dBljdirenembile：

モンゴル国の先頭に（立って），羨望されながら出発したのではないか。

5：K6kBiQan－u6ber－iyerbaγunirekdi－ddr

グクイ・ハン山の南を下りてくるとき，

6：K6keqaljanuγalja－yibaγulγaniregeduγtulunqarbunambile

額に白い斑点がある青いウガールジを追いおろして，向かって射ったのではないか。

7：K6bein ulus mini

大勢の人びとが

8：Kdrje－ylneinegen孟idti－ylminutatajuγaylqadaγbile：

私たちの鍬ほどの歯194）を引きあけて驚嘆したものだ。

9：Ebes血一也uJlgdr－iidebe誠・uSun－utungγalay－luuγubaeuyaγun．u

草の（柔らかい）葉先195）を食べても，清水を飲んでも，何の

10：Tusagejdkelegedukilaqui－durBaγ－aJaγalkelebe：

役に立つのであろう」といって泣いた。そこで小さいジャガルがいった。

11：AiabuγalCler－ekdmdnmetderbiserbisgeJulniyかyabuqubuij－a：

「ああ，お兄さんよ，あなたは男らしく豪快に1％）笑って暮らすのだ。

12：Em－ekBmdnmetdirbesirbesgejtiukilaquanuyaγungejdkeleged．

女みたいにめそめそと泣いて何ということですか」といった。

17

1：Baγ－aJaγalanujdbqandunlnlyejti．buruγuqandunukilaju．

小さいジャガルは顔で笑い，心のなかで泣いた。

2：Geneddeuyaraqusedkilt6ruJugenegerenebesd－ylnlgeqOyarqajalan
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突然心が打たれ，悲しくなって草を一口，二ロ噛んで

3：Bayiγadkelebe：aiabuyalminu．eisaylnebesd－yiide．sayln

からいった。「ああ，お兄さんよ，あなたがよく草を食べ，よく

4：Usu－yluuγu．Sanaγ－a－banamaraJuSaγarimetentarγuluγSan

水を飲んで，心をおちつかせて皮がひび割れるほど肥って

5：Qoyin－ayabuy－agebe：

から行きましょう」という。

6：YekeJaγalanuj6bgejdkeleged．ebesdusu－yiidenuuyuJu

大きいジャガルは「そのとおりだ」といって，草や水を食べて飲んで，

7：Urbank6rbenbey－e－benamaraJuuridakimetBtarγuluγSan－u

くりかえし寝転がって体を休めて，以前のように肥った

8：Qoyin－aBaγ－aJaγalkelebe：aiabuγaiminu：yabuy－aedugeqariy－agebe：

あと，小さいジャガルがいった。「ああ，お兄さん，行きましょう。今から帰りましょ

う」という。

9：Tegejdkelek由一dtiYekeJaγalanubayarlanqatariba：Baγ－aJaγal

そういったところ，大きいジャガルは喜び，小走りした。小さいジャガル

10：AnustigsdggeJuyabuba：6ber－tinγaJar－taγanqarlqubolqu－

はゆっくりゆっくり歩きだした。自分たちの故郷に帰ることになり，

11：DurBaγ－aJaγalanukelebe：aiabuγalminu：γurbansar－a－yln

小さいジャガルは（また）いった。「ああ，お兄さん，三ヶ月の

12：Ibjar－1γurbanqonuγ－tukBrtiy－e

道のり197）を三日三晩で着きましょう。

18

1：BoljumursibaγuJlrgikBi－ylnuridun

スズメという鳥がさえずる前に

2：BoγdaEjen6gedebolqu－ylnuridakdrtiy－e：

聖主がお目覚めになる前に着こう。

3：Qayiraγun－aSibaγujirgikdi－yinurida

雲雀という鳥がさえずる前に，

4：QaγanEjen6gedebolqu－yinuridak血色y－e：

ハーン主君がお目覚めになる前に着こう。

5：AltanIbrγuldaijirgiktii－ylnurida．

金色の雉がさえずる前に

6：AeituEjen－lyen6gedelekd－ylnuridak血色y－e

恩ある主君を起こす前に着こう。

7：Ulaγannarayarqu－ylnurida．
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赤い太陽が昇る前に

8：Unaγ－adaγ－abarilaqul－ylnurida．

一才馬や二才馬を捕える前に

9：Osgent6rtigdldgsenUlaγanBuγuralaγai－daγan

育て生ませた父のウラーン・ブーラルに，

10：Ergdnt6rugtildgsenErmegCaγaγClneji－degen

はぐくみ生んだ母のエルメク・チャガークチンに

11‥　EdbiolanqanilaγSann6kdd－tegen

多くの親交していた友人に（会うために），

12：Ursiralaqu－ylnuridaktirdy－egemenkelegedjergecln

草の実が黄色くなる前に着こう」といって，二頭が並んで

13：Qatariγad・γurbaqonuγ－tukdrjdirebe：

走った。三日三晩で帰りついた。

19

1：QoyarJaγalkdretiiregsen一ds6niBoγdaEjenqoyarJaγal－i

二頭のジャガルが帰ってきた夜，聖主は「二頭のジャガルが

2：Irebegejdjigdddlebe：QaγanEjenertemanaγarSerigedBoγul

帰ってきた」という夢をみた198もハーン主君は朝早く起きて侍臣の

3：Meeen－degenjarliγbolba：qaγantngrl－eCeJayaγatait6rdgsen

メチンに仰せられた。「天帝より運命によって生まれた

4：QoyarJaγalminuqarijuiregsen－iqajaγarlajubayinamgejd

私の二頭のジャガルが帰ってきたところ，馬衝をつけているという

5：Jigdddlebe：erketdtngrl－eCeeSi－teit6rdgsenqoyarJaγalminu

夢をみた。偉大な天から正統性をもって生まれた私の二頭のジャガルが

6：Ergijbiregsen－iemegellejdbayinamgejdjigBddlebe：dnenbuyu

もどってきたところ，鞍をつけているという夢をみた。まことか

7：Qudalbuyu：ertemanaγaraduyun－durorujutijegejdjarliγbolba：

うそか，早くわしの馬群に入って確かめよ」とおっしゃった。

8：QaγanEjen一也jarliγ－iyarBoγulMeeenaduγun－duroruju¢jebesd．

ハーン主君の命令にしたがって侍臣メチンが馬群に入ってみると，

9：ErmegCaγaγClngeg也nekeindeylnteyinqaran・qOyarJaγalyuγan

エルメク・チャガークチソ母があちらこちらを見まわし，二頭のジャガルが

10：Iregsen－luJeJu・qOyark6k也n－eeeStineoburiγulju．qoyarniddn一

帰ってきたのをみて，両の乳房から乳を出し，両の眼

11：Eee－bennilbusuasqaraγuljubayiba：qOyarJaγalanuErmeg

から涙を（たくさん）流していた。二頭のジャガルほエルメク・

559



国立民族学博物館研究報告　24巻3号

12：CaγaγClngegbn一也endetende－eeeir山qaraJuS6gbrdnbayiba：

チャガークチン母のあちらこちらをみて，こすったりして甘えていた。

20

1：BoγulMeeenbarinyadaju．UlaγanBuγuraleeige・Ermeg

侍臣メチンは（二頭のジャガルを）捕まえられず，ウラーン・ブーラル父とェルメク・

2：CaγaClneke－teiintieldejdiregedejen－ddrqoyarJaγal

チャガークチン母らを一緒に（ハーンの官帳まで）追ってきた。「二頭のシャガルが

3：IrebegeJumOrin－udeger－eeebarkiraγSaγarirektii－dtir．

来ました」とウマの上から叫びながら走ってきたとき，

4：Qaγanejensonusuγadn6mdgendebel－iyenyabunyabunqaneuyilayad

ハーン主君は（それを）聴いて肩にかけていた長衣を歩きながら袖に手を通し，

5：QoyarJaγal－unemiin－e－eeeuγtujuγaruγad・eqOyarJaγal

二頭のジャガルの前に迎えでた。「ああ，わしの二頭のジャガル

6：Minu．menddirebedgejdjarliγbolba：eingkikdi－d也．

よ，元気で帰ってきたか」と仰せられた。そうたずねられると

7‥YekeJaγalanukelebe：Qouqai－yinIbrbaneabeiγur－tu

大きいジャガルがいった。「ホーハイン・グルパン・ジャブチュールに

8：JoriγSanqOyarJaγal－dueuyaγunbile：γueintdmen

行ってきた二頭のジャガルは何ともありませんよ。三十万の

9：Ulus－lyanejelensaγuγSaneJenminumenddbui－j－a：

国を統率する主君こそご機嫌いかがでしょうか。

10：K6kdiQan－durjoriγSanqOyarJaγal－dueuyaγunbile：

グクイ・ハン山に行ってきた二頭のジャガルは何ともありませんよ。

11：KBiyekeulustiimen－iyenejelensaγuγSanQaγanEjen

偉大な国ぐにを統治するハーン主君

12：Minuqarineumenddbui－j－a：AltaiQan－durjoriγSan

こそご機嫌よくお過ごしでしょうか。アルタイ・ハン山に行ってきた

21

1：QoyarJaγal－dueuyaγunbile：arbantdmenulus－iyan

二頭のジャガルは何ともありませんよ。十万の国を

2：EjelensaγuγSanqaγanminuqarineumenddbui－j－agebe：

支配するハーン（主君）こそご機嫌良くお過ごしでしょうか」といった。

3：Teddimendti－yiasaγuγSan－durQaγanEjenbayasjutaqoyar－i

このようにご機嫌を伺うと，ハーン主君は喜んだ。「わしのお前ら二人を

4：MinuktimdnunubaugeJuaSaγubasu．Baγ－aJaγalkelebe：

誰かが乗ったか」とたずねると，小さいシャガルがいった。
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5：Qouqai－yin几rbaneabeiγurqOlabije：γutultukdm血man－i

ホーハイソ・グルパン・ジャブチュールは遠いです。長靴をはいた人間が私たちを

6：Yaγakijuunuqubile：K6kdiQangegei6nddrbije：k61－dd

どうやって乗りましょう。グクイ・ハン山は高いです。脚力の強い1舛）

7：Kdmdnman－iyaγakijuunuqubile：AltaiQangegei6nddrbije：

人間が私たちをどうやって乗りましょう。アルタイ・ハン山は高いです。

8：Albatukdmdnman－lyaγakijubarinambile：

平民の連中が私たちをどうやって捕まえるのでしょう。

9：Arbantdmencerlg－unaba－baresebariγSanman－i

十万人の軍隊の巻狩で捕まらなかった私たちを

10：Alatukdmunyaγakijubarijuunuqubile：

（強い）股をもつ人間がどうやって捕まえて乗りましょう。

11：01anyekeaba－barbarineseboluγad．

多くの勢子にも捕まらなかった（ジャガルを），

12：0γureaγk也m也nman－lyaγakijuunuqubile：

盗賊の連中が私たちをどうやって乗りましょう。

22

1：Ebesdbolbasuere由一ber．usubolbasuuruγul－iyaradaliqan

草をあごで，水を唇で同じように

2：Idenuuγunatal－a．kentaraγulaγSan．kenesetaraγulaγSan－i

食べて飲んでいた。誰が肥えて誰が肥えなかったかを

3：KenmedenemgeJuγOduliqarbumγaJarS6gdrdnbayiba：

誰が知っているでしょう」といって，かぶら矢を射った（ほどの）ところに行って誇

らかに立っていた。

4：eingkijibayiqu－duQaγanEjenqoyarJaγal－iminubari：

そうしているとき，ハーン主君は「わしの二頭のジャガルを捕まえて，

5：Emegeトiminutoqugebe：teddi－ddYekeJaγalkelebe：bidaqoyar－i

鞍をつけよ」と仰せられた。そこで，大きいジャガルはいった。「われわれ二人を

6：Bariqu－duyaγubilegddkelegedjoγSujubayiba：JOγSuJu

捕まえるのは何のためでしょう」といって立っていた。立った

7：BayiγadbariγSan－uqOyin－aBaγaJaγalkelebe．QaγanEjenman－i

まま捕まったあと，小さいジャガルはいった。「ハーン主君が（もし）私どもを

8：Sanaqul－anaimanjilqurlaγad．naimansar－aqaγSaγ－a：eSebes也

思っているならば，八年間休ませて，八ヶ月間節食させて下さい。あるいは

9：Ihrbanjilqurlaγad．γurbansar－aqaγSaγ－agebe：

三年間休ませて，三ヶ月間節食させて下さい」といった。
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10：TeddiQaγanEjenyekekenggerge－bendeldjd・yekettimenulus－iyan

それからハーン主君は大きな太鼓をたたいて，大きい万戸の属民たちを

11：Quriyaba：baγ－akenggerge－bendeldjB・baγ一atdmenulus－iyanquriyaba

招集した。小さな太鼓をたたいて，小さい万戸の属民たちを集めた。

12：QolaγajaroduγSanqOyarJaγalminuirebe‥qOtalayisdnkBsel

「遠いところへ行ったわしの二頭のジャガルがもどってきた。わしの九つの望みが

23

1：Minuqanaba・gemenqOyarJaγal－uniregsen－tiueir－tunOyadyekes－

すべてかなった」といって，二頭のジャガルがもどってきたため，高官や貴族たち

2：Tegenγurbaneddryekequrimtalbiba：YekeJaγa1－iseterlejtiungγulaba：

に三日間200）大きな祝宴を開いた。（その際）大きいジャガルを神に奉献した。

3：Baγ－aJaγal－ieddjdγajarlabagejdEjenbaqanaγurlaγSanaJuγu：

小さいジャガルが出奔を企てたといって，主君は少々怒った。

4：Naγurdalaimetdqurimkibe：tedGiBoγdaqoyarJaγal－iyan

湖や海のような（大規模な）宴をもよおした。それから聖主は二頭のジャガルを

5：Qayirlaba：naimanjilqurlaγulba：naimansar－aqaγSayaγad・namur－un

いつくしみ，八年間休ませた。八ヶ月間節食（訓練）させてから，秋の

6：Terigdnsar－a－duaba－dumordabal．AltaiQan・K6kdiQanqoyar－tu

最初の月に巻狩に出かけた。アルタイ・ハン山とグクイ・ハソ山の両地で

7：Aba talbiba：

巻狩をもよおした。

8：ArγaliUγaljaneretdg6rugestin－it6kdger也nγarba：

アルガリとウガールジという名の野獣を倒して通った。

9：Aru6bdrdgelaryaliuγalja－ylunaγaba：

北と南（の別）なく7ルガリとウガールジを倒した。

10：Arbantdmenkdmdnγaylqanmaγtaba：

十万もの人びとが驚き，褒めたたえた。

11：Alibaabaein－durγaylqamSiγbolba：

すべての狩人たちに驚嘆された。

12：AeitueJen一也qoyarJaγal－unaldarner－edaγurisba：

恩ある主君の二頭のジャガルの名声は広まった。

＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊

24

1：UridaEjenBoγdanlgenkesegoγurCaγulus－ioruγuljuabuqui－dur・

以前聖主がひとつの混沌とした国を征服したとき，

2：KdldgslnjigeiAruγtaiTayisi－yink6begtin－iarbantdmenaduγu－tu
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駿馬の鑑定士アルクタイ・タイシの息子を十万頭のウマをもつ

3：AlaγtaiBayan－dur6ggdgsenaJuγu：

アラクタイ・バヤンにあずけてあった。

4：Ter－ek6begdnAlaγtaiBayan－umlngγanboruqonl－yiaduγulju

その少年はアラクタイ・バヤンの一千頭の茶褐色のヒツジを放牧

5：Yabutal－a．nlgenddesiAlaγtaiBayanmal－iyanuγtuJuγaruγad：

していた。ある夕方，アラクタイ・バヤンが自分の家畜を迎えでて

6：Oeiqul－a．qOniaduγuluγSanterek6begdn．nlgenmOrin－uqubaqal

行ってみると201）ヒツジの番をしていたその少年がひとつのウマの朽ちた，

7：Toluγal－yltebireJu．egdn－ikenaljulakdl厄g一也ntoluγalgenem：

頭蓋骨を抱えて，「これを誰が赤い炎のような駿馬の頭だと分かるだろう。

8：NamaikenAruγtaiTayisi－yink6begdngenemgeJuukilajubayiqu－dur・

誰が僕をアルクタイ・タイシの息子だと分かるだろう」といいながら泣いていた。そ

こへ

9：AlaytaiBayantegdn－luJeged．eiendeyaγukijdsaγunam：

アラクタイ・バヤンが彼をみて，「お前はここで何をしているのだ。

10：Qonieinualiγajarbuigejdjaneiqu－dur・terek6beg也nkelebe：

ヒツジはどこだ202）」といってたたいた。その少年はいった。

11：EnequbaqaltOluγalaljulakdl厄g－tintoluγaibayinamgebe：

「この朽ちた頭蓋骨は赤い炎のような駿馬の頭です」といった。

12：Uridaeeigeminukdltigslnjigeibile：biegdn－idjigeduyilajusaγuba：

（また）「以前，私の父親は駿馬の鑑定士でした。私はこれをみて泣いていたので

す20㌔

25

1：Qoniminubayiqubijegejtikelegsen－ddrAlaγtaiBayankelebe：

ヒツジはいますよ」と返事したら，アラクタイ・バヤンはいった。

2：Minuarbantdmenaduγun－durkdl厄gtigeiboluγad．enequbaqal

「わしの十万頭のウマのなかに駿馬がいなく，この朽ちた

3：ToluγalClm－a－dukdldgbolbau：eikdltigtanlqubayinam：

頭蓋骨がお前に駿馬となって（みえた）か。お前に駿馬が分かるなら，

4：Manaγarerteaduγun－durminuslnjijdkdltigaeagebe：

明日の朝早くわしの馬群を観察し，駿馬を見つけろ2鵬）」といった。

5：Manaγarerteaduγun－lyanqurlyaJuir－egebe：teddiaduγu－ban

（少年は）「明日の朝早く馬群を集めてきて下さい」といった。そこで（アラクタイ・

バヤンが）馬群を

6：Quriyaγadeisinjigebe：
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集めて，「お前がみてみろ」といった。

7：Teddi－ddrterek6begdnγurbadakinaduγun－duroruJu

そしてその少年は三回馬群に入って

8：Ujegedegtin－ddrkdldgdgei．kdldg一也nbaγaSubayinamgebe：

みたあと，「この（馬群）に駿馬はいません。駿馬の糞ならあります」といった。

9：TeddiAlaγtaiBayanaγurlajuJaneijubayita1－ager－tinqoyln－anlgen

それを聞いたアラクタイ・バヤンは怒って，（少年を）たたいていたら，天幕の北側で

一頭の

10：Moriineaγaba：terek6begdnnamayibti也janeagebe：kdltig一也ndaγun

ウマがいなないた。その少年は「私をたたかないで」といった。「駿馬のいななきが

11：Ibrunambisidgejdkelegedoeiqul－a．OngγuCaqObuγuaClγSan

聞こえたでしょう」というので，行って（みると），水槽と桶を（背中に）のせ，

12：Iboldumdataγari－talγOdungsegdl－telquluγuralaγmOrl－yluJeged．

背中に（鞍）きずのある，尾がはげていて，耳の欠けた205）まだらのウマがみえた。

26

1：Kdldgenem6ngejdkelegedoeiqu－du．AlaγtaiBayanbasa

「駿馬はこれです」といって近づこうとしたら，アラクタイ・バヤンほまた

2：Aγurlaju．minuarbantdmenaduγun－durktiltigdgeiboluγad．

怒って，「わしの十万頭のウマに駿馬がいなくて，

3：MinuongγuCaqObuγuaClγSanquluγuralaγmOrieim－a－du

わしの水槽と桶を乗せる，耳の欠けたまだらのウマがお前には

4：KtilBgbolbaugejd．basaJanClqu－durk6begdnniaiabuγal

駿馬にみえたか」といってまたもやたたきだした。すると少年は「ああ，おじさん

5：Namayib血janei：enealaγmOrl－ylγurbanjilqurlaγuljumedegebe：

私をたたかないで下さい。このまだらのウマを三年間休ませれば分かります」といっ

た。

6：Tegtin一也qoyln－abieimaduer－ekdltig－luJegdljd6ggdy－egebe：

（また）「そのあと私はあなたに2鵬）本当の駿馬をみせてあげましょう」といった。

7：TeddiAlaγtaiBayantegh一也tige－berγurbanjilqurlaγulba：

その後，アラクタイ・バヤンはその少年のいったとおりに三年間（まだらのウマを）

休ませた。

8：Ja・enemOrikdldg－lnada－dutijegdlgemegsen－ddr．k6begdntigtilertin．

「ではこのウマが駿馬であることをわしに見せろ」というと，少年は答えた。

9：Ibrbandabqurolung．γurbandabqurqudarγ－a．γurbanuγudasiroi．

「三重の腹帯，三重の尻木，三袋の抄と

10：IbrbanuγudaegeJegelqurudaeigebe：arbantdmenaduγu－ban
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三袋のエージギ，ホルートを用意して下さい。十万頭のウマを207）

11：Quriyajubaigebe：γurbaergi錘irekdi－ddr．tendedjejdbei．

集めてきて下さい」といった。（また）「（馬群を）三回まわってきたとき，そこでみて

下さい」

12：Gejdkelebe：tegBn一也tige－berAlaγtaiBayane6mtegtisgeJu6gbe：

といった。少年のことばどおりにアラクタイ・バヤソはすべてを用意してやった。

27

1：Terek6begdnmorin－iniunuγadarbantdmenaduγun－1γurba

その少年は（まだらの）ウマにまたがり，十万頭のウマの周りを三

2：DakinerglJuuJegedγurbanoγudasirol－ylergikBibdri－dti

回走った。三袋の抄をまわる度に

3：Nigenlge－ylqaγaljutoγuSun－1γarγaγad．k6begdndgdlerdn．

ひとつひとつを壊して，沙ほこりをたてた。（そこで）少年はいった。

4：Kdmdn一也k6begtink6gjibe．kdldg一也nunay一adegjirebegedyabujuodba：

「人の子は勝った。駿馬の仔は育った208リ　といって逃げ去った。

5：TeddiAlaγtaiBayanarγ－a－banolunyadaju．AIJulaBoru

そこで，7ラクタイ・バヤソは仕方なく，赤い炎のような葦毛の

6：Morin－lyanununOCIJuaeituEjenBoγdaminuayiladunsoyurq－a：

ウマに乗って出発した。「恩ある聖主に申し上げます。

7：Er－ebisierdeni．moribisikdl厄g－ialdababi．arγ－atigeleJen－

ただの男ではなく，宝である（人材と），普通のウマではなく駿馬を失いました，私。

仕方なく主君

8：Degenayiladqanireldgebi：minuger－tekinlgenOlja－yln

にご報告申し上げにきました，私。私の家に一人の捕虜の

9：K6begtinbile：terequrdunktiltigslnJlgClaJuγu：nlgen

少年がいました。彼は足の速い駿馬の鑑定士でした。ある

10：Eddrmal－iyanemiin－e－eeeuγtujuγarundjekdl－e．tere

日，家畜を正面から迎えに200）出かけてみたら，その

日：K6begdnnlgemOri－uqubaqaitoluγalteberijdukilanbayiqu－yibi

少年がひとつのウマの210）朽ちた頭蓋骨を抱えて泣いていたのを私が

12：Ujeged．eiyaγukijdsaγunam．geJuaSaγuγSan－durterekelebe．

みて，《お前は何をしているのか》　とたずねたところ，彼はいいました。

28

1：EeigeminukBldgtaniγeibile：enequbaqaitoluγal－yidjebesd．

《私の父親は駿馬の分かる人でした。この朽ちた頭蓋骨をみて，

2：Aljulakdldg一也ntoluγaibayinamgejdkelektii－ddrtegtin－ibi
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赤い炎のような駿馬の頭だ》　と申しましたので，彼に私は

3：Arbanttimenaduγun－durminukdldgtigeibayinuuJegebe．tere

《私の十万頭の馬群に駿馬がいるかいないかみてみろ》　といいました。その

4：K6beghminuongγuCaqObuγuaClγSanalaγborumorl－ylminu

少年は私の水槽と桶をのせた，まだらの葦毛馬211）を

5：KBldgm6ngejdkelebe：bidategdn一也tige－beryaγun－ikelebesti・

駿馬にちがいないと申しました。私たち212）は彼のことばを信じて，何といおうと

6：Tegdn－ddrb6tdgeJu6gkd1－e．terek6begdnqarinqarinktiltig－1

彼に用意してやったら，その少年は何と213）私の駿馬に

7：MinuunuJuyabuba：eJenminuarγ－ayaγubuiayiladgebe：

乗って逃げてしまいました。主君よ，どうすればよいでしょう」と報告した。

8：TeddiEjenJarliγbolba：Sungduusaylqank6beghminuBaγ－a

そこで主君は命令を出された。「わしのスゥソドゥ・サイハン214）息子は小さい

9：Jaγal－iunuJuγurbanaldadegegebarijumordagebe：eidabasu

ジャガルに乗って，十五尺の釣つきの槍をもって出発せよ」と仰せられた。「できれば

10：Kdmdnkdldgqoyar－idabqur－lyarbarijuabeir－a：yadabasu

少年と駿馬両方を一緒に捕えてこい。できなかったら

11：Ktimdn－ibarijuabeir－agemegedsungduusaylqank6begtin－imordaγulba：

少年（だけ）を捕えてこい」と命令し，スゥンドゥ・サイハン息子を送りだした。

12：TedtiiγurbaqonuγyabuγSankdldg－1m6neddrgtiieeb：

スゥンドゥ・サイハン息子は三日前に逃げた駿馬に一日で追いついた。

29

1：nlrbandy－edegege－bertataJueSegdetikdrbe：k6beがn一也debel－tin

三節215）の釣つき槍で引っぱったが，力が及ばなかった。（また）少年の長衣の

2：NigenJaq－a－aeatatabasuabjugbedrbe：teddiqoyaγulansundalaju

片端から引っぱったら，捕えることができた。そこで二人で（小さいジャガルに）乗っ

て

3：Qarijuyabutal－a．Baγ－aJaγalortusjudk也be：tedBiEjenBoγda

帰途についたら，小さいジャガルは疲れすぎて死んだ。それを知った聖主は

4：mmudajunaimanaldamangnuγ－lyartegdn－tiyasun－isaylqanbariba：

悲し射こくれ，（長さ）四十尺のマンヌク鍛子で小さいジャガル216）の（遺体を巻いて）

骨をていねいにととのえた。

5：Terecaγ－tur．AruγtaiTayisi6rlBgeddesidgelminu

そのとき，アルクタイ・タイシは朝晩「わしの

6：K6begdnoljan－duyabuγSanbile：arγ－adgeiktildg一dnsayln－i

息子は捕虜になっている。幸か不幸か駿馬の真価が
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7：Tanlqubile．urbajukejiy－eetiirektimedegetigelgeJu6ndtir

分かるのだ。ふたたびいつもどってくるか，何の消息もない」といっては高い2171（と

ころに）

8：Ibrjubar－a－ylqaraJuyabunatal－ageneddenlgenddesikBl厄g一也n

登って，（息子の）遠影2181を眺めていたら，突然ある夕方に駿馬の

9：ToγuSuγarqu－yluJeged．ger－tegenqarlJuiregedem－e－degen

沙ほこりがたっているのをみて，天幕に帰ってきて妻に

10：Kelebe：Oieimedebe也．eneddesibnddrdeger－eγarJuyabun

教えた。「おい，お前知っているか。今夕山の上に登って

11：Atal－a．kdl厄g一dntoγuSuγarunambile：kdldg－ltanlqukdmdn

みたら，駿馬の沙ほこりがたっていた。駿馬を知る人は

12：Yerddgeibile：minuk6begdniregsenbui－j－a：labtayiqan

いないはずだ。わしの息子がもどってきたのだろうか。絶対

30

1：Minuk6beghm6n：terem6nbolqul－ategdn一也kdldg－1gdieekd

わしの息子にちがいない。それが息子だったら，彼の駿馬に追いつく

2：Moritigei：kerbegdieekdbtigesdQar－aQaljanmoribuyugemen

ウマはいない。もし追いつくとしたら，頭に白い斑点のある黒馬だろう」といって

3：JiγSaγanqaγSaγaγad．TemdreiUran－uger－tdotuγad．γurban

（黒馬を）節食訓練させた。（さらに）鍛冶の匠の天幕に赴き，（長さ）十五尺

4：Aldatemdrdegestiabuγaduγtujubayital－a．ktim由ndgeikdldg

の鉄索を（つくってもらい，それを）もって219）迎えに出たら，人が乗っていない駿

馬が

5：Kdrjdirebe：ejiebed．minuk6begdnenekdl厄g－eeeunaqu

走ってきた。「お母さんよ，わしの息子はこの駿馬から落ちる

6：Yosuugeibile：degerekitngriabuγeibaudouraki

はずがない。（息子を）上の蒼天がとったのか（それとも）下の

7：Ibjarabubau．gejddabgijtikdldg一也nt6ngkdlig－idegege－ber

大地が連れていったのか220）」といって，さっと駿馬の馬衝の鉄錠を釣つき槍で

8：Tatabasu．gucunesekdrtigedtalbiju．bey－e－benamaraJu．

引っぱったが，力が及ばずに放った。体を休ませ，

9：Qoyardy－eergiged．g也ctinesektirtigedtalbiju．bey－e－benamaraju．

二回まわって（また挑戦したが，やはり）力及ばずに放った。体を休ませ，

10：Qoyarergigedtoγtaγanyadaγadtalbijuilegebe：

（さらに）二回まわっても（駿馬は）止まらなかったので，そのまま行かせた。

11：Tegdn－eeeqOyisida．ktiltigγadan－at6rtikdKitadγaJartOγtaqu
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それ以来，駿馬は余所で生まれ，漢族の地方でとどまる

12：Yosutegdn－eeebolba：

わけはそこからはじまった。

4．4　B写本：内蒙古図書館所蔵モンゴル国本

CingglS－unqOyarJaγal－untuγuJlOruSiba

－チンギスの二頭の駿馬の伝説－

Omsaylnamuγulangboltuγal：

1：Omsuvasti孟iri．erteuridaeaγ－turSutuboγdaeinggisQaγan－u

ウムスワスティシリ。いにしえのとき英明聖主チンギス・ハーンの

2：ErmegCaγaγClgegunintiereqoyarJaγalunaγ－at6rdgsenaJuyu．

エルメク・チャガークチ（という）牝ウマが雄の二頭のジャガルを生んだ。

3：Tereon－durarbangeg血n－etelejBarγ－akijdon－duroruγulbagele．

その年，十頭の牝ウマに哺乳させるなど工夫して生き延びたという。

4：Ejen－degendaγ－aaqu－ylneaγ－durunuγulju血rlyenaqulCaγ－dur

主君に二才馬のときに乗ってもらい，三才から五才のときに

5：Quyaγ1aju．tereqoyarJaγa1－iunuju．AltaiQan－iarulanabalaju

武装した。（主君は）その二頭のジャガルに乗り，アルタイ・ハン山の北で巻狩をし，

1：K6kdiQan－ik6beilenabalaju．YekeJaγal－yiunujuAltaiQan－i

グクイ・ハン山で弓矢で巻狩をした。大きいジャガルに乗ってアルタイ・ハン山で

2：Abalantalbiba．arγaliuγaljaalaju．ary－atigeibardajuirekdi－ddr

巻狩をした221㌧　アルガリとウガールジを殺し，せっかく意気揚々と凱旋してきたのに，

3：ArbantBmenaba－yinkbm也nnigeken－bereseγaylqaba，Baγ－aJaγal－yi

十万人の勢子たちは誰一人として驚嘆しなかった。小さいジャガルに

4：UnujuK6kdiQan－ik6beilentalbijukdilenk6keeinu－a－yigitun

乗ってグクイ・ハン山で弓矢で巻狩をおこない，灰青色の狼を刺し

5：Alaba．ebesdn一也orui－bar6rbeljegdltinirekdi－ddrkeddnttimenaba－yln

殺した。草のうえを疾走してきたときに，何万人もの勢子たちは

1：Kdmdnnigeken－bereseγayiqabaKenteiQan－ikerdnabalankedtintdmen

誰一人として称賛しなかった。へンティ・ハン山をまわって巻狩したとき，何万もの

2：Amitan－1gulCIJuyabuqui－durken武‖沌mdnkeregleneseγaylqaba：
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野獣に追いついたにもかかわらず，誰も使役するだけで一向に褒めなかった。

3：OnunQatun－uOitala－yiabalajuolanamitan－igdieijBoyir－a

オノン河と黄河222）の森や平地で巻狩をし，数多くの野獣を捕り，近く（の者も）

4：Qolabdgdde－dtiradilaibolbaeuolanbdgddeeseγayiqaba：tere

遠く（の者も）すべての人びとに同じくらい（野獣をとらせた）のに，人びとはまっ

たく感心しなかった。

5：Degereuyaraqusedkelt6rdjd．daγ－aCaγturminudabtaγSan

そこで（二頭の駿馬に）悲しみの念が生じた。「二才馬のときに訓練した

4

1：BoljidrlyenCaγturminuerdgsenbolujikijalangcaγturminukinaγSan

ものだ。三才のとき土地を掘ることができて223），四才のときに審査を受けた

2：Bolji．SoyolangeaγturminusorlγSanboljigemenBaγ－aJaγalanuYeke

ものだ。五才馬のときに試されたものだ」と小さいジャガルが大きい

3：Jayal－daγankelebe．aabaγaiminuyabuy－a．AltaiQan－iabalaqui－durarban

ジャガルにいった。「ああ，お兄さんよ，行きましょう。アルタイ・／、ソ山で巻狩をし

たとき，十

4：Tdmenulusesemedebe．aiqayiranduranminuK6kdiQan－iabalaqui－dur

万人の人びとは知らなかった224㌧　ああ，何と悔しいことでしょう。グクイ・ハン山で

巻狩したとき，

5：Ktiiolanulusesemaγtaba．K6beinqayiransanaγanminuKenteiQan－i

五百戸もの人びとは褒めなかった。何と大きな片思いでしょう。へソティ・ハン山で

5

1：Abalaqui－durked也ntdmenulusesemedegsenqaylranduranminu．ene

巻狩をしたとき，何万もの人びとは誰も知らなかった225）。何と悔しいことでしょう。

これ

2：Bugdde－ylmenitiltimedektiyaγunbolba．aabaγalminuyertiyabuy－a

だけの功績を知らないなんて，どういうことでしょう。ああ，お兄さんよ，今行きま

しょう。

3：Man－uOduγSan－uqOyin－aQanEjenminunigenqoyarduradbasu

われわれが行ったあと，ハーン主君が私たちのことを一，二度口にすれば

4：Ner－e－ylnaldarbisibuyu．aabaγalmini．AltaigegclγaJar－aagl

（私たちの）名声もまた広がるでしょう。ああ，お兄さんよ，アルタイ（山）というと

ころには自ヨモギ

5：Sabaγebesti－telgenemayalankdretiamureukebtey－e．abaγalminu

や苦ヨモギ（などの）草があるという。旅して行って休んで寝ましょう。お兄さんよ，
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6

1：K6kdiQangegeiγajar－ag6beg主abaγebesdn－teigenemk6gdrdme6gerem

グクイ・ハン山というところには，丘ごとに苦ヨモギ（などの）草があるといいます。

盆地や谷ごとに

2：Naγur－talgenembilek6deldnkdredk61bereedbarijukebtey－e・abaγalminu

湖226）があるといいます。動いて行って寝ころがったりして休みましょう227〉。お兄さ

んよ，

3：Bbriyabuy－aKenteiQangegeiγajar－agemdgeitarγu－taigenemkeiqui

早く行きましょう。へソティ・ハン山というところは，外敵もなく豊かだといいます。

風や竜巻

4：Bolunkdr止ukeeiyelenkebtey－eabaγalminuddteryabuy－a・Onun

になって行って静かに休みましょう。お兄さんよ，すぐに行きましょう。オノン河や

5：Qatungegeiγajar－aurtuSayiqanusu－taigenembile・Oitala

黄河というところには長く清らかな流れがあるといいます。森や平地が

7

1：01angenemtidelenkdretiumtuγ－atigeikebtey－e・abaγalminu

多いといいます。一緒に着いておちついて休みましょう。お兄さんよ，

2：Bdriyabuy－a・aabaγalminu・aq－ametdsanaγeiAleulBoruni

早く行きましょう。ああ，お兄さんよ。（自分の）兄貴のように思われているのは若い

葦毛馬

3：Bui－j－a：k6begunmetdsanaγeik6gslnSlrγ－anibui－j－a・kdiein

でしょう。息子のように思われているのは年老いた自黄色馬でしょう。辛く

4：SirdgdnaγaSilaγeieibidaqoyarbui－j－aqatun－lyanmetBsanaγClni

荒く使われているのはあなたと私の二人でしょう。自分の妃のように思われているのは

5：QaraQulanibui－j－aqaridayisunmetdsanaγeiabaγaieibidaqoyar

黒金色馬でしょう。敵のように思われているのはお兄さんと私の二人

8

1：Nibui－j－a．bBriyabuy－akditenedtirbarink6ndelenk6ketemdr

でしょう。今行きましょう。寒い日に捕えられてロいっぱいに2281青ざめた鉄（の馬

術）

2：Umkdjdyakijuay－a．abaγaibdriyabuy－aqalaγuneddrbarinqatatalan

をつけられてどんな目にあったか229）。お兄さん，すぐ行きましょう。暑い日に捕えら

れて，干上がるほど

3：Uyanqalaγunnaran－dur孟aran．qaylrSiruidmkdgdl厄nyakijuay－a

つながれ，灼熱の太陽に照らされて，小石や抄を食べさせられてひどい目にあった。

4：Abaγaibdriyabuy－aBaγ－aJaγalinuYekeJaγal－daγanγaJarγaJarlay－a
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お兄さん，今行きましょう」と，小さいジャガルは大きいジャガルに牧地をかえよう

5：GejdkelebeabaiboruduγurumminuyaγugenemeieJlngeJu

といった。「ああ，いとしい小駿馬230）よ，何をいうのだ，お前は。主君といえば

9

1：Ejen－dtiradalieJenOldaqubuyu．ekegejBErmegCaγaγCleji－ddradalieke

聖主（チンギス）と同じ主君はいるか。母親といえばェルメク・チャガークチと同じ

母親は

2：01daqubuyu・yerder－ekdmdnbayarlaqugeJumanglaidldqaγaraqugele

いるか。男は喜んでも額が割れることはないという。

3：AγtamOrintarγulajuarasundldqaγaraqugeleabaiboruduγurumminu．

去勢馬は肥えても皮がひび割れることはないという。いとしい小駿馬よ，

4：Yaγugenemeiaabaγalminu．sayinkdmdn－ddrn6ktirolanbisid

何ということをいうのだ，お前は。ああ，弟よ，よい人には友人がたくさんいるので

はないか。

5：Sayinmorin－dureJlnOlanbisiti．dnBrkdmiin－ddrn6kbrolanbisid．

よいウマには主人が多いのではないか。真心をもつ人には友人がたくさんいるのでは

ないか。

10

1‥　On混inkBmdn－ddrnoyanolanbisidsanaγ－a－tukdmun－dtirseJegOlan

孤児には領主が多いのではないか。考え深い人には疑うことも多い

2：BisidsaylnmOrin－durγaJarOylr－abisid・abaγalminuyabuy－a．abai

ではないか」（と大きいジャガルはいった。それを聞いた小さいジャガルは）「よいウ

マは目的地が近い（という）ではないか。お兄さん行きましょう」といった。「弟よ，

3‥　Boruduγurumminu・ey－e－teikdmdn－ddrn6kdrolangelebildgsen

いとしい小駿馬よ，人なつっこい人231）には友人が多いという。逃げる232）

4：Morin－dururγ－aOlangeleey－edgeikdmiin－dtir6stenolangele

ウマにはウマ捕り竿が多いという。気むずかしい人には敵が多いという。

5：Eeegsenmorin－durdasiγurOlangele．kdmdn一也gejdkdbeinbdgtide一

疲れたウマには鞭が多い233）という。（逃げたら）他人のウマだといってすべての人に

11

1：Degertildem十e：dayisun－lgejddayaγardldem1－ejerliggeJu

追いはらわれるだろう234㌧敵のウマだといってみんなに撃退されるだろう。野生のウ

マだといって

2：Jebe－ylnuJegdrトeunaγam－J－aabaiboruduγurumminuyaγugenemei

矢じりの先で倒されるだろう。いとしい小駿馬よ，何をいうのだ，お前は。

3：Qadan－uebestiqaγdaidey－ebutan－uebesdboγtaiidey－e：6sgen
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石の（あるところの）枯れ草を食べよう。草むらの草はほこりと一緒に食べよう235℃

育てて

4：T6rtigtilegsenOleBuγurulaγalyuγanyaγakijumartay－agenemeiergtin

生ませたウレ一・ブーラル父をどうやって忘れようというのだ，お前は。はぐくみ

5：T6rdgsenErmegCaγaγCleJlyuγanyaγakijumartay－agenemeiarbanqoyar

生んだェルメク・チャガークチ母をどうやって忘れようというのだ，お前は。十二ヶ

12

1：Saraniruγu－baneileteleergdgsenangglrSarauγuraγ－lyank6kdgdldgsen

月間も背中が疲れるまで背負い，濃厚な黄色い初乳を飲ませ236），

2：AeitueaγanSdn－lyenk6kdgdl厄gsenamaraγekeytigenyaγakiju

貴重な白い乳を飲ませた，愛する母親をどうやって

3：Martay－agenemeiebeiboruduγurumminuyaγugenemeiomuγ－lyan

忘れようというのだ，お前は。いとしい小駿馬よ，何をいうのだ，お前は。血気を

4：Daruγ－aedtii－duraγuSgln－lyaneirday－aeddiyaγakinambolbaueiminu

おさえなさい。怒りを和らげなさい237㌧　これでどうなるというのだ，お前は。

5：QayirlanqataγalaγSanQanEjenminuqanilan6stigsenqayiranqaniolan

可愛がって訓練してくれたハーン主君，一緒に遊んで育った多くの友人たち，

13

1：Edeb6gtide－ylyaγakinorkinγaJarlay－agenemei6ddgelOSgen

かれらを残してどうやって逃げようというのだ，お前は。変な心を抱いても2381

2：Quriyabasutus也geigelebayiy－agenemkelebe：Sayinkdmiin－ddr

何の役にもたたないという。止めなさい」といった。（しかし）「よい人には

3：N6ktirolangele．saylnmOrin－durγaJarOylr－agelebdriyabuy－a

友人が多いという。よいウマには目的地が近いという。今行こう」

4：GejdBaγ－aJaγalγaγCaγaryabusugemensanajuYekeJaγal－iyan

と，小さいジャガルは一人で行こうと思い，大きいジャガルを

5：Orkiju．nlrbanCabeuγur－unjdg－tdryabubaaq－aminu

残して，グル／ミン・ジャブチュールの方向へ行った。「兄さんは

14

1：NekekdbolbaugemensanaJutdrgenJaγur－a－banaltanuliyasun－u

追ってくるだろう」と思って，途中にある金色のポプラの

2：Segdder－tdrkdliyejdbayinatala：d6rbenjtig－tdrir血d6rben

陰で（大きいジャガルを）待っていた。四方八方から四

3：Ongge－ylnSibaγunnlgenegeSlg－lyerdongγudba：Baγ－aJaγaleikin－lyen

色の鳥たちが一斉にさえずりだした。小さいジャガルは耳を

4：SerteylJuSegdl－iyenerguJuClngnanbayibaAltanIbrγuldaisibaγun
●●　●　●●　　　、　●
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そばだて尾をさかだてて聞いていた。金色の雉が

5‥Altanuliyasun－udeger－eSaγunJlrgebe：aq－adegddqoyarJaγal

金色のポプラのうえにとまってさえずった。「兄弟二人して，二頭のジャガルが

15

1：SalunγaJarlabageJuJlrgebedakinayilγulanJlrgebeK6kdge

離れて逃げた」とくりかえしもったいぶった口調でさえずった。（また）ホトトギス

2：Nerettisibaγundongγudbak6gerdkiBaγ－aJaγalurbanγaJarlabageJu

という鳥がさえずった。「かわいそうな小さい239）ジャガルが離反して牧地をかえた」

と

3：JirgebeBoγ孟aeaγ－aSibaγunbosudjirgebe：BoγdaEjen一也qaylran

さえずった。（今度は）スズメ240）が飛びたってさえずった。「聖主のいとしい

4：QoyarJaγalsalunγajarlabagejdjirgebeQayirγun－aSibaγun

二頭のジャガルが離れて牧地をかえた」とさえずった。ハイルグナという鳥が

5：Qadan－udeger－eSaγunjirgebe・QanEjen一也qayiranqoyarJaγalqaγuein

石のうえにとまってさえずった。「ハーン主君のいとしい二頭のジャガルが（主君に背

いて）

16

1：IbjarlabageJuJlrgebe・tered6rben6ngge－ylnSibaγun－udaγun－i

牧地をかえた」とさえずった。それらの四色の鳥たちの鳴き声を

2：SonusuγadBaγ－aJaγaltesdl也gelyabubatBrgentdrgenyabuqui－dur

聞いて，小さいジャガル241）は我慢できなくなって去っていった。急いで急いで行く

ときは

3：T血ggerceg一也neinegeneilaγunk6delgeJuarγararγaryabuqui－dur

陰のうぐらいの石を蹴とはし，ゆっくりゆっくり行くときは

4：Ayaγ－a－ylneinegeneilaγunk6delgejdIbrbanCabeiγur－lJOrisu

お椀ほどの石を動かして，グル／ミン・ジャブチュールを目指した。（しばらくして）

5：AbaγalminunekektibolbaugemensanajuK6keOnddr－tin6btirトtdr

「お兄さんは追ってくるだろう」と思ってギョク・ウンドゥル（山）の南で

17

1：Ebesdtataljubayiba・YekeJaγalanu6rlBgenaran－durnekejd

草を（一口二ロ）食べて待っていた。大きいジャガルは朝太陽が昇るときに出発し，

2：Ud－tinnaran－ddrqamar－lyanqabeijuqarak61ds血－lyenaSqaraJuami－ban

正午の（暑い）太陽の下で鼻をひくひくさせながら，汗びっしょりになって，命を

3：TemecIJugdieijtiirebe・aboruduγurumminuktimdngejtik6bein

かけて追いついてきた。「ああ，いとしい小駿馬よ，他人のウマだといってみんなに

4：Uldejtidayingejddayaγark6gektiijerleggejbjebe－ylnuJeg也r－e
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追いかけられたり，敵のウマだといって全員に追いはらわれる加2）ものだ0野生のウ

マだといって矢じりの先で

5：Unaγaqubui－j－agejdYekeJaγalanuBaγ－a－dayankelebe・qOyarJaγal－un

倒されるだろう」と，大きいジャガルは小さい（ジャガル）にいった〇二頭のシャガ

ルが

18

1：OduγSan－uqOyln－anlgenS6nisutuBoγdaEjenJeg也dtinJuguddlbe

逃げきったあと，ある晩英明聖主は夢をみた。

2：ErketdtngrleClge－eCeJayaγ－a－taiErmegCaγaγClgegun－eeet6rugsener－e

r偉大な父なる天から運命により，牝ウマのエルメク・チャガークチから生まれた雄の

3：QoyarJaγalminuneyilhγajarlabagenembeboγdaerketbtngri－eeejayaγ一a－tai

二頭のジャガルがつれだって訓3）牧地をかえたという。聖なる天よりおいつくしみに

よって

4：Buyan－tuCaγaγCl－agegun－eeet6rdgsenbaγuraltadgelqaylranqOyarJaγalminu

幸ある牝ウマのチャガークチから生まれた，欠点のないいとしい二頭のジャガルが

5：Buruγulanγajarlabagenemqanerketdtngrl－eCeJayaγ－a－talqaSCaγaγCl

離れて牧地をかえたという。天帝より運命により，玉の如き牝ウマのチャガークチ

1：Geg血－eeet6r也gsenqaylranqOyarJaγalminuγarunγajarlabagenembe

から生まれた，いとしい二頭のジャガルが出ていって牧地をかえたという。

2：Qajayar－iyanegdldtirejdyabuγanyabunamgejtijegtiddlebebienejegddd

馬街を肩にかけて241－歩いているとの夢をみた，私は。この夢は

3：Minu血enbuyuqudalbuyugeJuSibegein－eJarliγbolbaaduγun－dur

本当なのかうそなのか（確かめなさい）」と女官に仰せられた。（また）「馬群に

4：Orujudjequdalbolbasudaγundgellr－e血enbolbasud6rbenqari

入ってみなさい。うそだったら声を出さないで（静かに）もどりなさい。本当だった

らわしの四夷

5：Yistin6ngge－ylnulus－iminueuγlaγuljuiregemenJarliγbolbaboγul

九色の国ぐにを招集してこい」と命令が下された。侍臣

20

1：Beeinaduγun－durorubasuOleBuγurulajarγ－aanu6rbdljin

べチンが馬群に入ってみると，種雄馬のウレ一・ブーラルがさびし

2：S6rbdljineylnteylnqaraJuungyuldujubayiquaji・ErmegCaγaγClgegiin

そうにあちらこちらをみながら，いなないていた。牝ウマのエルメク・チャガークチ

3：Ekei血eyinteylnqaraJuniddn－eeenilbusunγaryajubayiqu－yidjebe

母は，あちらこちらをみながら，眼から涙を流していたのをみた0
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4：BoγulBeeinyayarajud6rbenqarlylSun6ngge－ylnmanaγarerte

侍臣ベチンは慌てて四夷九色の（国ぐに加5りを朝早く

5：CuγlaγuljuirebesutuBoγdaAleulBorumorin－lyanunuJualtan

招集してきた。英明聖主は若い葦毛馬にまたがり，黄金の

21

1：QuyurabeujeleaγannimubandtirdjtiArγaSunquγurei－yikddejti

胡琴246－をもち，羽のついた白い矢を（矢筒に）挿し，アルガスン・ホールチ247－を先

鋒

2：Gejdaleinqarcaγalyuγanbarijueke－degenergikubolbaugemensanaJu

とし，隼や鷹248）を腕にのせて，母親をみたらもどってくるのではないかと思い，

3：ErmegCaγaγClgegtin－ik6tBlebe・teddimorilanyabuqui－daγanqaγan

牝ウマのエルメク・チャガークチを連れていった。一同が出発していくときにハーン

4：NoyansutuBoγdajarliγbolbaK6k揖Qan－u6bBr－iyereubuy－a

主君，英明聖主は命令を出された。「グクイ・ハン山の南を流れるように通ろう。

5：AltaiQan－iaru－barabalay－a．Odu－yinktimiinuridyabutakileuur－un

アルタイ・ハン山の北で巻狩をおこなおう。先鋒の勢子は先に進め，両翼249）の

22

1：Kdm血tasuraldgelyabutereqoyarJaγal－iminukengulCegSenkdmd

勢子はすきまをあけずに行け。わしの二頭のジャガルに誰が追いつこうと，

2：Bd也qarbubarijuBjebariySanktimh－ddrd6rbenqoslγumal－iyan

射ってはならない。捕えてみよう。捕えた者には四種の家畜から（それぞれ）

3：TegsikenqubiyaqubigemenJarliγbolbateddiqoyarJaγalqoyidunekegsen

同じ数を分けあたえよう」と仰せられた。そこで二頭のジャガルほ後ろを追ってきた

4：Aba－yinbaraγ一a－ylqaraJuuJegedYekeJaγalanuBaγ－aJaγal－daγan

勢子たちの遠影をみて，大きいジャガルは小さいジャガルに

5：Kelebe・duyurumminu・biesekelebed．k也m也n一也gejbk6beindldekd

いった。「小駿馬よ，私いったではないか。《他人のウマ250）だといって大勢に追いか

けられる

23

1：Bui－j－ajerliggejdjebe－ylnuJegdr－eunaγaqubui－j－ageJueSekeleltibi

ものでしょう。野生のウマだといって，矢じりの先で倒されるでしょう》といったで

はないか，私は。

2‥　EnebisitigebeBaγ一aJaγalanukelebe・aabaγalminuer－e

ほら，そのとおりになったではないか」といった。（今度は）小さいジャガルがいった。

「ああ，お兄さん，男

3：Ktimdnkelegsen也ge－degenkdrekdbisitiaytamorinJOrlγSanγaJar－taγan
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はいったことを実行するものでしょう。雄ウマは目指すところまで

4：Kdrekdbisibyabuy－ayaγakiγSanem－emetdoqurqansanaγ－a－taibileei

走るものでしょう。行きましょう。どうして女みたいに考え方が狭いのでしょう。お

兄さんは。

5：Manigdieektimorin－aeabolqubaraγan－imaniqaraqubuyugebeAltaiQan－u

われわれに追いつくウマがいますか，われわれの遠影をすら眺められない」といった。

「アルタイ・ハン山の

24

1：Aruoruqu－durarγaliuγalja－yialaγulunbaγuy－aK6ktiiQan－i6berlen

北に入るときは，アルガリとウガールジを殺して行こう。グクイ・ハン山の南を

2：Yabuqui－durk6kealaγbuγu－ylgiskilenγaruy－at6b－tinkdmdn－dtir

通るときは，青まだらの鹿を踏みつぶして行きましょう。中央の勢子には

3：ToγuSun－lyantijegdey－ebdri几rbanCabeiγur－lJOrly－agebe

沙ほこりをみせてやりましょう。今からグル／ミソ・ジャブチュールを目指しましょう」

といった。

4：YekeJaγalyirdgen－lyenk6delbeBaγ一aJaγal孟0γSink6delbeBaγ一a

大きいジャガルは急いで走りだした。小さいジャガルはゆっくり歩きだした251）。小さ

5：JaγalYekeJaγal－daγankelebe・abaγalminuaq－ametdsanaγeiAleul

ジャガルは大きいジャガルにいった。「お兄さん，（自分の）兄貴のように思われてい

る若い

25

1：BorumorinyaγakinambolbagejdkelebeteddidegerebariγSandgel

葦毛馬に何ができよう」といった。二頭のシャガルは追手に捕まることなく，

2：几rbanCabeiγurγaJar－lJOringtiibe．YekeJaγalanuqoyarsanaγan－i

グルパン・ジャブチュールを目指して走った252㌧大きいジャガル（の頭のなかには）

二つの思い

3：Sanaju．qayiranQanEjenminu．qayiranqanCaγaγeinekeminu・

があった。なんと懐かしいハーン主君，なんと懐かしい母チャガークチ253）よ，

4：GejBnidtin－eeenilbusunγarγaJu6rd6rdelige－ben6mdreJu：

と思い，眼から涙を流し，心が痛み，深く悲しみながら

5：EbBd由g－lyenS6gBdjtiyabubasutuBoγdaEjenindK6keOnddr

ひざまずいて歩いた254㌧　英明聖主は，ギョク・ウンドゥル山の

26

1：Degereγarjubaraγan－iinuqaraJuSinalunuyarabai・Bolduγ－unBoru

うえに登り，（二頭のジャガルの）遠影を眺めているうちに悲しくなった。ボルトゥク
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ン・ポロ・

2：Toluγai－durγarjuQaγanEjinanuQayilaba．er－e－yinsayin－iyarejin

トロガイ山に登り，ハーン主君は涙ぐんだ。「男として秀でてハーンに

3：Eseboluluγ－abi・erkettitngrleClge－ylnJayaγan－lyarejinboluluγ－abi．

なったのではないのだ，私は。父なる上天の運命によってハーンになったのだ，私は。

4：CaγaγClngeg血一eeet6rdgsenqaylraner－eqOyarJaγalminuneyildnγaJarlabauei

牝ウマのチャガークチン255）から生まれた，二頭のいとしい雄のジャガルがつれだっ

て牧地をかえた。お前ら。

5：Ebeiminuemegel－iyenbarijuyaγakinqarly－a：ergijdirekdbolbauei

朕はどうやって鞍をもってかえろう。また帰ってくるだろうか，お前らは。

27

1：EbeiminubuliyanabjueJlneSeboluluγ－abiboγdatngrleClge－yln

朕は戦いに勝ってハーンになったわけではない。聖なる上天の

2：Jayaγan－lyarejinboluluγ－abibuyan－tuCaγaγClngegtin－eeet6rugsen

運命によってハーンになったのだ，私は。幸ある牝ウマのチャガークチンから生まれ

た

3：Qayiraner－eqOyarJaγalminuburuγulanγajarlabaueiebeiminuqayiralan

いとしい，雄の二頭のジャガルが（朕を）離れて逃げたのか，お前ら。朕は誰かの恩

恵

4：AbeueJlneSeboluluγ－abiqaγantngrleClge－ylnqaylr－a－bareJen

を受けてハーンになったわけではない。父なる天帝のおいつくしみによってハーンに

5‥　Boluluγ－abiqasCaγaγClngegdn－eeet6rdgsenqaylranqOyarJaγalminu

なったのだ。玉の如き牝ウマのチャガークチンから生まれた，いとしい二頭の雄のジャ

ガルが

28

1：Qaγatanγajarlabaueiebeiminuqarijuirekbbolbaueiebeiminu

離れて牧地をかえたのか，お前らは。帰ってくるのだろうか，お前らは。朕は，

2：Ueir－taiyekeurulduγanbolqu－duyaγun－lyanqaγSaγay－aueir－tuyeke

わけあって大演習をおこなうとき，どのウマを訓練しよう。わけあって大規模な

3‥Aba－banbolqu－duyaγun－lyanunuy－a・qaylranqOyarJaγalminuqariolan

巻秤56）になったとき，どのウマに乗ろう。なんと惜しい二頭のジャガル。大勢の

4‥Dayisunbolqu－duyaγun－lyanquyaγ1ay－a・qaylranqOyarJaγalminugemegedtedBi

敵が襲ってきたとき，どのウマに乗って戦おう。なんと惜しい二頭のジャガルだ」と

いった。その後

5：SutuBoγdaEjenorduqar孟i－dur－lyanqarlJuirebeqoyarJaγalIbrban

英明聖主は宮帳にもどっていった。二頭のジャガルはグルノミン・
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29

1：Cabeiγur－durJOrinktirjtid6rbenonnutuγlabaBaγ－aJaγalanuarasu－ban

ジャブチュールに着いて，四年間住んだ。小さいジャガルほ皮が

2：IjartalatarγulbaYekeJaγalanuJunJuSaγaSanmOrinmetdqatayirduγadebdl

ひび割れるほど肥った。大きいシャガルほ夏も肥らずに257）やせこけた。冬に

3：Bolqui－duryaear－durinuayaγ－a－ylneinegenm6sdnk6rtibeolγaSlγun－dur

なると，顔にはお椀ほどの氷ができた。（大きいジャガルが苦しんでいるのをみて）記

憶がよみがえり，

4：Uyaraqusedge1－yiir山medegedBaγ一aJaγalanuasaγuba・aabaγalminu

悲しみの念が生じた小さいジャガルは聞いた。「ああ，お兄さんよ，

5：Ebesdn－iered－beridedegatala．usunuruγul－iyaruuγunatalaabaγal

草をあごでかんで，水を258）唇で飲んでいたのに，お兄さんが

30

1：Arasu－taisirbdsd－telqataqueinuyaγunbuigemenasaγubaYekeJaγal

皮も筋もやせるのはなぜですか」と聞いた。大きいシャガルは

2：KelebeabaiboruduγurumminuyaγungeJubl也medenemclqayiralan

いった。「いとしい小駿馬よ，なぜなのか知らないのか，お前は。可愛がられて

3：OsgegsenQanEjen－iyenqanilanueiraγSanqayirann6ktid－iyenqayirantbrtigsen

育てたハーン主君を，親しく遊んだ多くの友人たちを，大事に生んで育てた

4：Ekeydgensanaqula．qayirtuγajardurturγubanqomuγultuγaJar－dur

母親を思いだすと，なれた土地でも足を（踏みいれることができず）馬糞のあるとこ

ろでも

5：Ered－benkdrgeJuyadaba6sdnt6rdgsenekeyugensanaqulaebestin－ddr

あごをつけることができない25㌔生んで育ててくれた母親を思いだすと，草には

31

1：Ere由一benusun－auruγul－iyanktirgeJuyadabaabaiboruduγurumminu

あごを，水には唇をつけることができない。いとしい小駿馬よ，

2：Yaγakijutilumedenemeiabaiminugebeterecaγ－durBaγ－aJaγalanu

どうして知らないのか，お前は。私の弟よ」といった。そのとき小さいジャガルは

3：J6bqarqulnlyenburuγuqaraJuuyilanYekeJaγal－taγankelebeaabaγal

顔で笑い，心では泣いて大きいジャガルにいった。「ああ，お兄さん

4：Minuarasusirbdsti－teieinuqataγanalajuarasun－ieinuemdsmiibi

よ，皮も筋もやせてしまって。あなたを殺して皮を着よう，

5：Miqan－ieinuidemdaeituabayalminuoduqarly－agemenkelebeYekeJaγal

肉を食べよう，私。恩あるお兄さんよ，そろそろ帰ろう」といった。大きいシャガル

は
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32

1：Ibrbadakinsilgegednigenqoyarebesdntatalanbayibaylrugen－lyenYeke

三回身震いをし，一口二ロ草をちぎって食べていた。さっそく大きい

2：Jaγalk6delbeBaγ－aJaγalk6delbeγurbansaraylnγaJarγurbanγurba

ジャガルは走りだした。小さいジャガルも動きだした260㌧「三ヶ月の行程を九

3：Qonuy－durkdrtiy－egebe・tereqOyarJayal－unkdrjtiirek由一yins6niddli一血r

泊で着こう」と（小さいジャガルが）いった。二頭のジャガルが帰ってきた日の夜遅

く

4：SutuBoγdaEjenindnlgenJegtiddnJegtiddlebe．erkettitngrleClge－eee

英明聖主はあるひとつの夢をみた。「父なる上天より

5：Jayaγ－a－taiErmegCaγayClngegdn－eeet6rdgsener－eqOyarJaγalminuneyil血

運命によって，牝ウマのエルメク・チャガークチンから生まれた，雄の二頭のシャガ

ルがつれだって

33

1：Ibjarlajubileergijdirekdbolbauemegel－iyentoqujubayinamgeJu

出奔したのだ。もう帰ってきていて，鞍をつけているという

2：JegddelebebigebeeneJegddtinminudnenbuyuqudalbuyu．

夢をみた，私は。この夢は本当かうそか，

3：BoγulBeein－iaduγun－durorujudjegejB．QaγanEjinsutu

侍臣ベチソが馬群に入ってみなさい」と仰せられた。英明

4‥　Boγda－ylnJarliγ－lyaraduγun－durorubasuqoyarJaγalqarlJu

聖主の命令にしたがって馬群に入ってみると，二頭のジャガルは

5：IregsenaJuγu・01eBuγurulaJarγ－aanu也drsenbayijuegdride

帰ってきていた。種雄のウレ一・ブーラルは低くいななき，「もう永遠に

34

1：Qaγatabagejdbilebi・eddgeeddrirebesiidegemenbayarlanbayiju

別れたかと思っていた，私は。今日帰ってきたのか261）」とうれしそうに

2：Ebsiyenbayiba・ErmegCaγaγClngegdnekeintiqoyarniddn－eee

あくびをしていた。牝ウマのエルメク・チャガークチン母が，両の眼から

3：NilbusunγarγaJuuyilanbayarlajubayiqu－yidjebeer－eqOyarJaγalanu

涙を流して泣いているのがみえた。二頭の雄のジャガルが

4：Ekeydgenendetende－eeeir山qarajubayiqu－yidjebeboγul

母親のあちらこちらをみて眺めているのもみえた。侍臣

5：BeeinuJegedqoyarJaγal－yibaringebeqoyarJaγalesebariγdaba

ベチンほそれをみて，二頭のジャガルを捕えようとしたが，二頭のジャガルは捕まら

なかった。
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35

1：QoyarJaγalirejdOleBuγurulajarγ－a－taiabeuirebegejd

「二頭のシャガルは帰ってきていた。種雄のウレ一・ブーラルと一緒に追ってきた」と

2：QaγanEjinsutuBoγda－durayiladqaba・SutuBoγdaQaγanEjini血

英明聖主のハーンに報告した。英明聖主は

3：Nigenqaneui－bantdrgenemdsdnγarbaaqoyarJaγalminu・mendtibuyu

片方の袖に急いで手を通しながら（天幕を）出た。「ああ，わしの二頭のジャガルは無

事

4：DagebeBaγ－aJaγalanuontusum－a－yinteddiyaJar－abayiju

か」とたずねた。小さいジャガルは矢が飛んだ262）ほどのところに立って

5：KelebenlrbanCabeiγurJOrlγSanqOyln－aqOyarJaγal－duryaγubui

いった。「グルパン・ジャブチュールに行ったあとの二頭のジャガルは何ともありませ

んよ。

36

1：Ibeintdmenulus－yiejilensaγuγSanQaγanEjinminuqarinmendtibuyu

三十万の国を統率するハーン主君こそご機嫌いかがでしょう

2：DaAltaiQan－ijoriγSanaliy－amaγuqOyarJaγal－duryaγubilearban

か。アルタイ・ハソ山に行ってきた，たちの悪い二頭のジャガルは何ともないですよ〇

十

3：Tdmenulus－yiejilensaγuγSanQaγanEjinminuqarinmendBbuyuei

万の国を支配するハーン主君こそご機嫌いかがでしょうか263も

4：K6kdiQan－ijoriγSank6gerkenaγali－tuqOyarJaγal－duryaγubile

グクイ・ハソに行ってきた，浮かれた性格をもつ二頭のジャガルは何ともないですよ。

5：Ktiiolanulus－iejilensaγuγSanQaγanEjinminuqarinmenddbuyuei

多くの国ぐにを統治するハーン主君こそご機嫌いかがでしょうか」

37

1：GebesutuBoγdajarliγboljuaqoyarJaγalminudayaγun－utula

といった。英明聖主は（また）仰せられた。「ああ，二頭のジャガルよ，何のために

2：Yambarueir－talγaJarlabadageJuaSaγubaYekeJaγaldaγuneSe

どういう理由で牧地をかえたのか」と聞いた。大きいジャガルはだまって

3：IbrbaBaγ－aanuSutuBoγdaEjin－dBr－iyenkelebeaQaγanEjinminu

いた。小さい（ジャガル2糾りは英明聖主にいった。「ああ，ハーン主君よ

4：QoyarJaγal－iqayiralaqubolusidaγ－aeaγdurminudabtaqubileda

二頭のジャガルを可愛がるならば，二才馬のときには訓練し，

5：Uriy－eCaγ一tuminuerinsanaqubiledakijalangeaγ－turminukinan

三才馬のときに捜し求め265－，四才馬のときには乗って評価2661
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38

1：Unuqubiledasoyulangcaγ－turSOrinunuqubiledaAltai

すべきでしょう。五才馬のときには演習で乗るべきでしょう。アルタイ・

2：Qan－iabalaquieaγ－turarγaliuγalja－yigdieenalabaarbantdmen

ハン山で巻狩をしたとき，アルガリやウガールジに追いついて殺した。（しかし）十万

もの

3：Aba－yink也m血dltimedebeK6kdiQan－ik6beilenabalaquieaγtu

勢子たちは誰も知らなかった267も　グクイ・ハン山で弓矢で巻狩をしたとき，

4：Kdilenk6keeinu－a－ylgulClnalabakedtintdmenkbmiineinudld

灰青色の狼に追いついて殺したのに，何万もの人びとは誰も

5：MedebeKentiQan－ikertinabalaquieaγdurkeddntBmenkdmdneinu

知らなかった。へソティ・ハン山をまわって巻狩したとき，何万もの人びとは誰も

39

1：Esemaγtaba・OnunQatun－uOitala－yiabalaqui－duroyir－aqOla

褒めなかった。オノン河と黄河の森や平地で巻狩したとき，遠くも近くも

2：Adalibolbaeuolantdmeneinuesemaγtabateyimd－eeetulada

同じだと思って（走ったあとも），誰ひとりとして褒めなかった。そうしたことか

ら268）

3：IbjarlababidaayimaγSibaγundongγudulakdmdn－tik6begdnγajar－taγan

牧地をかえたのだ，われわれは。群がる鳥たちはさえずった。人の子は《住めば

4：Saγubakdldg一dnk6begdnγajar－iyansanabaQaγanEjinsutuboγda

都≫という。駿馬の仔は生まれ故郷を思うものだ。ああ，聖なるハーン主君

5：Minugebetengkekdi－ddrYekeJaγalkelebeboruduγurumbayiγ－a

よ」といった。そうしたところで，（今度は）大きいジャガルがいった。「いとしい小

駿馬よ，つつしみなさい」

40

1：GebeQaγanEjenminunamayiunugebeteretige－yij6bsiyejdBaγ－a

といい，「ハーン主君よ，私に乗って下さい」と申し入れた。（ハーン主君は）彼らの

ことばにしたがい，小さい

2：JaγalanunaimanjilqurlabanaimanjilqaγSaγaba．namur－unterigdnsaradu

ジャガルを八年間休ませ，八年間節食訓練させた。秋の最初の月に

3：Aba－durmorday－agejd．abamordanAltaiQan－iarulanabalaba

巻狩に出かけようと，一斉に出発した。アルタイ・ハソ山の北で巻狩をおこない，

4：ArbantdmenkdmdnmaγtanγayiqabaK6kdiQan－ik6beilenabalaba

十万もの勢子たちは褒めたたえた。グクイ・ハン山で弓矢で巻狩をおこない，

5‥　Keddnolanamitan－lgulClnalabakelektiiaba－yinkdmdnγaylqan
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何種頬もの動物に追いつき殺した。語りあっていた狩人たちは驚き，

41

1：MaγtabaKentiQan－ikerdnabalabakeddnolanamitan－igdieen

褒めたたえた。へソティ・ハン山をまわって巻狩をおこない，何種頬もの動物に追い

つき，

2：Alabakelektiiaba－yink心mdnγayiqanmaγtabaOnunQatunm6ren－ti

殺した。語る狩人たちは驚嘆し，褒めたたえた。オノン河と黄河の

3：Oitala－yiabalabaolantdmenamitan－1gltunkemJly－etigel

森や平地で巻狩をおこない，無数の獣を刺し269）殺した。限りなく

4：myiqanmaγtabaqoyarJaγal－unSanaγ一aSedkelir山amurqanJlrγaba

褒めたたえられた。二頭のシャガルの気持ちも（これによって）おちついた。

5：SutuBoγdaeinggisQaγanBaγ－aJaγaトdurgkibtatajuseterlebe

英明聖主チンギス・／、－ンほ小さいジャガルに鮮やかな絹布を飾り，神に奉納した

42

1：Gelegkibtataqu－ylnyOSunBaγ一aJaγal－aeabolbageleEjin

という。（ウマに）絹布を飾って（神に奉納する）しきたりは小さいシャガルからはじ

まったものだ。聖

2：BoγdaeinggisQaγan－uer－eqOyarJaγal－untuγujitegtisbe：

主チンギス・ノ、－ンの雄の二頭のシャガルの伝説は終わった。

3：△MongγOlulus－unSudurbieig一也nkdriyeleng－eeeOlan－aergdgdegsen一也

モンゴル国の史籍研究所から共戴

4：Arbanqoyaron－dur：nlgemingγantabunJaγunqubi－yikeblegtil厄n

十二年に。一千五百部を出版させ

5：Ibrγabaineyislelktiriyen－dekiOrusMongγ01－unkeblel－unγaJar－adarumallabai

た。首都クレーにあるロシア・モンゴル出版社から印刷された。

6：dn－e90m6nggu：

定価90凰270㌧

5　叙事詩の物語の成立および「長い歌」との関係

叙事詩「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」は，以前から研究者たちに注目されてき

た。叙事詩が成立した年代およびその思想など，内モンゴルではいまだに論争の的と

なっている。今までの諸学説には，叙事詩「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」を「聖

主の二頭の駿馬」という「長い歌」と比較した研究はほとんどなかった。本章で

は従来の論点を検討したうえで，私自身の仮説をうちだしたい。
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5．1叙事詩の物語の成立

叙事詩「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」の物語の成立年代について議論した研究

者たちはほとんど例外なく，年代記と関連づけている。年代記との接点は，叙事詩の

後半にみられる駿馬の鑑定士アルクタイ・タイシ（AruγtaiTayisi）という人物名で

ある。研究者たちはこの人名を年代記に登場する，14世紀末から15世紀前半にかけて

活躍する，モンゴルのアルクタイ・タイシと結びつけている。そのため，ここでまず

年代記が描くアルクタイ・タイシの人物像を整理する必要があろう。

5．1．1年代記が語るもの

モンゴルには数多くの年代記がある。ここではオルドス・モンゴルのサガン・セ

チェン・ホン・タイジが17世紀に書きあげた『蒙古源流』を基本資料とし271），アル

クタイ・タイシに関する記述を要約する。

ときは14世紀末。モンゴルは万里の長城以南の中原から撤退し，モンゴル高原にも

どっていた北元時代。政治権力の中枢には依然としてチンギス・ハーンの直系子孫た

ちがいたとはいえ，往時の雄図大略は面影もなく，ひたすら権力闘争にあけくれる日

々であった。

そうしたなかで，エルベクという人物がハーン位に即いたのは1393年のことであっ

た。巻狩をしていた冬のある日，エルべク・ハーンはけがを負わせたウサギの血が雪

のうえに散っているのをみた。白銀と鮮血のコントラストを目にしたハーンは，「雪

の如き白く，血の如き赤い顔の美人はいるか」と周囲にたずねた。近くにいたオイラ

ト部のホーハイ・ダユ（QouqaiDayu）は，「ハーンの弟の夫人はまさにそのような

美人です」と進言した。エルベク・ハーンはきっそくホーハイ・ダユを弟のところへ

派遣し，その容姿を一目みたいと要求した。

弟の夫人は「天と地がまじわる理はない。ハーンが弟の嫁をみる理はない」といっ

て，断る272）。それでもェルベク・ハーンはあきらめられず，弟を殺し，その夫人を

奪った。

その後，ホーハイ・ダユはハーンに会いにくるが，留守であった。宮帳の外でハー

ンの帰りを待っていたところ，殺された弟の嫁で今やハーン妃となった夫人から宮帳

に入るようにと誘われた。ホーハイ・ダユを迎え入れた妃は，「低い身分を高くして

くれた恩人だ」といって，強い酒を勧め，ホーハイ・ダユはついに酔った。妃はホー

ハイ・ダユを官帳内に寝かせたあと，自らの顔を傷つけ，髪を乱してからハーンをよ
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んだ。ホーハイ・ダユは妃に無礼をはたらいた罪で殺された。

しばらくしてエルべク・ハーンはホーハイ・ダユを誤殺したことに気づいた。ハー

ンは懐柔政策としてホーハイ・ダユの息子バトラ（Batula）に自分の娘セムル公主

（Sem且rGdnji）をやり，チンサン（eingsang丞相）の称号を与え，オイラト部を統

率させた。

ホーハイ・ダユはもともとオイラト部のウケチ・ハスハ（tJkeとiQasq－a）の部下で

あった。そのため，ウケチ・ハスハはホーハイ・ダユの息子バトラを自分の「属民」

（qaraeu）とよんでいた。バトラがェルべク・ハーンによってチンサン（丞相）に任

命されたことに，ウケチ・ハスハが喜ぶはずがなかった。ウケチ・ハスハは，ハーン

が弟の夫人を奪うという不義をはたらいたとの理由で，エルべク・ハーンを殺した。

1399年のことであった。オイラト部の勢力はますます助長してきた。

長い背景説明になったが，いよいよ問題のアルクタイ・タイシが登場する。

おそらくオイラト部がモンゴルを攻略していたこの時期であろう，バトラ・チソサ

ンはひとりの少年を捕虜にしていた。モンゴルのアスト部（Asud）のウクテレク

（Ogteleg也）である。バトラ・チンサンは少年にアルク（Aruy，かご，写真5）を

背負わせ，牛糞を拾わせるなどして酷使した。そのため少年の本名は忘れられ，いつ

のまにかアルクタイ（かごもち）とよばれるようになった。

バトラ・チソサンもまもなく領主ウケチ・ハスハによって殺される。年代記に記録

写真5　牛糞拾いに使用する寵アルク
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はないが，アルクタイ少年ももちろんウケチ・ハスハの属民となる。ある日オイラト

部が集会（eiγulγan）を開き，大事を協議した。集会のあと帰りいく人びとをみて，

アルクタイ少年は「集会で何を話したのか」とたずねたが，牛糞拾いの少年を誰も相

手にしなかった。「かごのなかの牛糞を火に入れることになった。かごもちの少年を

タイシ（太師）にすることになった」（aruγtaiarγal－yiγalergdk由bolba，aruγtai

k6begBn－itayi孟ibolγaqubolba）といってあざけり笑った。かごのなかの牛糞は火に

燃やされる運命である。かごもちの少年もタイシなんかになれやしない，という皮肉

である。しかし，少年はこれを聞いてかごを肩から降ろし，「今のは天の命令だ，あ

なたたちのいったことばではない」といって天に拝んだ。

ウケチ・ハスハが死んだあとその息子が権力を握り，バトラ・チンサンの夫人で

あったセムル公主をめとる。アルクタイはひきつづき酷使されていたが，のちにセム

ル公主の力でオイラト部を離れ，モンゴルに帰還する。

かごもちの少年アルクタイはその後，1410年にモンゴルのアダイ・ハーンのもとで

タイシ（大師）に任命され，天命が実現する。さっそくオイラト征服に着手し，戦い

の後，バトラ・チンサンの息子を捕虜にした。

アルクタイ・タイシは以前バトラ・チンサンに酷使されていたことを思いだし，バ

トラ・チンサンの息子を鍋（toγan）273）の下に入れて抑留し，ヒツジの番をさせた。

そのため，バトラ・チンサンの息子はトカンとよばれるようになった274も

トカンはその後オイラト部に送り返される。『ロ・アルタン・トプチ』には，オイ

ラト部に帰還したトカンがモンゴルのことを「種雄ウマのいない馬群，雄ヒツジのい

ないヒツジ群」と表現したとある（Coyiji1983：566）。オイラト部の首領となったト

カンはモンゴルとの戦いをはじめた。

以上，年代記に登場するアルクタイ・タイシについて述べてきた。つぎにアルクタ

イ・タイシをヒントに，叙事詩の物語の成立年代を推定する諸説を検討する。

5．1．2　物語の成立年代

テキストで示したように，オルドス地域を中心に伝承されている「チンギス・ハー

ンの二頭の駿馬」という叙事詩は，二つの物語からなっている。それを仮に「二頭の

駿馬の物語」（qoyarjaγal－undliger）と「アルクタイ・タイシの息子の物語」（Aruγ－

taiTayisi－yin k6begdn－tidliger）と命名する。第4章で呈示したオルドスからの二つ

のテキストでは次のような構成である。
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二頭の駿馬の物語：00本1・a・1～14・b・3；qB本1・1～23・12．

アルクタイ・タイシの息子の物語：00本14・b・3～20・a・4；

qB本　24・1～30・12．

二つの物語のなかで，前半の「二頭の駿馬の物語」にはチンギス・ハーンと侍臣メ

チソ以外に人名はない。後半の「アルクタイ・タイシの息子の物語」には，聖主の他

にアルクタイ・タイシ夫妻，アルタイ・バヤン（またはアラクタイ・バヤン），人質

の少年らが登場する。前後二つの物語を通してみれば，チンギス・ハーンと侍臣メチ

ンを除いて唯一アルクタイ・タイシという人名が年代記にみられる。

早くも1958年に，内モンゴルのエルデニトクトホは次のような推論をうちだしてい

る。「アルクタイ・タイシの息子の物語」は，『ロ・アルタン・トプチ』にあるモンゴ

ルのアダイ・ハーンらがオイラト部を討ち，バトラ・チソサンを殺し，その息子をア

ルクタイ・タイシのヒツジの番人にしたとい記述をあらわしているかもしれないとい

う（Erdenitoγtaqu1958：47）。エルデニトクトホは，叙事詩の前半の物語は13世紀後

半の作品で，後半の物語は北元時代のアダイ・ハーンのときに形成されたであろうと

示唆している（Erdenitoγtaqu1958：47－48）。その後ナラソンらは，叙事詩は13～14

世紀の作品であろうと主張している（Narasun＆Gljeyibayar1986：178－295）。

叙事詩「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」を詳しく分析し，その成立年代について

興味深い仮説を展開しているのはケシクトクトホである。

ケシクトクトホはまずダムディンスレンの『モンゴル文学珠玉百篇』にある二つの

テキストを，「ハルハ本」と「オルドス本」に分類している。いわゆる「ハルハ本」

とはすでに1．1で触れたように，1916年にモンゴル国外務省から出版されたものであ

る。「オルドス本」とは，ジャムツァラーノやェルデニトクトホらが収集，発表した

ものである（Kesigtoγtaqu1988：282－283）。

両者のなかで「ハルハ本」の万がより古く，おそらくモンゴル・ハーン国が成立し

た1206年から1368年に元王朝が中原から撤退するまでのあいだにできた作品であろ

う，とケシクトクトホはみている。その証拠として作品中のモンゴル・ハーン国の社

会的雰囲気をあげている。具体的には三つの要素を強調している。

第一に，大ハーンなどの強大な権力者の存在である。「五色四夷」の国ぐにを配下

においたチンギス・ハーンを照射しているのではないか。

第二に，無数の軍隊で大規模な巻狩をおこなうなど，モンゴル・ハーン国初期の軍

事，社会制度が反映されている。
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第三に，仏教の影響がないこと。一部の写本にOmSuVaStaisiriということばがあ

るが，抄写がくりかえされたときに加えられたにすぎない。チンギス・ハーンの夢判

断，山頂での拝天儀礼，家畜を聖別するなど，叙事詩全体としてシャマニズムの色彩

がきわめて濃厚である（Kesigtoγtaqu1988：283－285）。

仏教の影響がないことから16世紀以前と推定し，そのうえでハーン国の社会的側面

を考えあわせて，年代を特定している。

ケシクトクトホは，「オルドス本」は北元時代に「ハルハ本」に手を加えたうえで，

再創作されたものであると主張している。それを以下二つの面で確認できるという。

まず，言語表現と物語の展開での創作が考えられる。「ハルハ本」では小さいジャ

ガルが出奔したとき，四方から四色の鳥たちが飛びたってさえずる。その際，「離れ

て牧地をかえた」，「離反して牧地をかえた」のように表現し，小さいジャガルの出奔

を悲しんでいる。ところが「オルドス本」ではわけもなく「南の地方」を絶賛し，「北

の地方」をけなしている。それによって小さいジャガルは北から南へ出奔したことを

暗示している。つづく「アルクタイ・タイシの息子の物語」の最後では，駿馬は「南

の土地」すなわち「漢族の土地」で誕生するようになったと表現し，「南の土地」が

「漢族の土地」であることがはっきりしてくる。このような展開は北元と明朝の闘争

を反映しているにちがいない，という（Kesigtoγtaqu1988：285－287）。私はこの意見

には賛成できない。「オルドス本」でも鳥たちは「訳もなく北をけなしている」ので

はなく，むしろ先に逃げだした小さいジャガルを戒めているのではないか。オルドス・

モンゴル人は二頭のジャガルは南から北へ出奔したとみている。

次に，新たに「アルクタイ・タイシの息子の物語」がつけ加えられたという。「ア

ルクタイ・タイシの息子の物語」は展開方法や特色などあらゆる方面から北元時代の

作品であることが明らかであるという。登場人物のひとりアルクタイ・タイシを歴史

上のアルクタイ・タイシと断定できる根拠はないが，北元時代の歴史を彷彿させる。

つまり後半の「アルクタイ・タイシの息子の物語」の「聖主」（ejenboγda）は北元

時代のあるハーンを指し，トカン・タイシ，エセン・ハーンのころの東西モンゴルの

内紛を描いたものである。物語はアルクタイ・タイシが少年時代にかごを背負って牛

糞を拾わされていたこと，トカン・タイシが捕虜だった少年のころにヒツジの放牧を

強制されていたことを織りこんだ作品であるという（Kesigtoγtaqu1988：288－291）。

以上，主としてケシクトクトホの学説を紹介したが，ここでその問題点を指摘して

おきたい。

「ハルハ本」が存在するか否かは大きな問題である。1．1でも述べたように，1916
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年にモンゴル国外務省から出版されたテキストの原本は，どこから収集されたかは不

明である。仮にその原本をハルハ・モンゴル部の居住地域から収集したとしても，ハ

ルハ．モンゴル部において実際どの程度伝承されていたかを検証しないかぎり，安易

に「ハルハ本」と命名することはできないのではないか。ハルハ地域と対照的に，写

本と口頭の両方によるオルドス地域での伝承はなみなみならぬものがある0チンギ

ス・ハーン祭祀を数百年にわたって維持し，日常生活のなかで常にチンギス・ハーン

を身近な存在としてみているオルドス・モンゴル人。叙事詩の創作者がオルドス・モ

ンゴルであることは何の疑いもない。

叙事詩後半の「アルクタイ・タイシの息子の物語」は，北元時代に成立した，との

説に私は賛成である。ただし，ケシクトクトホがいう後半の物語にある「聖主」は北

元時代のあるハーンを指しているだろう，との主張には異議を唱えたい。『蒙古源流』

などの年代記では，北元時代のチンギス・ハーンの子孫は，みな「主の前でハーンの

位に即いた」（ejen－BemBn－e－eeeqanOrun－aSaγuju）とある275t北元時代でも，「主」

（ejen），「聖主」といえば，依然としてチンギス・ハーンあるいはチンギス●ハ‾ン

の祭殿「八白官」（naimaneaγanOrdun）を指していることは，明らかである0

伝承者は北元時代の史実の一部を，叙事詩に織りこんだときも，それを聖主チンギ

ス・ハーンに結びつけた。5．1．1で示したェルベク・ハーンのように，自分の弟の夫

人を奪うなど，「天理」に反する行為でモンゴルを混乱させた諸ハーンへの失望が，

往時の英明聖主への憧憬を一層引きたてたのではなかろうか。

5．2　帰る駿馬と帰らぬ駿馬－叙事詩の二つの物語の関連性－

以上，叙事詩の物語の成立年代について，年代記と結びつけた説を検討してきた。

叙事詩の物語には年代記の歴史が反映されている。しかし，物語は歴史そのものでは

ない。年代記の「史実」を超えたモチーフが抽出され，物語は成立する0物語で語り

っがれるべき「真実」とは何であろう。言い換えれば，叙事詩「チンギス・ハーンの

二頭の駿馬」は何を訴えようとしているのか。なぜ今だに人びとに愛されているので

あろうか。

ォルドスのナラソンらは，叙事詩「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」は，二頭のジャ

ガルを通してチンギス・ハーンを称賛しようとしたものであるという。二頭のシャガ

ルを心をこめて育てたにもかかわらず，小さいジャガルは不平不満をいって逃げだす0

それでもチンギス・ハーンは怒ることなく，ずっと駿馬のことを心配していた。出奔

先から帰ってきたあと，チンギス・ハーンの厚い愛情にこたえようと・小さいシャガ
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ルは尊い命を捧げた（Narasun＆01jeyibayar1986：208）。

ナラソンらはさらにオルドス地域にあるチンギス・ハーンの祭殿「八白官」と関連

づけて，次のように指摘している0「八白宮」のひとつに「手綱の自宮」（jiloγu－yin

eaγanOrdun）がある。「手綱の自宮」はチンギス・ハーンが使用したとされる鞍を保

存し・御神体として二頭の淡黄色馬（sirγ－a）を代々転生させ，維持してきた。祭祀

のときにはチンギス・ハーンの鞍をつけ，人びとの参拝をうける。したがって，モン

ゴル人にとってウマはただの友人ではなく，国家の象徴（belgetemdeg）でもある。

叙事詩はチンギス・ハーンとその功臣らを称え，統一モンゴルの強固を謳歌したもの

であるという（Narasun＆Gljeyibayar1986：209）。

ツェレンソドナムは，「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」は動物を主人公とする叙

事詩のたぐいに入るという0チンギス・ハーンの名前が登場するのは，モンゴル帝国

の崩壊後，ふたたびチンギス・ハーンの名を借りて，再統一を促そうとしたからであ

る（eeringsodnam1989：414－418）。

ケシクトクトホは，叙事詩に登場する二頭の駿馬のモチーフは，チンギス・ハーン

の二人の弟，ハサルとベルグーダイではないかと推測している。ハサルはモンゴル諸

部の統一と，ハーン国の建立に大きく貢献したが，さまざまな原田で一時チンギス・

ハーンと別れたこともある。一方，ベルグーダイは誠心誠意，生涯チンギス・ハーン

から離れることはなかった。小さいジャガルはハサルを，大きいジャガルはベルグー

ダイをそれぞれあらわしているのではないか（Kesigtoγtaqu1988：304－311）。

上に述べた従来の学説はどちらかというと，叙事詩の二つの物語を分けて別個に論

じる傾向が強かったのではないか。叙事詩が二つの物語から成っている以上，両者に

共通する主題があるはずである。

5．2．1＝頭の駿馬の物語

物語の前半，すなわち「二頭の駿馬の物語」において，大きいジャガルと小さいジャ

ガルのどちらを主人公とみなすかも，興味深い問題である276㌧ケシクトクトホらは，

叙事詩は小さいジャガルの反抗精神を賛美するものではなく，大きいジャガルの協調

精神を美徳とするものであると理解している（Kesigtoγtaqu1988：296q297；

301－302）。

私は叙事詩を分析する際，「聖主の二頭の駿馬」という「長い歌」を十分考慮しな

ければならないと思う。詳しくは次節にゆずるが，「聖主の二頭の駿馬」は叙事詩の

普遍化された形態，すなわち叙事詩の大衆版である。この大衆版のモチーフこそ，よ
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り多くの人びとに真実として受けとめられているからである。

「長い歌」としての「聖主の二頭の駿馬」では，「聖主の二頭の駿馬（に）・小さい

シャガルがいたのだ」（Ejenboγda－yinqoyarjaγal，Baγ－ajaγalbayijaisai・）とくり

かえす（3．1参照）。ここでのモンゴル語のbayijaisaiは，願望に近い表現である0歌

は小さいシャガルに対して，「いてほしい」と強く訴えている。ウラト地域でうたわ

わている「アルタイとハンガイは山々の高いところ」においても，「聖主の二頭のジャ

ガル（に），小さいジャガルがいて（長く）とどまる」（EjenBoγda－yinqoyarjaγal，

Baγ一ajaγalbayijutoγtan－a・）とある0ここでも同じく，小さいシャガルに「長くと

どまってほしい」と切望している。小さいジャガルが主人公であることはまちがいな

い。離反，出奔そして帰還。モンゴル社会における統合の論理と統合への希求が叙事

詩に貫かれている。

5．2．2　アルクタイ・タイシの息子の物語

物語の後半，すなわち「アルクタイ・タイシの息子の物語」は，後代の付加である，

という諸先学の指摘は正しいと思う。前半の「二頭の駿馬の物語」と後半の「アルク

タイ・タイシの息子の物語」の共通点は何であろうか。

前半と後半二つの物語に共通してみられるのは，駿馬の出奔である。

ただのウマではなく，駿馬が漢族の土地に逃げていってしまう。せっかくもどって

きた小さいジャガルを死なせてしまう。おまけにそれ以降，駿馬はもっぱら漢族の土

地で生まれるようになる。これらはいわば「悪い兆候」，決しておこってはならない

ことである。ケシクトクトホもこれらの点に注目し，叙事詩はモンゴル族同士の内紛

を戒め，一致団結を呼びかける作品であると主張している（Kesigtoγtaqu1988：

296－297，30ト302）。同じ駿馬の出奔でも前半の物語では帰還しているのに対し，後

半ではむしろ帰らぬ駿馬になっている。不帰の駿馬には宝のような人材が乗っている0

駿馬の出奔はそのまま人材の流出でもある0人材流出への警告こそ，後半の物語の中

心的な内容である。

5．3　叙事詩の物語と「長い歌」との関係

叙事詩「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」は二つの物語からなり，それぞれ完成度

の高い作品である。「長い歌」としての「聖主の二頭の駿馬」は・内容的には叙事詩

の前半の物語と呼応している。叙事詩と「長い歌」との対応関係は何を意味している

のであろう。
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現在，オルドス地域では叙事詩を語れる人は少なくなった。「チンギス・ハーンの

二頭の駿馬」をはじめ，かつては多くの叙事詩が語り手たちによって伝承されていた

が，今や写本の形で維持されているといえよう。一万，「聖主の二頭の駿馬」という

「長い歌」は，今日でも依然として人びとに愛され，オルドス・モンゴル社会に根づ

いている0ではなぜ，語り手による叙事詩の口頭伝承の万がおとろえ，「長い歌」の

みが存続しつづけているのだろうか。

叙事詩にはさまざまな語り方がある（蓮見1993：35－36）。リズムやメロディをと

もなうことが多い。楽器を用いて伴奏したり，語り手が豊かな表情をつくったりする

など，そもそも語り手はスペシャリストである。特殊な技能をもつ語り手たちが健在

していたころ，叙事詩はかれらを通じて大衆社会に伝わっていた。

叙事詩の語り手がスペシャリストであるのに対し，「長い歌」は一般人でもうたえ

る人は多い。「聖主の二頭の駿馬」という「長い歌」は，叙事詩「チンギス・ハーン

の二頭の駿馬」の物語の前半と呼応している。3．1で示したように「長い歌」として

の「聖主の二頭の駿馬」には二頭の駿馬を称賛するくだりと，出奔先から急いでチン

ギス・ハーンのもとへ帰るなど，叙事詩のなかのもっとも感動的な部分が中心となっ

ている0この点からみれば，叙事詩の物語のモチーフを一般人にも広く伝承する方法

として，「長い歌」が流布していることになる。言い換えれば，「聖主の二頭の駿馬」

という「長い歌」は・叙事詩「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」の普遍化された形態

である。

多くの人びとが今なお「聖主の二頭の駿馬」をうたうことができる。そのため，叙

事詩「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」は，オルドス・モンゴル族のあいだで定着し

ている。語り手が叙事詩を語るという伝統は失われつつあるが，二頭の駿馬の物語が

途絶えることにはならない。

オルドス地域以外では，アラシャンやウラトからモンゴル高原の南西部にかけて，

叙事詩はまた「ジェールゲネのある丘陵」という「長い歌」の形で伝承されている。

「長い歌」としての変形は多々ある。「長い歌」として普遍化されることは，決して

画一化を意味するのではない。

5・4　駿馬には鞍きずがある－物語の再生産－

帰らぬ駿馬に大事な人材である少年が跨って出奔してしまう。物語は一見悲劇的に

終わっているようだが，実はこのような結末にはもっと深い意味が含まれている。

ここで今一度，人質の少年が発見した駿馬に焦点をあててみよう。
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金持ちの馬群のなかに埋没していた駿馬について，叙事詩は次のように描いている。

00本（1仁一a・3～4）：

水槽と桶を（背中に）のせ，両肩のまんなかに（鞍）きずのある，ゆがんだ尾の，可憐な

まだらのウマ。

Bq本（25・11～12）‥

水槽と桶を（背中に）のせ，背中に（鞍）きずのある，尾がはげていて，耳の欠けたウマ。

実にみすぼらしいウマである。外見は平凡でもいざ発掘され，訓練したあとはなみ

なみならぬ才能を発揮する。叙事詩でこのように描かれているウマのモチーフは，13

世紀の『モンゴル秘史』にもみられる。

『モンゴル秘史』の第23，24節ではボドンチャルという人物が一族に見捨てられた

あと，「死ぬなら死のう，生きるなら生きよう」と出かける。その際，「背にきずのあ

る，短い尾」（γ001taγarituγOdulisegtiltu）のウマに乗っていた（Eldengtei＆

Ardajab1986：39－40）。ボドンチャルのこのようないでたちに注目したのは，蓮見治

雄である。

蓮見は次のように述べている。「背に鞍きずのある，短い尾」のウマに乗っている

のは，ただの人物ではなく，チンギス・ハーンの先祖である。普通の戦士ならいざ知

らず，大英雄の誉れ高い祖先にしてはふさわしからぬウマではあるまいか，とみずか

らの率直な感想をあらわしている（蓮見1993：187－189）。

『モンゴル秘史』の表現について，口承文芸の立場で分析した蓮見はさらに指摘す

る。モンゴルの叙事詩の英雄も駿馬も，表面的な美しきによって判断されるのではな

く，内面に秘めた実力によって評価されるという，モンゴル人の普遍的な思考パター

ンが代弁されているという（蓮見1993：194）。

叙事詩と『モンゴル秘史』，両者に共通しているのは，その口伝的要素である。「チ

ンギス・ハーンの二頭の駿馬」のなかで，後代の付加と思われる「アルクタイ・タイ

シの息子の物語」にも，13世紀ころのモチーフが確認できる。「鞍きずのある，尾の

短い」ウマに乗ったボドンチャルの登場によって，モンゴルの歴史ははじまった。「ア

ルクタイ・タイシの息子の物語」において，「鞍きずのある」駿馬に乗って逃走した

少年はその後どうなったのであろう。誰もが案じる少年と駿馬の次なる物語。物語は

さらなる展開を残しているのである。
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注

1）近年出版されたアルタ編の『〈チンギス・ハーンの二頭の駿馬〉に関する研究』（“ef〃一

朗由一〟〃eトeqqγαり町αノー〟〝／町扉′”ゾf〃∫〟血／〟J）のなかに，エルデニトクトホの1958年の論

文が再録されている（Alta1992：15－27）。アルタの編著には1957年から1981年まで『内蒙
古日報』（モンゴル語版）をはじめ，およそ9種類の新聞や雑誌に掲載された長短さまざま

な論文を収めている。内モンゴルにおいて「チンギス・ハーンの二頭の駿馬」をめぐる流
れをうかがいしることができよう。

2）人民政府初期には学校の読本として採用され，1937年に編集されたのち，中学校の教科
書に登場した（eeringsodnam1989：412－413）。

3）モスタールト師のいうオルドス南部とはウーシソ旗とオトク旗を指す。

4）叙事詞は1935年にソノムらによってロシア語に訳されているが（eeringsodnam1989：
413），私はロシア語訳をみる機会を得ていない。

5）褐色の湾曲地帯との意味，オルドスの別称である。

6）ブケとはモンゴル相撲の力士を意味する。チンギス・ハーンの弟ベルグーダイをモンコ
ル人はブケ・ベルグーダイとよぶ。

7）モンゴル文字の書写形態およびその名称については，内蒙古大学蒙古語文研究室編『蒙
漢辞典』（1976：1528），『モンゴル語基礎文法』と『続モンゴル語基礎文法』（77バートル
1993；1997）を参照した。

8）モンゴル国のある老人によると，当時の90園はおよそヒツジ一頭の値段であったという。
9）庫倫，現在のウランバートル。

10）融g地色：もっぱらウマなど家畜に対してのみ用いる動詞。急な出来事にウマがびっくり

する。モンゴル人は元気が良く，体力のあるウマだけがいろんなことに機敏に反応すると
みている。ここでは，二頭の駿馬の生き生きとした姿を描くのに使われている。

11）silgegeh‥動詞。（家畜や動物が）身震いをする。ウマの場合，長旅のあと放たれて身震

いしたら，健康的とみられる。また汗を拭かれたあとにも身震いをする。ここでは主君へ
の忠誠の態度のあらわれである。

12）あまりにも体力があり，ちょっとした動きにも敏感に反応することの比喩。
13）ウマはよく抄のある柔らかいところで寝転ぶ。これによって疲れが消えるとみられてい

る。

14）磯野富士子の訳した『オルドス口碑集』にも「馬についての歌」として収録されている

（モスタールト1993：176－177）。上に紹介した歌とは歌詞が異なる箇所もあるが，構造は
同じである。

15）近年，内モンゴルの各部族（盟）間の通婿は頻繁におこなわれるようになった。他の地

域に比べてオルドス・モンゴルとアラシャン・モンゴルとの通婿は多い。
16）「アルタイとハンガイは山々の高いところ，去勢馬は天の賜物」，この2行の詩はアラシャ
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ンの他の歌にも出てくる。たとえば「昇る太陽の日射」（Mandujuγarqunaran－ugerel）と

いう歌や，上述とは別の「7ルタイ・ハンガイ」などにも確認できる（Baγatur他1988：

218－220，24ひ－242）。

17）近年，ウラト出身の若い研究者とオルドスの研究者とのあいだで，詩や民歌の創作者を

めぐる論争が活発化している。こうした議論は新聞や雑誌を通して，多くの牧民にも伝わっ
ている。学問好きなモンゴル人のあいだで，このような論争は当分止みそうにない。

18）toγtaqu：とどまる，おちつく。モンゴルにはmaltoγtaqu（家畜がおちつく）といういい
方がある。水草豊かな，凰避けのできる草原に家畜がおちついて長くとどまることを指す。
また世のなかが平和であることを比喩することもある。

19）ジェールゲネ：Jegergen－e：一種の薬草で，枯れるまで家畜が食べないほどにおいが強い。

漢語で麻黄という。『生物詞典』ではその学名をEphedrasinicaとしている（Jigmiddorji
他1994：666－667）。内蒙古自治区オルドス西部，アラシャン地域に群生する。近年その値

段が急上昇したため，人工栽培も増えてきている。

20）ウマをつないで節食訓練（soyiqu）するとき，風の強い谷間や峡谷で長時間つなぐこと

は避ける。
21）モンゴル人はかつてチンギス・ハーンの直系子孫たちタイジの属民であった。「某タイジ

に属していた」という表現は，身分証明の意味もあった。タイジが殺されたり，爵位が剥

奪されたりして，領主を失った者，あるいは領主から逃げた者は，「主君のない老」とみら
れ差別を受け，生計をたてることが難しくなる。現在「主君のない者」という表現は悪罵

になっている。

22）モンゴル国南部のダリガンガ地域は，昔から駿馬の産地として有名である。1997年8月
にダリガンガを訪れたとき，現地では地元の詩人が最近作詞作曲した「チンギス・ハーン

の二頭の駿馬」という歌がはやっていた。私はその歌を聞くことはできなかったが，いか

にも駿馬の故郷にふさわしいエピソードである。
23）オーノスという親族集団については楊（1996a：667－679）を参照されたい。オーノスとい

う人物については，私は別の研究で述べたことがある（楊1998：47－48）。

24）ejenとは「主君」で，boγdaは「神聖」との意味である。boγdaejenともいう。以下本

稿では「聖主」と統一する。また，オルドス・モンゴル語口語ではejinと発音する。
25）tdrdkd：「生まれる」との意であるが，普通は人間に対してのみ使用する。仔ウマが生ま

れることを指す場合，unaγalaquという。unaγaは仔ウマの意である。

26）gen－e：という。動詞gekdに由来し，伝聞を表す。00本にこのgen－eが多出するのは，

物語（血ger）の特徴といえよう。ハイシッヒが公表したモスタールトのテキストとは，
gen－e（gel－e）の使う箇所が若干異なっている。

27）Teleljdk6ktigdldn：動物や家畜は基本的に自分の仔にしか授乳しない。仔が生まれたあと
母乳が不足したり，実母が死んだりしたら，人間の介入で実母以外の母畜に哺乳させる。

この行為をTelekdという。k6kdgtilektiとは「授乳する」との意味である。

28）ondaraγaqu：On－duoruγulquから転じた動詞。Onは年，Oruγulquは「入れる，入らせ
る」の意味で，「満一年たつようにする」とは，弱い仔畜でも一年たてばなんとか生きのび
るということを指す。ハイシッヒが公表したモスタールトのテキストではon－dur oruγulba

となっている（Heissig1976：524）。

29）6rge：宮帳のことである。ただし，その規模は同じく官帳を指すオルドorduより小さい。
モンゴル人は天幕を固定させる縄にウマをつなぐこともある。

30）ハイシッヒが公表したモスタールトのテキストではK6kegeinとなっている（Heissig

1976：524）。

31）アルガリはメスの野生ヒツジで，ウガールジほそのオスのことである。アルガリはまた，

野生ヒツジ全般を指す固有名詞としても使われる。

32）t6kdgerkd：「やる」，「殺す」という意味の動詞。
33）taryumaldobueuγ：丸々と太った，太りすぎたとの意味である。どちらかというと，マイ

ナスのイメージが強い。チンギス・ハーン祭祀の指針書『金吾』には，Dobueaγtarγun－i

ununyabujuとある（Rintchen1959b：64；楊1998：101）。
34）ここにab－aという字の一部が紙の破損で欠けている。

35）qoyarの前に，ene（これ，この）ということばが紙の破損で欠けている。

36）uyaraqusedkel：感動，感傷，感無量，悲しみとの意。
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37）uyilaleibaという文字が2つあり，誤写であろう。「泣く」を意味することばは，ウイラ

ホ（uyilaqu）とオキラホ（ukilaqu）の2つがあるが，オルドス・モンゴル族は日常のなか
でウイラホをよく使う。

38）abaγai：これはおそらく兄貴を意味するabuγaiの誤写であろう。口語ではabuγaiの発音
は，abaγaiに聞こえる。子音bのあとの母音は軽く発音されるからである。

39）Alanbulan：alanとはalaqu（殺す），bulanとはbulaqu（埋める）の変化形で，alanbulan

は「殺して埋める」，「いじめる」との意である。

40）ここでは抄写者がまずbayin－aと抄写してしまい，いったんbayinamとあらためて書い
ているが，結局その下に新しくbayinam－aと書きたしている。

41）ハイシッヒが公表したモスタールトのテキストでは，emegenenemetdsanaγeiとなって
いる（Heissig1976：525）。

42）Eng－tinmetdsanaγei：eng一也nmetdとは「普通のように」との意味である。

43）ハイシッヒの公表したモスタールトのテキストでは，γatun－iyanmetdsanaγeiとなって
いる（Heissig1976：525）。

44）bayinambi主idと書くはずであったが，まちがってbi孟iubayinamとなっている。
45）IblJulan Boru mori：Iblとは「火」，Julaは「灯明」の意である。ここでは「ウマの毛

色が火や炎のよう」と理解すると同時に，ウマの性格や足の速さを表現しているともとら
えることもできよう。

46）写本では最初のasaneilaγeiの墨跡がうすくなっている。

47）abai：オルドス中部のジュンワン旗・ジャサク旗（現エジンホt］一旗），ウーシソ旗西部，
オトク旗南部では，父をabaiと呼ぶ。一万，オトク旗北東部，ウ～シソ旗北東部，ハンギ

ン旗では，兄を意味する。この地理的な使いわけは写本の抄写者と関係があるかもしれな
い。

48）磯野富士子はagiを自ヨモギ，主abaγをニガヨモギとしており（モスタールト1993：16），

ここではそれにしたがう。agiはウマの好物で，オルドス民歌に「白ヨモギのある丘は，馬

群の放牧地」（agitutoluγai．aduγumal－unbeleiger）とある。孟abaγをウマはあまり食べな
い。孟abaγの利用については楊（1996b：56－65）を参照されたい。

49）eber：これは山陽，南を意味する6bdrの誤写である。eberは「角」の意味である。

50）ここではk6btenという単語がひとつ多い。あるいは後続のbdriがなければ，k6bten
kbbtenkbkeebesdteiとも表現できよう。

51）k6keebesd：緑の草。草が青々としている様子をk6keと表現する。オルドスでは，芦を
k6keebesdともいう。

52）Qouni－yinIbrbaneabeiγur：QB本ではQouqai－yin几rbaneabeiγurとなっている。オ
ルドス・モンゴル語口語では，eaをjaと発音する。

53）qatatal－a eiletel－e uyaqu：駿馬の訓練方法の一環として，夏から秋にかけておこなわれる

「つなぐ」（uyaqu）という食事コントロール法がある。小さいジャガルはこれを耐えがた
い苦しみとみている。

54）……tOqum bi孟id：ここではtoqum bayinam bi主idのbayinamということばが欠けてい
る。

55）6ngkdrdlekd：転がせる。長時間走らせたあとは，鞍をはずして柔らかい抄の上で転がさ

せ，腰の疲れをとる。いわば，一種の腰部マッサージである。しかし砂利や小石の上だと，
痛くて逆効果である。

56）gdrdmeltoqum：gdrdmelとは「編んだ」，「編みもの」という意味であるが，絨毯を材料

とした鞍数もgdrtimeltoqumという。

57）k6lBsteitalbiju：「汗だらけのまま放す」の意。長時間走ったウマは，その汗を板で削り
とって，乾かしてから放す。汗浸しの状態で放すと病気になる。

58）borujaγal：boruとは本来「灰色」，「褐色」の意であるが，「いとしい」，「可愛い」とい

う意味でも使われる。たとえばborukddmini（いとしいわが子）のように，主として年輩
の人が子どもに対して使う。したがってここでは，兄の大きいシャガルが弟の小さいジャ

ガルに向かって用いている。磯野は「かわいい葦毛ジャガルの弟よ」と訳している（モス
タールト1993：5）。

59）saγari：ウマの腎部の皮をなめし，着色するなど加工したもの。モンゴル靴（γutul）など
に使われる。また，寒さや乾燥によってひびわれた皮膚のことを指す。転じてウマやロバ
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などを罵るときの悪罵用語にもなっている。なお，モンゴル語には「額が割れるほど喜ぶ」，
「皮がひび割れるほど肥える」という表現がある。

60）Qadan－uebesdqaγdajiei：qadan－uebesdは「石のあるところの草」，「石の上に茂る草」
で，固くてとれないものである。また，ebestiqaγda．qaγdaebesdというと，隔年の枯れ草

を指す。qaγdajieiはγandajiei（干ばつで乾く状態）とも読めそうである。

61）qalairanam：これはおそらくqaliγuranamの誤写であろう。qaliγuraquとは草が青々と
していて，夙に吹かれて波打つ様子。

62）geji：後出にg軸とあり，両者とも口語体である。ハイシッヒの公表したテキストでは
man－i也jegsenkdm血，kdmiin－nibayijigejdとある（Heissig1976：526）。ここではkdmdn一也
（他人の）ということばが欠けているといえよう。

63）Dayar：Dayaγarの誤写で，口語を直接写したことによるミスであろう。

64）01daqubuyu：「見つかるのか」との問いかけで，「見つからない」との意を暗示している。

65）Ermig‥めったに出産しない牝ウマ，出産適齢期に入っても長く妊娠せずに，はじめて仔
を生む牝ウマのこと。ここでは，初産の意味であろう。初産は「貞淑な母親」をイメージ

させる。『ロ・アルタン・トプチ』第267節にはチンギス・ハーンのことばとしてEremeg

eaγaγein－iyanunujuとある（Coyiji1983：498）。

66）qataγurniraγun：「くぼんだ背中」との意味で，子どもを背負って育てる母親のイメージ
である。母親の愛情をうたうときによく使われる表現である。

67）drgdgsen：ergdgsenとつづるのが本来であるが，tirgtigsenは口語発音を直接表記したも
のである。

68）qongγur：形容詞として赤みがかった淡黄色，いとしい，可愛らしい，柔らかいとの意味
で使われる。また名詞として恋人を表す。

69）ulaγanBuuralaγai：ulaγanbuuralとは，赤毛に少量の自毛がまじった毛色。buuralは

buγurulの口語体のつづりである。QB本ではブーラル・ウラーンとなっている。
70）uriduqoyidu：uriduは南，qOyiduは北をあらわす。モンゴル人のいう「南」は，太陽の

昇る方向で，磁石の示す方向とずれている。そのためか磯野は，uriduを東，qOyiduを西

と訳している（モスタールト1993：6）。

71）b山e抽：「形成する」，「形になる」という意味の動詞。ここでは水がきれいで，近づいた

仔ウマなど家畜の影がはっきり映るほど，静かな水面を表現している。磯野は「一歳駒，

二歳駒をかくすのによい（深い）よ」と訳している（モスタールト1993：6）。

72）aldakigeddelim：aldaもdelimも長さの単位。laldaは2歩の長さで，約5尺である。
delimは半尋の長さにあたる。一尋は5尺で，半尋を四捨五入して三尺と訳した。

73）yamay－a－uSegdl：ヤギを意味するyamaγ一aを現在ではimaγ－aとつづる。yamaγ－aは口語
である。Seguは尾の意味である。ヤギの尾は短いことから，「ヤギの尾」は「短い」，「短

命」の比喩として使われる。

74）gigddrjigenen：現在はgtireljegen－eとつづる。
75）K6rdki：k6gerdktiiとつづるが，k6rdkiは口語である。「可愛い」，「可憐な」，「可哀相な」

との意味である。

76）『ロ・アルタン・トプチ』は，テムジンがハーン位に即くとき，鳥がとんできて「チン
ギス，チンギス」と鳴いたことから，「チンギス・ハーン」という称号が与えられたと記述

している（Coyiji1983：160－161）。ここでは鳥は「お告げ」の役を演じている。北アジア
のシャてこズムにおいて，鳥はシャマンの天界への旅を誘導する役割を果たす存在である

（ハルヴァ1991：483－488）。

77）tdrginestdrgin：口語を直接文字化したつづりである。本来はtdrgin－eeetdrginと表記す
る。

78）t血ggereeγ：現在はttinggereegとつづる。種雄ヒツジの陰のうの皮でつくった小袋をいう
が，子どものお腹を指すときもある。本稿では陰のうと訳す。

79）arγun：Orγunと同じ。「ゆっくり」，「静かに」との意味である。
80）qarakdlds血：モンゴル人は汗を「黒い汗」と表現する。

81）BoγulMiee：Boγulとは侍臣，家来，隷属民の意で，Mieeは人名である。『ロ・アルタン・
トプチ』第266節ではチンギス・ハーンの使者として登場する（Coyiji1983：488－489）。『金

輪千輌』にもみられる（Dharm－a1987：79）。オルドス・モンゴル族の叙事詩Boγdaden

bqyUiqayanにもBoγulMieeが登場し，「馬群の管理者」という注釈がついている（Qas－
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biligtu1984：95，109）。ハーンの側にいて，知恵袋のような存在である。BoγdadenbqyUi
qayanは1982年にオトク旗に住む70才のCoγrub老が語ったものである。このなかにei

tindddrAltaiQangγai－yinbeleiger－tdyabuju．arbantdmenaduγu－baneuγlaγuljudjeda（今

日，アルタイ・ハンガイの草原に行き，十万頭のウマを集めて確かめよ）とある（Qas－
biligtu1984：95，109）。なお，後出にはMiein．Mieen．Beeinなどがある。

82）i孟i：i孟iほオルドス・モンゴル語口語で，辞書類ではesiとつづる。竿，柄のほか，根拠，
根本，由緒の意味でも使われる。

83）tabun6ngged6rbenqari：五色四夷。モンゴルの年代記では五色の国を「青いモンゴル」，

「赤いキタド」，「黒いトゥベト」，「黄色いサルトール」，「白いソロンゴス」とする。また，

四夷とは「女人国」（k6kenjisdtti），「ジュン・ガル」（Jegdnγar），「胸に目をもつ人びと」
（kebelieoγurqai），「犬頭国」（noqai－yin toluγai－tu）の四部である（LiuJinsuo1981：

123－124）。

84）ertenmanaγar：ertenとは「早く」，「朝」の意で，manaγarは「翌日」，「明日」の意であ
る。両者をあわせて「朝早く」との意味で使われる。

85）qalγabeitueaγannOmun：qalγabeiは盾のことである。「－tu」とは「～をもつ」，「～つき

の」を意味する。直訳すれば「盾つきの白い弓（矢）」となるが，盾，弓矢からなる武器の

一セットを指すのであろう。磯野は「魔除けの白い弓」と訳している（モスタールト
1993：7）。

86）d6rbenqo孟iγun－umal：四種類の家畜。北・中央アジアのトルコ系やモンゴル系の遊牧民
は通常ウマ，ウシ，ラクダ，ヒツジ，ヤギの五種類のみをmal（家畜）という。五種類の

なかでもとくにウマは「天の駿馬」（tngri－yinkdldg）と見なされ，天からの賜物と特別に

珍重される。家畜を超越した存在としてウマをみるときは，「四種類の家畜」が登場する。
この叙事詩のなかでは，ウマが主人公となっていることから，ウマ以外の四種類が家畜と
されているのであろう。

87）Altaiqan－iarulanyabuju：このような表現はチンギス・ハーン祭祀の指針書『金書』に
もみられる（Rintchen1959b：64；楊1998：101，115）。

88）aqurqansanaγatai‥aqurqanとは「短い」，Sanaγataiは「思い」，「考え」，「思想」の意で

ある。aqurqanSanaγataiは直訳すれば「短い考え方をもつ」となるが，「視野が狭い」こ
とを表現するのに使われる。ちなみにオルドスには「女の人はどんなにすぐれていても，

灰塚のかなたに足跡はなく，一日行程の土地から向こうでは名はない」ということわざが
ある（モスタールト1993：258）。

89）61也－eqaljin：61tiとは灰色の意で，qaljinは頭部の毛が白い家畜を指す。

90）Boldui－yinBoruTal－a：Boruとは「褐色」，Tal－aは「平地」，「平野」の意である。蓮見

は，モンゴルの叙事詩について言及したとき，叙事詩に登場するボルゾーティン・ボル・
トルゴイという語に注目している。ボルゾー（boljuγ－a）は「約束」を意味していることか

ら，蓮見は「約束の岡」とし，「英雄どうしの戦闘や集合の場所などの意で，ほとんどの叙
事詩に用いられるモチーフである」と指摘する（蓮見1993：39）。

91）帯をはずして頚にかけて天地を拝む儀式は，『モンゴル秘史』にもみられる。出征前の祈

頑，大ハーンの即位式などに帯を外すことは，服従の意味であろう。現在までオルドスで

維持されてきたチンギス・ハーンの軍神Qar－aSdlde祭祀においても，参加者一同は帯を
はずして参列する。

92）これと似たような表現を『三百人のタイチグートを鋲圧した伝説』（Ibrbanjaγun
Tayitiγud－idaruγSandomuγ）にもみられる。ダムディソスレンはこの伝説を1947年にウラ

ンバートルで出版された『モンゴル秘史』から収録したという（Damdinsdrting1959：
3ひ－36）。オルドスでは古くからこの伝説の写本が伝わっている。

93）jasaqu：本来「つくる」との意であるが，emegeljasaquはしばらく乗ったウマの鞍を「つ
けなおす」，「ととのえる」ことを指す。

94）qaγSaγaqu：本来「乾かす」，「日乾し」などの意であるが，mOriqaγSaγaquは夏にウマを
日中つなぎ夜に放したりする食草量をコントロールする訓練法を指す。

95）ktii：『二十八巻本辞典』では，「五百戸（からなる集団）をkdiという」とある（Nam－
jilm－a1994：1048）。

96）錘S此也‥家畜の肉を保存する際，細長く切って乾かす方法があり，これを拍S血色という。
97）両の頬にお椀ほどのくぼみができるほど，痩せこけることを指す。
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98）eimagi：これは口語をそのまま文字化したつづりで，現在ではeim－a－yiと書く0
99）モスタールトのテキストで，このくだりの表現はやや柔らかくなっている0磯野は「あ

なたを死なせたとて，あなたの皮をわたしが着るわけではないのです0あなたの肉をわた

しは食うわけではないのです」と訳している（モスタールト1993‥㌻10）0

100）aγuSigen－iyenqataγ孟i：ayuSigenは肺臓で，qataγ孟iは「乾かすよう」との意である0直訳
すれば「肺を乾かすよう」となるが，「怒りは五臓から来る」というモンゴル的思想からの

表現である。
101）burul：現在ではbuγurulとつづる。

102）ulusMongγ01：ulusとは「集団」，「国家」の意で，「モンゴル国」をMongγOlulusとい

ぅ。ulusをMongγ01の前にもってくる表現は他にもある0チンギス・ハーン祭祀の指針書

『金書』にも数回にわたって出現する（Rintchen1959b：81；楊1998‥97，108，110）0また
『アルタン・ハソ伝』でも確認できる（珠栄嘆1991‥322；吉田他1998：109）0加藤九耐こ
よると，13～14世紀のキプチャクにおけるチンギス・ハーンの長男ジュチ家の所領はウル

ス・バトゥ，ウルス・ベルケとよばれた。モゴリスタンも支配的ハソの名前をつけてウル
ス．トグルクーチムールMハナとよばれた（加藤1983：657－j58）。ここではulusMongγ01

という表現は，ulusの万を強調しているのではないか。

103）磯野は「鍬ほどもある白い歯を（口を）引きあけてみて，（馬の年齢を知るため）驚きいっ
たものだ」と訳している（モスタールト1993‥10）0ウマの年を確認するとき，その歯をみ

る方法がある。ここでは，別の意味があるかもしれない0元気の良いウマは馬術を強く引っ
ぼってもなかなかそのとおりに動かないものである0こういうウマを「口の固いウマ」と

いう。もし，二頭のシャガルも「口の固いウマ」だったなら，ここでは「歯を引っぼって，
驚いたものだ」と訳すべきであろう。

104）sor：家畜に食べられていない新鮮な草の葉の先端0磯野の「柔らかい葉先」（モスタール
ト1993：10）を踏襲する。

105）この表現は現在でもよく使われる。モンゴル人は，人の笑う表情に注目する0とりわけ

男の人は「白い歯を見せて笑う」のが良いとされる。

106）j6bqandujuineyeji・buruγuqandujuuyilaju：j6bとは本来「正しい」，「右」，buruγuは
「まちがい」，「左」の意味である。ウマを乗るとき，ウマの体の左側から飛びのる0ウマ

をはじめ，五種類の家畜の身体の左側を「正しい側」（j6btal－a），身体の右側をburuγutal－

aという。j6bqanduju…，buruγuqanduju…（右に向かってほ・・・，左に向かっては・・・）と
いう表現は，現在でもよく使われる。

107）qatariba：qatariquはウマが小走りすることをいうが，速度も格好よさも側対歩までいか
ない走り万である。二頭のジャガルは駿馬であり，本来なら当然速い側対歩になるはずで
ぁるが，帰心矢の如きの大きいジャガルは，興奮のあまり，側対歩にならず少々雑な小走

りになってしまったことが活写されている。

108）『ロ・アルタン・トプチ』第225節にも同じような表現がある（Coyiji1983：405）0
109）。，da：これは口語のつづりで，現在ではurida，uridとつづるのが一般的である0

110）qayiquγ－a：「すべて」，「あらゆる」との意である0モスタールトのテキストではホラーチ
（qariyaeai）となっており（Mostaert1937：233；Sonum1989：461），磯野は「燕」と訳して
いる（モスタールト1993：11）。

111）ウマの乳をしぼり，馬乳酒をつくるシーズンになると，朝早く仔ウマを捕え，天幕近く
につないでおく。仔ウマから離れようとしない牝ウマが搾乳の対象となる。

112）dri孟aralaqu：driとは種，実，果実，精子の意味であるo dri主aralaquとは「実が黄色く

なる」，すなわち「秋になる」ことを指す0この一句は二頭のジャガルが帰ってきた季節を
いおうとしているのではないだろうか。一万，モスタールトのテキストではdrsuburaqu

となっており（Mostaert1937：233；Sonum1889：461），磯野は「朝の光がさいでる」と訳
している（モスタールト1993：11）。

113）γOu－a：形容詞として美しい，きれいの意であるが，古くから女性の名前によく使われる0

114）qajiyarlajubayinam・・・emegeleljdbayinam‥この二句は決して単なる語呂あわせではない0
日常生活のなかでもやはりウマを捕え，先に馬衝，それから鞍という順番である0馬衝な

しで鞍をつけると，ウマが暴れたりすることがある。

115）asaqaraγulju：「溢れでるほど注ぐ」，「とまらぬほど流れる」との意である0

116）S6gdr血：写本ではS6gdr血の左にSeigdrdnと書いてある0ソノムはモスタールトのテ
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キストをモンゴル文字に転写する際，Seyigdrjtiとしたうえ，「Seyigtirktiとはウマなど，母
親とその仔畜がたがいに愛しあうさま」との注釈をつけている（Sonum1989：462）。

117）モンゴル人は何をするにもウマに乗る。侍臣ミチがハーンの命令で馬群をみに行くとき
も，当然ウマに乗る。とはいっても，天幕のすぐ近くまでウマを飛ばしてきたら，「誰か死

んだのか」と怒られ，忌みきらわれる。侍臣ミチも当然ウマから降りて報告すべきだった

が，あまりにも興奮していたため，ついウマの背中で叫んでしまったのであろう。
118）二頭のジャガルを迎えでたチンギス・ハーンは，まるでどこにでもいそうな普通の遊牧

民のようである。本来なら大ハーンは長衣を肩にかけたり，歩きながら袖に手を通したり

することはしないで，威厳を保つべきであろう。世界帝国を築いたチンギス・ハーンでも，

民間説話や物語などでは，親しみやすい人物として登場することが多い。当然，「袖に手を

通す間もなく天幕を出る」ことは，「急ぐ」，「慌てる」ことを描写する際によく使われる表
現である。

119）qoyarjaγaleiyaγuubileあるいはqoyarjaγal－duyaγuubilenは直訳すれば「二頭のジャ

ガルに何があろう」となる。つまり，「二頭のシャガルのことなど，たずねられるに値しな
い」ということをいおうとしている。

120）自らが所有するウマを他人が乗ることをモンゴル人は嫌がる。日常生活のなかでも，ウ

マの貸し借りはできれば避けたいものである。オルドス地域の民謡「豊かなハンガイ」

（Bayan Qangγai）は泥棒に盗まれたウマを探す歌であり，自分のウマに他人が乗ったので
はないかと心配する内容がある（Bayar他1984a：441－444）。ちなみにオルドスには「他人

の馬に乗った男はとはしたがる」ということわざがある（モスタールト1993：259）。
121）γutul－tu ktimdn：直訳すれば「長靴をもつ人間」となるが，たぶん「長靴をはいて歩く人

間」を意味するのであろう。

122）k61－tu kdmdn：直訳すれば「足をもつ人間」となるが，よく歩ける人，足の速い人を指す。
磯野は「足しかもたぬ人間」と訳している（モスタールト1993：13）。

123）alatu ktim也n：alatuとは「股をもつ」との意味である。「種雄ウマは股で乗るものだ。酒

は口で飲むものだ」（ajarγ－aunubalalan－daγan．arikiuuγubalaman－daγan）ということわ
ざがあるように，強力な種雄ウマはどっしりとした股をもつ男がまたがるものである。し

たがってここでalatuktimiinは「強い男」を指していると理解できよう。

124）einu：これはeuinuということばの口語体である。
125）モスタールトのテキストではalbatuk也m也n，すなわち「平民」の意味である。

126）0γureuγkdmdn：0γureuγはOureuγともつづり，オルドス・モンゴル語口語ではuureaγ
と発音する。「ばらばらの状態」，「おちつきのない様子」を意味する。オルドス地域では人

を罵るときによく使われる。また，草原にぽつんと立つ単独の山を指す。『モンゴル秘史』

§156．＄200には「盗賊」の意味で使われている（Eldengtei＆Ardajab1986：453，641）。
127）γOdduli：γOduliともつづる。γOdduliの万が古いつづり方であるという説明をオルドスで

聞いたことがある。

128）tdmenulus：tdmenとは「万戸」と呼ばれる軍事組織で，チンギス・ハーンや後世のハー

ンたちは「万戸」軍団を左右両翼体制に編成していた。ttimen ulusを「万戸からなる国」
とも訳せるだろうが，ここでは「属民たち」とする。

129）seterlejdariγulaba：生きたままの家畜を神に捧げることをungγulaqu，ariγutataqu，Seter－
lekd　という。Seterとはチベット語に由来することばで，元来「家畜の寿命を長くする，死

から解放する」との意味である。若いオスの家畜を選ぶ。青，黄，白，赤，緑の五色の絹
布を飾りつける（Sarangerel1992：128－132）。ハイシッヒほ，この儀礼を「血祭」の代替で

あると位置づけている（Heissig1996：126）。神に奉納する儀礼は普通家畜が肥えた秋にお
こなわれる。この点も，二頭のジャガルが「草の実が黄色くなる前に着こう」といったこ

とと一致する。なお，Seterlekb　という表現はおそらくチベット仏教の伝播にともなってモ

ンゴルに入ってきたいい方であろう。シャマニズムの神像オンゴンと結びつく　ungγulaqu

の万がモンゴルの古くからの伝統と見なす方が適切であろう。現代におけるこの風習につ
いては利光（1988：29－36）を参照。

130）「秋の最初の月」とは，陰暦の7月のことである。

131）tal－a k6dege仕gei：tal－aとは「平野」で，k6degeは「野外」の意味である。磯野は「野
となく原となく」と訳している（モスタールト1993：14）。

132）神に奉献（seterlekb）されている以上，捕まえて乗ったりすることは，普通はできない。
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奉献された大きいジャガルを騎乗できるのは，チンギス・ハーンのみであろう0オルドス
のチンギス・ハーン祭祀においても，このような神に奉献された家畜が使われる（Sayinjir－

γal＆豆araldai1983：111－113）。

133）AruγtaiTayi孟i：Aruyとは燃料となる牛糞を拾うときに背負うかご（写真5）のことで，

Aruγtaiは「かごもち」の意味である。Tayi孟iはおそらく漢語の「大師」に由来することば
であろう。北元時代，チンギス・ハーンの直系子孫による支配が弱体化した一時期，「タイ

シ」に権力が集中した。

134）AltaiBayan：Bayanは「金持ち」，「ゆたかな」との意味で，「金持ちのアルタイ」とでも
訳せよう。

135）ここでは，人質あるいは捕虜として抑留されることをいう。

136）uγtujuyabun：uγtuquとは「出迎える」との意味である0これは，夕方に天幕近くの寝
どこへ帰ってくるヒツジの群れを出迎え，頭数を確認したりする様子を描いている。

137）enedeger－e：「このうえで」との意味であるが，小高い丘か・山頂を指しているにちがい

ない。駿馬が死んだあと，その頭を山頂あるいは聖地オボの上に置き，祭る習慣がモンゴ
ル各地でみられる（写真3）。有名な駿馬の場合だと，その頭をどこで祭っているか秘密に

しなければならない。他人に盗まれたら，自分の群れから駿馬が誕生しなくなるという。

138）adaγun－durkdldg＋bayinudgei＋bayinubolqul－a：写本ではk血gとdgeiをつづけて書

き，その右下に＋マ，クをつけ，左側にそれぞれbayinuを二語書き加えている。＋マーク
は修正を意味する。しかし，このように修正を加えていても意味は通じない。boluqul－aの

前にもうひとつtigeiが不足している。つまりadaγun－durkdltigbayinu・dgeibayinu・dgei

bolqul－aとあるべきである。kdlBgbayinuのbayinuは「存在」を意味し，dgeibayinuの

bayinuは「状態」を意味する。＋マークをつけずに，adaγun－durkdldgdgeibolqul－a（馬
群に駿馬がいないから）との表現の万が簡素で，良いのではないだろうか0

139）baγaSu：糞を指す一般名詞であるが，五畜の糞をそれぞれ意味する固有名詞もある0たと
えばウマの糞はホモール（qomuγul）という。

140）yaneiju：yaneiquは「殴る」，「叩く」を意味する動詞で，janeiquともいう0オルドス地
域のウーシソ旗西部の人びとはjaneiquと発音するのに対し，東部ではyaneiquと発音す

る。

141）γarju：動詞γarquの変化形で，「出る」，「出かける」との意であるが，おそらく少年は押
したおされてお尻を叩かれていたので，「起きあがって」と訳す。

142）ongγueunqobuγ－a：Ongγueunは水槽で，qObuγ一aは井戸から水を汲みあげる桶で，両者
とも井戸にそなえる。桶を使って井戸から水を汲みあげ，それを水槽に入れて，家畜に水

を飲ませる。川や湖の少ないゴビ地帯独特の設備である（写真4）。このことからも，「二
頭の駿馬」という叙事詩は，水の多いハンガイで生まれたものではないと推測できよう0

143）移動遊牧生活を送るモンゴル人のあいだで，騎乗用のウマのほかに家財道具を運ぶウマ

が別にいる。騎乗用のウマをunaγanmOri，運搬用のウマをaeiyanmoriという。騎乗用

は外観の美しきと足の速さが欠かせないのに対し，運搬用はまず力強さが要求される。運
搬に使われたウマは「形がくずれた」といって，騎乗に使うことはない。また，両者を混

同することもない。アルタイ・バヤソは駿馬が分からないので，まだらの駿馬を埋没させ
ていた。

144）talbibasu：talbiquは本来ウマを草原に放つことを意味するが，ここでは「ウマに乗って，

その馬街をゆるめる」ことを指す。はみをゆるめた瞬間飛びでる様子を想像させる。

145）尻がいにつけている棒のことで，尻木と訳すことにした。
146）u。da‥皮，あるいはフェルトでつくった食料袋。移動や旅するときにウマに乗せて使用

する。

147）ejigi：チMズの一一種。ejigiはegejegeiの口語を直接文字化したものである0新鮮な乳に
発酵乳を加えたのち，加熱する。水分が蒸発するまで加熱してできたものを「白いエージ

ギ」，加熱時間を短くし，乳紫を濾過してできたのほ「赤いエージギ」という。
148）オルドス・モンゴル族のいうホルートという乳製品は次のように加工される。乳を発酵

させ，撹拝して脱脂過程を経て，残った酸乳をさらに加熱する。濾過したあと，型にはめ
たり，手で丸めたりして天日で乾燥させる。まったく同じ過程をたどり，そうめん状に乾

したものはチュルマ（eurma）といい，ホルートとはよはない。

149）抄の入った袋はおそらく地面に置いたのであろう。袋は少年が駿馬の足の力強さと速さ，
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自らの馬術をみせつけるためのものであった。

150）動詞k6gjiktiは「発達する」，「意気込む」，「興奮する」との意で，degjikdは「盛んにな

る」，「旺盛になる」，「燃えあがる」との意である。ここでは「人質にされ，金持ちにいじ
められる立場から逃げることができた。水槽や桶を乗せられ，埋没していた駿馬も伯楽に

出会った」ということを表現している。「人間は小さいときから，駿馬は仔ウマのときから」

（kdmdnbolqubaγ－a－aea，kdldgbolquunaγan－aea）ということわざを思いださせる。
151）二頭のジャガルが牧地を求めて出奔する前半の物語のなかでは，チンギス・ハーンが「炎

のような葦毛馬」に乗っていた。

152）ieiqu：オルドス・モンゴル語口語で，「行く」，「赴く」を意味する動詞。Oeiquとつづる
のが普通である。

153）qorudu：これはおそらく　qoruγan－duということばを口語体でqorunduとつづろうとし
たのが，qOruduになったのだろう。qOruγ－aとは家畜を収容する柵，囲いを意味するが，
ここでは群れを指す。

154）t6ngkeliγ－eeetatabasu：t6ngkeliγ（t6ngkelig）は馬街を構成する鉄製の錠のことである。
ここではズゥソドゥ・サイハソ息子が鈎つきの槍で少年の乗った駿馬の馬衝をとらえよう
とすることを表現している。

155）boltusjudkdbe：動詞boltusiquとはウマなどが走りすぎて疲れることを意味する。
156）金の糸を織りこませ，龍の紋様をほどこした鍛子をマンヌクという。

157）yasun－isayiqanbariba：yaSunは骨で，bariquは「つかむ」，「ととのえる」との意である。

yasun－ibariquには2つの意味がある。ひとつは，モンゴル医学における「整骨療法」を指
す。もうひとつは，葬送儀礼の一環として，痙撃などによってゆがんだ遺体をととのえる

ことを指す。なお，モンゴルの葬送儀礼については，小長谷（1998：165－182）を参照され
たい。

158）アルクタイ・タイシの息子は父親ゆずりの才能をもち，駿馬であるか否かを鑑定できる。

しかし今や囚われの身となっている以上，その才能が幸か不幸か分からない。息子の身を
案じて「わが息子に幸あれ」と祈っている。

159）kdldg－yintoyuSun：駿馬のたてた沙ほこり。広々とした大草原で，はるか遠くの沙ほこり

もすぐ目に入る。人か家畜か車か，あるいは竜巻か，変化の兆しなのである。ウマの場合，

その毛色や走り方などから，乗っている人を判断する。ほこりをたてて走ってきた客人に，
「ほこりのたて方から，誰なのか分かっていた」といいながら出迎える。多くの民歌のな

かに，ほこりを表現した歌詞が織りこまれている。とくに恋人同士がウマに乗って草原で
デートする際，「恋人のほこり」は愛の象徴とされる。

160）gerden；ger－tegenの口語体つづりである。

161）ここでは鍛冶屋の天幕に行き，鉄の釣つき槍をつくってもらい，その槍をもって出かけ

ることを語っている，「槍をつくってもらい，その槍を手にして」（temdrdegegejasaγulju．
tegtin－iyen abuγad）というような一句があれば，もっと理解しやすくなるのではないだろ
うか。

162）モンゴル人は驚き，嘆くときによく「お父さんよ，お母さんよ」といって，先祖に祈っ
たり，救いを求めたりする。

163）doorakiyajar ejiとある以上，degerekitegriabuとした万が対応する。abuという文字
が欠けている。

164）ergigdldged：mal－iergigtilkdということばがあり，草原にいる家畜をまとめ，自宅の万へ
向かせることを指す。

165）ダムディンスレンのテキストではBuγurulUlaγan ajirγ－a－aea（ブ，ラル・ウラーソとい

う種雄馬から）となっている（Damdins血佃ng1959：68）。

166）tabu yis也：tabuは五，yis由は九である。モンゴルにはyisd toγalaqu「九を数える」とい

ういい万がある。冬至から数えて，9日間をnigeyisd（ひとつの九）とし，tabuyisdは「五
の九」，すなわち「五番目の九日間」を指す。

167）ダムディンスレンのテキストにはteskim－eebdl一也ntabuyisd－yinkditen－ddという一句は

ない（Damdins血色ng1959：68）。

168）salai：生まれたばかりの仔畜の体に付着している液体と粘膜頬のこと。

169）tarγuγqan：「太った」，「ぷよぷよした」との意味である。ダムディソスレンのテキストに

はunaγanSalai－niqaγtaγadui．tarγuγqanという一句はない（DamdinsBr也ng1959：229）。
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170）dabtaqu：「練習する」，「訓練する」との意味である。また競馬の際，先頭を走るウマが

ゴールに近づいたとき，応援者がその騎手と並んで威勢良く走ることもdabtaquという。

171）北・中央アジアのチュルク・モンゴル系諸民族のあいだに古くから狼を祖先とする伝承

がある。その点については村上正二は「モンゴル部族の族祖伝承（一，二）」のなかで詳し

く検討している（1964：ト34，36一朗）。

172）ダムディソスレンのテキストではQar－aQulanbisitiとなっている（Damdins血也ng1959：

68）。

173）ダムディソスレンのテキストではk6gbren bdriusu－taiとなっている（Damudins也rting

1959：68）。

174）qalaγuram：ツェレンソドナムはqalaγuramはalγurと同じ意味であるとしたうえ，語頭
にhがつくのは，『モンゴル秘史』にみられる特徴をおびたものであると指摘している

（eeringsodnam1989：417）。額爾登泰らによると，モンゴル語族のなかで語頭の母音前に

摩擦音hがつく現象は，ダウール語の一部方言から確認できるという（額爾登泰他1980：
188）。これらの説に依拠すれば，オルドスの写本は古い言語学的特徴を維持しているとい

えよう。モスタールトは，オルドス・モンゴル族は黄河によって他地域との交流が限定さ
れていたうえに清朝の分治政策もあって，オルドス方言は非常に保守的であるとみている

（Mostaert1937：10）。オルドス方言に関する詳しい分析はMostaert（1926；1927）がある。

175）sayin k6k也gtiltisen：ダムディンスレンのテキストではSaγan k6kdgBl也senとなっている

（Damdinstir也ng1959：69）。

176）sibaγud：Sibaγu（鳥）の複数形。ダムディンスレンのテキストではsibaγunとなっている

（DamdinsBr也ng1959：69）。

177）eimkdkd：後出はeimkikdで，ダムディソスレンのテキストでもeimkikBとなっている

（Damdinsdrdng1959：69）。「つねる」，「つまむ」，「ちぎる」との意味であるが，小型家畜
を「去勢する」意味でも用いられる。ここでは「ちぎって食べる」，「つまむように食べる」

との意である。

178）qoniqurγ－a：qOniはヒツジ，qurγ－aは仔ヒツジを指す。両者を並べて使うときは広く「小
型の家畜たち」，「家畜群」を意味する。

179）ウマとヒツジの食草習慣はそれぞれ異なる。ウマとくに仔ウマは高くて，柔らかい草を

食べるのに対し，ヒツジは丈の低い草など，何でも食べる。何でも食べるヒツジは生命力
が強いとみられる。

180）gejigei鵬aldakigeddelimsayiqanbayinam：00本ではebestin－nikeeignenjilen－ddradali．

aldakigeddelimsayiqanbui－j－aとなっている（4・b・5－6）。両者はまったく違う意味であ
るが，髪を意味するギジゲと草の名前ケチゲネは発音が似ている。おそらく長い口語伝承

の過程で生じた変化であろう。
181）ダムディンスレンのテキストではer－e－yinとなっている（Damdinstirdng1959：69）。

182）BoγSirγ－a：Boγ孟urγ－aともいう。『蒙漢辞典』（1976：471）では阿蘭雀としている。

183）abeiraba：ダムディンスレンのテキストではabeibaとなっている（Damdinsdrdng1959：

69）。

184）alanggir：モンゴル族が使用する弓は，木に牛角などをはめこんで作る。木だけでできて

いる弓をalanggirという。

185）abuljiy－a：ダムディソスレンのテキストではabaljay－aとなっている（Damdinsdrdng

1959：70）。

186）AltaiQan－uarubaγuqu：ここではAltaiQan－uaru－barbaγuquとあるべきで，－barとい
うことばが欠けている。

187）写本ではこの箇所に……記号がついている。おそらくハスウーラ（葛玉山）がビシュー

ガルマのオリジナル写本を書きうつした際，当該箇所の欠損，不明瞭な部分をそのまま残

したのであろう。ダムディンスレンのテキストではここでtngrieeige－degenm6rg也be：qar－a

baγ－a－yinsayin－iyarqaγaneSeboluluγ－abi：qaγan‥・・‥となっている（Damdinstir也ng1959：

70）。

188）ダムディンスレンのテキストではqajaγar－iyanyaγakiju（馬衝をどうやって…）となって

いる（Damdinsdrdng1959：70）。

189）写本ではここに……記号がある。上記と同じく，ビシューガルマのオリジナル写本に欠

落があったと思われる。ダムディンスレンのテキストではここでyaγun－daγan emegel－iyen
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toqunam：ueirtu urulduγan bolunam bije（どのウマに鞍をつけよう。

軍事演習になったら）とある（Damdinstirdng1959：70）。
190）bolunam buja：ダムディンスレンのテキストではbolunam bije

dinsdrdng1959：70）。

191）ダムディンスレンのテキストではQouqai－yinIbrbaneabeiγur－tu

る（DamdinsBrting1959：70）。

192）ダムディソスレンのテキストではjoγSuγSan mOrimetd yabubai

dins也r也ng1959：70）。

193）ingkiji：ダムディンスレンのテキストではingkijBとなっている

70）。オルドス・モンゴル族はingkijiと発音する。

194）孟idd‥ダムディンスレンのテキストではeaγan Siddとなっている

70）。

195）可ig血‥ダムディンスレンのテキストでは可也g血となっている

わけあって大規模な

となっている（Dam－

kdrjd nutuγlabaとあ

となっている（Dam－

（Damdins血dng1959：

（Damdins也r也ng1959：

（Damdinstirting1959：
70）。

196）男の笑い方を描くのに，erbisを使っている点にいささか理解に苦しむ。erbisもirbesも
女の表情を形容することばである。ハイシッヒが公表したモスタールト師のテキストでは，

irjasとなっている（Heissig1976：533）。男の笑いを表すには，irjasが適切であろう。
197）ダムディソスレンのテキストではγurbansar－a－yinγajar－ibolbaeuとなっている（Dam－

dinsdr也ng1959：70）。

198）gejdjigdd山ebe：ダムディンスレンのテキストではgemen jegtiddlebeとなっている

（Damdinsdrdng1959：71）。

199）k61－dd：ダムディンスレンのテキストではk61tBとなっている（Damdinsdrdng1959：

71）。

200）γurban edBr：ダムディンスレンのテキストではyurban eddr－dnとなっている（Dam－

dinstirting1959：237）。

201）γaruγadoeiqul－a：ダムディンスレンのテキストではγarunOeiqul－aとなっている（Dam－

dinsdr也ng1959：71）。

202）aliγajarbui：00本ではqamiγ－abaiとなっており（15・a・4），純粋に「ヒツジはどこ

だ？」との意味である。これに対してaliγajarbuiは，少年とアラクタイ・バヤンの二人

の目の前にヒツジがいなくて，「お前はここにいるが，ヒツジは全然ちがうところにいるで

はないか」とのニュアンスがある。おそらくヒツジ群はすでに天幕近くの寝床にもどって

いるのに，番人の少年がまったく姿を見せないので，アラクタイ・バヤンが怒ったのであ

ろう。

203）uyilajusaγuba：ダムディンスレンのテキストではOkilajusaγadabaとなっている（Dam－

dinsdr也ng1959：72）。

204）kutigaea：ダムディンスレンのテキストではktildgoljuaeaとなっている（Damdinsdr血g
1959：72）。

205）quluγur：ダムディンスレンのテキストではquluγarとなっている（Damdinstirhg1959：

72）。オルドス・モンゴル語の口語発音はquluγurである。

206）eimadu：ダムディンスレンのテキストではeimadurとなっている（Damdinstirdng1959：
72）。

207）aduγu－ban：ダムディンスレンのテキストではaduγun－iyanとなっている（Damdinsdrdng

1959：72）。

208）degjirebe：ダムディンスレンのテキストではdegjibeとなっている（Damdinsdr厄ng1959：

72）。

209）ma1－iyan emdn－e－eee uγtuju：夕方，家畜群は草原から屯営地にもどってくる。アラクタ
イ・バヤンは屯営地から出迎えるとき，ちょうど家畜群の先頭にぶつかる。これを「正面
から迎える」という。

210）mori－u：ダムディンスレンのテキストではmorin－uとなっている（Damdinsdrdng1959：
72）。

211）alaγboru mori：ダムディンスレンのテキストではquluγar alaγmOriとなっている

（Damdinsdr也ng1959：72）。

212）bidategh一也：ダムディソスレンのテキストではbidaがない（Damdins血色ng1959：72）。
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213）qarinqarin：qarinがひとつ多いのは，抄写段階でのミスであろう。

214）sungduusayiqan：ダムディソスレンのテキストではSuγdursayiqanとなっている（Dam－

dins也rdng1959：72）。

215）dy－e：「節」の意味であるが，ここでは前出のaldaと同じ意味で用いている。

216）tegdn一也‥ダムディソスレンのテキストではteg血－ti（「彼すなわち小さいジャガルの」）が

ない（Damdinsdrdng1959：72）。

217）ダムディソスレンのテキストでは6ndtir deger－eとなっている（Damdinstir血g1959：

72）。

218）bar－a：barは口語のつづりである。ダムディソスレンのテキストではbaraγanとなって

いる（DamdinsdrBng1959：72）。

219）abuγad：これはjasaγuljuabuγadの略であろう。

220）degerekitngriabuγeibaudourakiγajarabubau：abuγeibauとabubauはいずれも口語の

っづりである。ダムディソスレンのテキストではabuγaeibauとなっている（Dam－

dinsdr也ng1959：72）。

221）abalantalbiba：talbibaは「～してやった」との意で，直訳すれば「巻狩してやった」と
なる。

222）Qatun：モンゴル人は黄河やモンゴル高原のトゥール河をQatunγ001（妃の河）とよぶ0
223）er独仏：「掘る」を意味する動詞。ウマはよく足で地面を掘る。草の根を掘りおこして食べ，

乾いた地面を掘って湿った抄のうえで寝ころがることもある。冬，雪が降ったら，雪をか

きわけて地面に生えている草を食べる。

224）ダムディソスレンのテキストではmaγtabaとなっている（Damdinsdrdng1959：60）。

225）medegsen：ダムディソスレンのテキストではmaγtaγSanとなっている（Damdins且rdng

1959：61）。

226）Naγur：私の写本ではaγui（石窟）とつづっている。後出12・5のqaniなど写本の一部で
は語末のrと語尾のiが同じ形になっている。ここではDamdins也rBng（1959：61）にした

がう。

227）bariju：動詞のあとにつくbarijuは「～したりして」を意味する。
228）k6ndelen：横の，横たわるとの意。馬衝はウマの口のなかで横につけられるとの表現。

229）ダムディソスレンのテキストでは，kdndelenk6ketemdremktigdl由れ，k6rjen－tdtoqum－i

k61BsB－teitalbin，kBitentemBremkd錘yakijuay－a：（口一杯青い鉄をつけられ，ざらざらし

た鞍数を汗びたしのままつけられ，冷たい馬衝をつけられ，ひどいではないか）となって

いる（Damdinsdr也ng1959：61）。

230）duγurum：duγuramともつづる。軽やかな走り万をする若いウマのこと。

231）ey－e－tei：ey－eとは友情，情愛の意。現在ey－e－teiとは普通夫婦間が仲睦まじいことを指す。

232）bildgsen：ダムディンスレンのテキストではeyildgsenとなっている（Damdinstirdng

1959：62）。

233）ウマが疲れて走らなくなると，よけい鞭でたたかれる。「疲れたウマに馬衝が重く，疲れ
た人間に耳も重い」（eeegsenmorin－duqajaγarkdndd，yadaγSank也m血－ddeikik也ndd）と
いうことわざもある（内蒙古大学蒙古語文研究室1976：141）。

234）bdgdde－deger：ダムディソスレンのテキストではbdgddegerとなっている（Dam－

dinsdr也ng1959：62）。

235）butan－uebesdboγtaiとある以上，qadan－uebestiqaγda－taiidey－e（石のあるところの草

は，枯れ草とともに食べよう）と表現してもよいのではないか。

236）ダムディンスレンのテキストではSimegutigsen（吸わせる）となっている（Dam－

dins也rdng1959：62）。

237）ダムディソスレンのテキストではOmuγ－iyan daruγadui－du，aγuSgin－iyaneerdegeddi－dti，

yaγakinambolbaueiminu：（血気をおさえないで，怒りをあらわにしてどうするの，お前
は）となっている（Damdinsdr也ng1959：62）。

238）6d：6gedeの口語体つづりである。Damdinsdrtingは6gedetigei－yi6sgenとしている
（Damdinsdr也ng1959：62）。

239）テキストではblam－aとなっているが，baγ－aの誤写である。

240）Boγ孟aeay－aはBo孟urγ－aの誤写であろう。ダムディソスレンのテキストではBoγ孟urγ－a

となっている（DamdinsBrung1959：63）。
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241）写本ではblam－aとなっている。

242）ダムディソスレンのテキストではk6gegekBiとなっている（Damdinstirting1959：63）。

243）neyilbn：ダムディンスレンのテキストではeyil血となっている（Damdinsdr血g1959：
63）。

244）egBldtirejti‥ダムディンスレンのテキストではegeldBrjdとなっている（Damdinsdrting

1959：63）。

245）ここではulus－iyanということばが欠けている。

246）quγurとは胡琴，quγureiは胡琴を弾く人を指す。各種の儀礼において胡琴は欠かせない

存在である。チンギス・ハーン祭祀において，チンギス・ハーンの歴史を語るウチュク

6eigのなかにquγureuγurk6gdaγutu（胡琴と胡茄で演奏する旋律のよい歌をもち）とあ
る（Rintchen1959b：63；楊1998：100）。

247）アルガスン・ホールチの名は『ロ・アルタン・トプチ』第225節に登場する。チョイジは，

「アルガスン・ホニルチの物語」は13世紀の史実をもとに，文人たちが加筆してできたも
のであるという（Coyiji1983：404－415）。『蒙古源流』，『金輪千転』にもみられる。

248）aleinqareaγai：aleinはおそらく00本6－b．5～6にあるalnaeinの誤写であろう。

249）takileuur：ダムディンスレンのテキストではtakiljaγurとなっている（Damdinsdrdng
1959：64）。

250）kdmiin：ダムディンスレンのテキストではk血eiとなっている（Damdinsdr血g1959：
64）。

251）ダムディンスレンのテキストではBaγ－aJaγaly6rgenk6delbe：YekeJaγal孟0γSank6delbe：

（小さいジャガルは急いで走りだし，大きいジャガルはゆっくり歩きだした）となっている

（Damdinstirung1959：64）。

252）gdibe：ダムディンスレンのテキストではkdrbe（着いた）となっている（Damdinsdrdng
1959：65）。

253）ダムディンスレンのテキストではqasCaγaγeinとなっている（Damdinsdr血g1959：

65）。

254）Ebdddg－iyens6gddjd：ebBddgは膝，S6gddktiはひざまずくとの意である。ここでは悲し

さのあまり，歩けなくなることを描いている。

255）ダムディンスレンのテキストではErmegCaγaγeinとなっている（Damdinsdrdng1959：
65）。

256）ダムディンスレンのテキストではaba－yinとなっている（Damdinsdrting1959：65）。

257）jusaγaγSan：夏のあいだ，緑の草を食べていても，使役されて肥らなかった様子を指す。
258）usun：ここでは対格を意味するiが欠けている。
259）「馬糞のあるところ」とは，ウマが住みなれた地帯を意味する。

260）ダムディンスレンのテキストではYekeJaγaly6rgenk6delbe：Baγ－aJayal詭γSink6delbe：

とある（Damdinstir也ng1959：66）。

261）irebesu：ダムディンスレンのテキストではirebedとなっている（Damdinsdr血g1959：
66）。

262）ダムディンスレンのテキストではjebeongdudquiとなっている（Damdinstirdng1959：
67）。

263）ここで小さいジャガルがハーン主君に対してeiという第二人称をつかっている点は興味

深い。第二人称単数形はeiとtaの二つがあり，taの方は敬語である。オルドス・モンゴ

ル族は日常生活のなかで，taをさほど用いない。叙事詩のなかでチンギス・ハーンに対し

て敬語を使用していないことから，親しみやすいイメージが一層鮮明になっている。

264）ここではJaγalということばが欠けている。

265）erin：ダムディンスレンのテキストではerBnとなっている（Damdinsdrdng1959：67）。

266）kinan：ダムディンスレンのテキストではkiqanとなっている（Damdinsdr ng1959：
67）。

267）dldmedebe：ダムディンスレンのテキストではmedebeではなく，maγtabaとなっている

（Damdinsdrdng1959：67）。

268）teyimd－eee：ダムディンスレンのテキストではteyimかyinとなっている（Damdinstirdng
1959：67）。

269）gitun：ダムディンスレンのテキストではgitunalabaとなっている（Damdinsdrdng1959：
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68）。

270）ダムディソスレンのテキストには，この4行の内容はない（Damdins叫ng1959：68）0
271）年代特定にあたっては，Coyijiが校注した『ロ・7ルタン・トプチ』（Coyiji1983）を参

272）でむ望遠芸妄言妄言諾霊獣完蒜芸認諾豊呈言完
の死後，弟たちがその夫人を妻として迎える0逆は道理に合わないとされる0日常生活の
なかで，父と息子の嫁，兄と弟たちの嫁は互いを避けるようにして暮らす。オルドスでは

近年まで，チンギス・ハーンの直系子孫の夫人たちがチンギス・ハーン祭殿の前を通ると

き，数キロ先から下馬し，かならず顔をおおいかくしていたのも，この習慣を守っていた
からである。

273）現在，鍋を意味するトゴ，，あるいはトガンをtoγuγ－aとつづるが，『蒙古源流』ではto－

γanとなっている。
274）以上参照したSaγangSeeenの『蒙古源流』は，Mostaert（1956manuscritA136～147；

manuscritB120～128；manuSCritC136～145）による。

275）たとえばMostaert（1956：manuSCritA143；manuSCritB126；manuSCritC142）にこのよ

うな記述がある。

276）チンギス・ハーンの二頭の駿馬，大きいジャガルと小さいジャガルのどちらが好きなの

かは，人によって異なるだろう。私はオルドス地域でフィールド・ワークをしているとき，

たくさんの人にこの質問をしてみた。老人や女性のほとんどは大きいジャガルが好きだと

いう。これに対して男性は小さいジャガルの生き方こそ，モンゴル人の理想ではないかと

いう。
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